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１． 会 長 挨 拶

東京都立葛西工業高等学校

校 長 平 林 博

会員の皆様方におかれましては、 益々 ご健勝のこととお喜び申し上げます。 日頃よ り本研究会の諸

事 業 に ご理 解、 ご協力 を 頂 き 誠 に あ り が とう ご ざい ま す。

さ て、 私 こ と、 平 成 ２ １ 年 の 埼 玉 大 会 に お い て 会 長 と し て 承 認 し て い た だ き、 就任 し １ 年 が 経 過 い

た し ま した。 こ の 間、 会 長 職 の 責 任 の 重 さ を ひ し ひ し と 感 じて お り ま す。 役員 の 大 久 保 健 先 生 を は じ

め、 関係役員の皆様も本当に ご苦労様で した。 また、 今年 の３月 に「２級建築 施工管理技術 検定試験」

の関係で各関係機関と協議 し、 国に要望という形で働きかけも行ってまいりました。

さ て、 第 ６ ０ 回 福 島 大 会 は、 記 念 す
べ き 本 会 創 立 ６ ０ 年 を 迎 え る 大 会 で し た。 人 に 例 える な ら 還 暦

を迎えたということです。 福島県の先生方の ご協力のもと素晴ら しい大会になりました。 今年は 「身

近に 感じさせる建築教育～生活体験を通 して～」 というテーマで した。 この言葉を聞いたとき、 建築

教育が次世紀に向け、 まさ しく環境をテーマに見据えた建築教育の重要性を感 じました。 未来へはば

たく子供たちにも明るい未来を担保 し、 元気よく生きていくためにも建築教育が果たす役割はますま

す 重 要 に な っ て い く も の と 考 え ま す。 そ の た め に も、
次 の こ と を お 話 した い と お 思 い ま す。 そ れ は、

建築は全ての技術の集大成の学問であるということです。 建築を創る上においては様々な技術を融合

し、 共 生 し、 各 部 品 を 合 体 し完 成 す る も の で す。 そ こ に は、 土 木 技 術 が あ り、 機 械 技 術 が あ り、 電 気

技 術 があ り、 情 報
技 術 が あ り、 電 子

技 術 があ り、 そ れ
らを 総 合 的 に ま と め て 創 り あ げ て 行 く と い っ た、

ま さ に総 合 的 な技 術 の 集 大 成 が建 築 な の です。 現 在、
東 京 の 墨 田 区 押一

ヒ地 区 で は 東 京 ス カイ ツ リ ー が

６３４ （むさ し） ｍを目指 して建設中 です。 「身近に感 じさせる建築教育」 というテーマを聞いたと

き、 東京 ス カ イ ツ リ ー を ふと 思 い ま した。 皆 さ ん も ご存 知 の 通 り （電 波 塔 は 東 京 タ ワ ー （港 区） ・ 西

東京 タワー （西東京市） にあります） 世界一 です。 素晴 らしいことではありませんか。 基礎部およ び

低層 階が鼎 立であり、 ３ 本柱 が基礎 であり、 上層部 にあがるに従って円筒に変わるという画期的な デ

ザイ ン です。 日建 設 計・ 大 林組 ・ 大成 建 設の 共同 工 事 です。 ま た、 副 題 に も あ り ま す 「～
生 活 体 験 を

通 して～」 いわゆる 最先端技術 （ハイ テク） ばかり でなく、 基礎・基本を重視 した技術 （匠） ・伝統

（五 重塔） も 併せ、 新 し い技 術 と伝 統 技 術 の コラ ボ レー シ ョ ンで す。 こ れか ら は世 界 に発 信 す る 日 本

の シ ン ボ ル タ ワー と して 経 済効 果 は 大 きく 期 待 さ れる こ と と 考 え ま す。

結 びに第６０回福 島大会では関係 各校の皆 様には大変お世話 になりま した。 今後も、 東日本建築教

育研 究会の発展 のため、 会員 の皆様の益々の 発展と ご健勝 を祈念 し、 挨拶 に変 えさせていた だきます。

東日 本建 築教 育研 究会
１
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２． 平 成２１年 度 事 業 報 告

１， 総 会 ・ 研 究 棚 議 会 の 実 施

期 日 ： 平成２１年７月３０日（木）～７月３１日（金）

会 場 ： ラ フ レさ い た ま

〒３３０－００８１ さ い た ま 市 中 央 区 新 都 心 ３ － ２

ＴＥＬ（０４８）一６００－５５０５

１） 開会式

２） 総 会

３） 研究協議１（分科会）

４） 夕食会 （教育懇談会）

５） 研究協議ＩＩ（研究発表及 び分科会報告）

６） 講 評

７） 閉会式

８） 研究視察

製 図 ・ 計 画 ・ 法 規 ・ 構 造 ・ 施 工

２， 夏期研 究協議 会 （構 造分科 会主催）

内 容 ＣＡＤによる 問題作 成講習 会

期 日 平成２１年８月６日 （木） ～８月７日 （金）

会 場 安 田学園 高等学 校 パソコン室

担 当 構造分科会 高橋 裕 （神奈川 県立 神奈川 工業高等学校）

３． 建築系高校生徒体験実習

期 日 平成２１年８月１７日（月）～２０日（木）

会 場 冨士教育訓練セ ンター

担 当 資格取得推進委員会 秋山 竜二 （東京都立総合工科高等学校）

４． 理 事 会 ・ 委 員 会 等 の 開 催

会の構成

１） 理 事 会 役員・都道県理事で総会開催日に年１ 回開催予定

２） 常任理事会 役員・常任理事で年３回開催予定

３） 主 査 会 役 員 の う ち 会 長 ・ 副 会 長 ・ 主 査 ・ 委 員 長 ・ 事 務 局 長 ・

会計で年６回開催予定

４） 各種委員会 分科会・委員会の長の召集により開催

５） 刊行物

①建築教育ニュース２００９年号 （１２月 発行）

②会員名簿 （８月発行）

③各種参考書

５． コ ンク ー ル ・ 作 品 展 示 等

第２８回製図コ ンクール

生徒作品展７月３０日 （木） ～７月３１日 （金）

６． 平成２１年度生徒表彰

申 し込 み 平 成２２年１月３０日 要綱は建築ニュースに同封

７． その 他 関 係諸団 体との 連絡調 整

建 築 教 育 ニ ュ ー ス２０１０，鍋
２ 東日本建築教育研究会



３． 平 成２２年 度 事 業 計 画

１． 総 会 ・ 研 究 協 護 会 の 実施

期 日 ： 平成２２年７月２９日（木）～７月３０日（金）

会 場 ： 御宿 「東 鳳」

〒９６５－８５８８ 福島県会津若松市東山町大字石山字院内７０６

ＴＥＬ： （０２４２） 一２６－４１４１

１） 開会式

２） 総 会

３） 研究協議１（分科会）

４） 夕食会 （教育懇談会）

５） 研 究 協 議ＩＩ （研 究 発 表 及 び 分 科 会 報 告） ： 製図 ・ 計 画 ・ 法 規 ・ 構造 ・ 施工

６） 講 評

７） 閉会式

８） 研究視察

２． 豆期研 究棚議会 （施工分科会主催）

内 容 大工道具の手入れと使用法についての講習会

期 日 平成２２年８月５日 （木） ～８月６日 （金）

会 場 宇都宮 日建工科専門学校

担 当 施工分科会 丸山 悟 （東京都立田無工業高等学校）

３． 建築系高校生徒体験実習

期 日 平成２２年８月２３日（月）～２６日（木）

会 場 富士教育訓練セ ンター

担 当 資格取得推進委員会 小沢 宏 （東京都立総合工科高等学校）

４． 理 事 会 ・ 委 員 会 等 の 開 催

会の構成

１） 理 事 会 役員・都道県理事で総会開催日に年１ 回開催予定

２） 常任理事会 役員・常任理事で年３回開催予定

３） 主 査 会 役 員 の う ち 会 長 ・ 副 会 長 ・ 主 査 ・ 委 員 長 ・ 事 務 局 長 ・ 会 計 で

年６回開催予定

４） 各種委員会 分科会・委員会の長の召集により開催

５） 刊行物

①建築教育ニュース２０１０年号 （１２月発 行）

②会員名簿 （８月発行）

③各種参考書

５． 全国 高校生建築製図コ ンクール

第２９回製図コンクール 応募期間は要項をご覧く ださい

６． 平成２１年度生徒表彰

申 し込み 平成２３年１月 末日 要綱は建築ニュースに同封します

７． その他 関係諸団体との連絡調整

東日本建築 教育 研究会
３
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４． 平成２２年度 役員名簿

（校長）東京都立葛西工業高等学校博平 林長１ 会

福島県立会津工業高等学校 （校長

神奈川県立磯子工業高等学校 （校長

千葉県立東総工業高等学校

東京都立墨田工業高等学校

東京都立田無工業高等学校

雄

史

聡

茂

慈

幸

博

良

生

藤

島

野

原

二羽

後

小

沢

米

２ 副 会 長

東京都立葛西工業高等学校

東京都立葛西工業高等学校

隆

悟

鈴 木

遠 藤

３ 事 務 局 長

計４ 会

【会 長 副 会 長 ・

和

星

服

前

丸

大

千

池

菅

田

野

部

田

山

鷲

葉

上

原

秀

隆

邦

久

樹

浩

潔

悟

徹

雄

彦

法

主 査 ・ 委 員 長 ・

（北 海 道 ・ 帯 広 工）

（群 馬 ・ 高 崎 工）

（千 葉 ・ 市 川 工 ・ 定）

（東 京 ・ 蔵 前 工 ・ 定）

（東 京 ・ 田 無 工）

（東 京 ・ 総 合 工 科 ・ 定）

（東 京・東工大附科技）

（大 会 事 務 局 ・ 会 津 工）

（全 高 建 協 ・ 葛 西 工）

事務 局長 ・会計 は兼任】
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米

小
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学

（栃 木 ・ 宇 都 宮 工）

（埼 玉 ・ 川 越 工）

（東 京 ・ 蔵 前 工）

（東 京 ・ 墨 田 工 ・ 定）

（東 京 ・ 総 合 工 科）

（東 京 ・ 日 工 大 駒 場）

（山 梨 ・ 甲 府 工）

（次 期 大 会 事 務 局 ・ 磯 子 工）

５ 常 任 理 事
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５

孝 一 （市川工）

田 幸 男 （大宮工）

１ 中 正 仁 （館林商工）

［ 山 昇 （大宮工）

・ 嶋 計 一 （宇 都 宮 工 ・ 定）

１ 口 元 朗 （前橋工）

委員 長 小 島 聡 （東総工）

関 茂 雄 （東総工）

１営 委員会 委員長 ：塩 澤

木 浩 之 （小山北桜）

平 柳 政 幸 （日工大駒場高）

林 祐 介 （京葉工）

田 辺 登 （昭和第一学園）

鷹 野 正 明 （向の岡工・定）

吉 村 公 利 （春日部工）

渡 邊 恵 一 （小山北桜）

遠 藤 啓 史 （京葉工）

泰 （関東第一）

田 口 学 （磯子工） 筒 井 斉 （神奈工定）

本 政 美 （昭和第一学園） 福 島 勝 （日工大駒場高） 萱 沼 俊 一 （石巻工〉

藤 史 晃 （今市工） 森 嶋 真 一 （峡南）

井 良 明 （甲府工） 竹 田 基 （熊谷工）

井 和 幸 （新発田南）

吉 本 正 樹 （高崎工）

木 宏 道 （前橋工定） 江 原 聖 直 （大宮工）

田 明 広 （市川工） 岩 瀬 政 利 （市川工・定） 米 原 良 慈 （田無工）

沼 雄 介 （富士北稜） 佐 々 木 英 治 （向の岡工） 鈴 木 隆 （葛西工）

祐 介 （京葉工） 吉 村 公 利 （春日部工）
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９ 編集 委員会

１０ 製図コ ンクー

（製図分科会）

（計画分科会）

（法規分科会）

（構造分科会）

（施工分科会）
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進推得取格資１１

菅 谷 太 郎 （春日部工）

昭（第１８代会長） 岡 田 義 治（元委員長）

功（第２１代会長） 佐 藤 則 夫（第２２代会長

１２ 広 報委員会 委 員長： 榎 本 吉 晃 （安田学副

☆佐 々木 英 治 （向の岡工）

１３ 顧問 及び参 与

● 顧問 北 島 敬 己（第１６代会長） 原 田

佐 藤 清 親（第２０代会長） 能 智

● 参与 土 田 裕 康（元副会長） 松 井 貞 二（元副会長） 大 間 俊 彦（元委員長）
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５． 平 成 ２ ２ 年 度 総 会 ・ 研 究 協 議 会 報 告 福島大会事務局長

福島県立会津工業高等学校

池 上 邦 彦

１
． は じ め に

東日本建築教育研 究会も６０周年を迎え、 人 間でいえ

ば還暦という記 念すべき 「東日本建築教育研究会・総会

並 びに研究協議会」 が、 福島県会津：若松市 「御宿東鳳」

を 会 場 に 行 わ れ た。

会津工業高等学校の羽二生幸雄校長を実行委員長とし

て福島県下５校が協力して大会運営を行った。

２． 本研究会の目的

本会は工業教育、 特に建築教育に関する研究を行い、
その向上改善を図ると共に、 相互の連絡を密にすること

を 目 的 と す る。

３． 日 程 ・ 会 場 ・ 参 加 人 数

日程：平成２２年７月２９日（木） ～７月３０日（金）

会場 ：御宿 東鳳 （会津若松市 東山 温泉）

参加 人数：１９１名

（内 訳 会 員 １ ５ ４ 名、 賛 助 会 員 ２ ５ 名、

特別参加２名、 来賓１０名）

４， 共 通 テ ー マ

『身近に感 じさせる建築教育一生活体験を通して一』

５． 大 会 概 要

《 ７ 月 ２ ８ 日 （水） 》

○主査会

大 会 日 程、 会 場、 進 行 な ど に つ い て の 最 終 確 認。

《 第 １ 日 目 ７ 月 ２ ９ 日 （木） 》

○都道府県理事会

挨 拶、 各 理 事 紹 介、 総 会 内 容 の 確 認、 各 県 の 現 状 報 告。

○開会式

来賓と して

国土交通省総合政策局建設市場整備課

労働資材対策官 松本 貴久

社団法人全国工業高等学校長協会事務局次長

村 田 敬一一

福島県教育委員会教育長

福島県教育庁学習指導課指導主事

福島県高等学校教育研究会工業部会長

社団法 人福 島県建築士会 会長

社団法人福島県建築設計協同組合理事長

社団法人福島県建築十事務所協会会長

福島建設工業新聞社

西日本工高建築連盟会長

遠藤 俊博：

澁谷 栄…

本橋 信一

松隈 仁吉

白井 武男

田畑 光三

齋藤 直樹

藤村 隆信
以上の先生方の出席を得て、 開会式が行われた。

○総 会

平成２１年度事業報告、 会計決算報告、 監査報告がな

された。 ま た、 会則 改正案として常任理事を明確にする

新会則 が提 案され承認された。 役員 改選後、 平成２２年

度事業 計画、 予算案 が承認された。

今年度、 東日本建築教育研究会が６０周年であるの

で、 周年事業について沢野副会長より報告がなされた。

各分科会・委員会報告が行われた。

○講 演

「建設業の人材確保・育成について」

国十交通省総合政 策局 建設市場 整備課

労 働資材対策官 松本 貴久先生

建 設業界の現 状と 今

後の展望や、 技能労働

者の 人材確保について

様々な資料を基に建 設

関係投資の減少する中、

技能労働者の内５５歳

以上が１／ ３を占め高

齢化が進んでいる。 専

門高校からの入職者も

年々 減少している状況

に あ り、 職 長 な ど の 中

核 になる労働者数も減っ てお り厳しい状況が続いている。
建設産業の今後の 方向 は少し上 向き になるの ではない

かと予 想している。 現に、 東京では鉄筋工や型 枠大工の

不 足 が 見 ら れ て い る。 今 後、 港 湾 整 備、 海 外 進 出、 高 齢

者対策住宅、 環境技術、 リホームや維持管 理、 経営 の多

角 化 が 図 ら れ て い く。

建設産業での入職促進策と して基幹技能者の年収６０

０万円を確保 したい。 また、 専門高校と建設業 界の連携

のために、 教員への研修を行っている。 「建設業人材確

保・育成モデル構築支援事業」 の実施例を取り上 げて説

明 し た。

○研究協議１ （分科会）

製図分科会

「構造を考えさ せる 製図指導一１

～伏 図を理解 させる！～」

昨年ま ではコンペの 指導を中心に分科会を行っ ていた

が、 今年 度か ら構 造を 考え させる 設計から製図を理解 さ

せ る 試 み を 分 科 会 の テ ー マ と し た。 今 回 は 製 図 コ ン ク ー

ルを通 して理解度に問題があると考 えられる 木造建築の

屋根伏図を考えるものを取り上 げた。

建 築 教 育 ニ ュ ー ス２０１０．
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実 習 と し て 製 図 コ ン ク ー ル の 第 ２ 課 題 に 向 け、 切 り 妻、

寄せ棟、 入母屋 などの屋 根伏せ 図を考 え、 そこ から立面

図を起こすことを行った。 授 業にす ぐに使 える 内容 であ

る と か、 製 図 コ ン ク ー ル に 取 り 組 ま せ て み た い な ど の ア

ン ケ ー ト 結 果 が 寄 せ ら れ た。

計画分科会

「考えるための 紙模 型

～小住 宅の プラ ンニ ングから立体把握 へ～」

過去２年間は平面 計画 を中心とした内容だっ たの で、

今年度は 「平面から立体への展 開」 をどのよう に理解さ

せるかを課題と し、 立体把握 のための 教材 や指導法を研

究 す る こ と に し た。 そ こ で、 ２ 次 元 よ り ３ 次 元 の 方 が 分

かりやすいと考え、 紙で作る 模型 教材 を作 成した。

大宮工業高校の１・２ 年生に実践 したものが報告 され、

参加された先生方を ２人１組 とし生徒 と同じ課題を 演習

と し て 行 っ た。

法規分科会

「出題傾向から読み取る 二級 建築施工管理技術 検定のポ

イント指導」

平成１８年度から二級 建築施工管理技術 検定の法規で

の指導法について分科会を開いてきたが、 今年度は高い

合格率を出している 資格 取得 推進委員 長の前橋 工業高校、

石井直樹先生よ り実践例 を紹 介して頂いた。 １ 年生の時

からの動機付けの大切さ、 進路によっ て合格点 数の 目標

値 を 分 け る こ と、 実 物 を 見 せ る こ と に よ っ て 定 着 を は か

ること、 生徒の理解 度の分析や教え方の検討の仕方、 レ

ミ ン グ サ イ ク ル の 大 切 さ な ど が 話 さ れ た。

構造分科会

「見て、 試して、 簡単構造実験の検証」

仙台市立仙台工業高校の益野英昌先生から 「建築構造

設計」 の導入教材として名古屋大学の福和 信夫教授が開

発し防災教育の場で使用 されている 「紙ぶるる」 を用 い

た授業の実践報告と、 仙 台工業の生徒が小学生に行っ た

出前所行の報告がされた。

その後、 参加した先生方に実際に 「紙ぶるる」 を作っ

て も ら い、 自 分 で 検 証 し て も ら っ た。

施工分科会

「大工道具の手入れと使用法につ いて」

大宮工業高校の権田幸男先生から大工道具の手入れと

使用法について発表があった。

まず、 机の上に手入れしているものからしていないも

の ま で、 様 々 な ノ ミ や カ ン ナ を 置 い て お き、 先 生 方 に 確

認 し て も ら っ た。 そ の 後、 権 田 先 生 の 手 入 れ の 様 子 を ビ

デ オ で 示 し た。

○教育懇談会

「御宿 東鳳 コンベンションホール鳳嵐」

会 員 並 び に 賛 助 会 員、 来 賓 な ど を 含 め て 約 １ ４ ０ 名 で、

活発な意見交換が行われた。

《 第 ２ Ｈ 目 ７ 月 ３ ０ 日 （金） 》

○研究協議ＩＩ（全体会）

・ 研 究 発 表

「課題研究におけるモニュメ ント制作について」

神奈川県立藤沢工科高等学校 総：合技術科

稲垣 弘太郎

藤沢工科高校では

３年生で５時間の課

題研究があるが、 昨

年までそこで取り組

ん で き た ２ × ６ 材 を

使 っ た 「モ ニ ュ メ ン

ト制作」 について 発

表 が 行 わ れ た。

取り組ん だ理由は、

０ 笑顔、 感動、 友

情、 自立を目指す

② 校外への出展を

することで外部への

発信とする

③ 材料の無 駄を出さないこと で環境意識を高めるとい

う こ と で あ る。

２００９年は横浜開港１５０周年を記 念しマリ ンタワ

ー の 制 作 を 行 っ た。 前 年 の 材 料 を リ サ イ ク ル し て １ ／ ５

の模型を制作 し構造を確認 した。 そこで出てきた問題点

を原寸大模型で強度実験を行い検証 した。 その後仕口の

治 具 を 制 作 し、 ９ ７ ０ 本 の 材 料 を 加ｌｒ二し た。 作 っ た も の

は学校祭、 全国産業教育フェア神奈川大会に出展 した。

その他の活動と して端材を使って地域の小学生との交流

を行うな ど５回の出前授業を行った。

７年間の作品を紹介 した が、 今年は制作を行っていな

い。 予 算 の 減 少、 ア イ デ ィ ア も な か な か 出 て こ な く な っ

たこと、 総合技術科という１つの科なの で建築に偏って

ばかりはいら れないことな どが理由 である。

「モニュメ ント制作」 を通 して生徒たちには先を読む力

な ど も の を 作 っ た 経 験 を 生 か し て ほ し い。 作 っ て い く に

は指導者側の心意気や力量も大切であり、 ものづくりは

人 づ く り の 原 点 で あ る。

「目指せスペ シャリス ト事業報告」

福島県立勿来工業高等学校 建築科

勿来工業高校で３

年間行わ れた 「目指

せ ス ペ シ ャ リ ス ト 事

業」 の報 告がされた。

まず、 波動 発電や貝

殻を 使っ た有 害物 質

の 吸着 など建築科 以

外の研 究内容 が紹 介

さ れ た。

建築科 では 「海か

ら 学 ぶ エ コ マ イ ン ド

を 持 っ た エ ン ジ ニ ア

田畑 淳

の育成」 をテーマ に事 業に取り組ん だ。

取り組み 内容 は

① 塩害による建築物への影響

東日本建築教育研究会 ７
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コ ン ク リ ー ト に 対 す る 影 響

外壁 の劣化と海との距 離の 関係

土壌 中の 塩分の測 定

木材 強度と塩 分の 関係

② 木材生産 につ いての体験的学習

杉の苗木の植林体験

間伐作業体験

製材と木材加工体験

廃材のペ レッ ト化体験

③ 外部団体との協力関係の構築
塩害調査での協力

設計塾の開催

海辺の建 築物 設計

の大きく ３つの テーマ である。 塩 害の 影響 につ いて は様

々 なデータ が得 られたが、 調 査期 間や 実験期間の関係で

はっきり しない点も多かった。 木材生産については木材

の…生 を追 体験 できるな ど、 大変ためになる経験ができ

た。 協力関係ではＯＢを中心と した設計教育環境が構築

で き た 。

・ 分 科 会 報 告

各主査より前口に行われた分科会の報告があった。 今

年度から行われた研究も多く、 新しい取り 組みの報告が

な さ れ た。 ま た、 多 く の 分 科 会 か ら 協 力 し て く れ る 先 生

の 募 集 が あ っ た。

・ 富 士 教 育 訓 練 セ ン タ ー に つ い て

職業訓練法 人 全国建 設産 業教育訓練協会 富十教育

訓練セ ンター専務理事の菅井文明氏か ら富士教育訓練セ

ン タ ー の 実 習 内 容 が 説 明 さ れ、 ま た、 昨 年、 愛 知 県 と 長

崎県で実施された教職員スキルアッ プ研修について紹介

さ れ た
。

○講 評

全国工業高等学校長協会村田敬．一一事務局次長並びに福

島県教育庁学習指導課澁谷栄 一指導主事から本研究協議

会 の 講 評 を い た だ い た。

ま ず、 全 工 協 ・ 村 田 先 生 の 講 評。

今 回 の 分 科 会 の 内 容 は 共 通 テ ー マ に 沿 っ て お り、 明１．ｉ

か ら で も 学 校 で 使 え る も の で あ る と 評 価 で き る。 ま た、

目指せスペシャリス ト事業や地域の担い手育成事業な ど

の 様 々 な プ ロ ジ ェ ク ト が あ り、 実 施 す る こ と に な れ ば 負

担も多く大変だが取り組め ば大きな成果が出る。 業界団

体とのつながりもでき、 予算も取れるので積極的に取り

組 ん で ほ し い。 新 学 習 指 導 要 領 で は 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー ・

伝統技術・技術者倫理な どが内容に含まれたが、 単純に

教 え れ ば よ い と い う も の で は な い。 言 語 活 動 を 重 視 し、

自分の言葉で自分の考えを述べることができる人材を育

成 し、 消 費 者 の ニ ー ズ を 考 え、 何 を ど の よ う に 作 る か、

作っ たものの 影響 まで検討し考える こと ができる 生徒 を

作 ら な け れ ば な ら な い。

れ て い る。 ま た、 小 学 生 へ の 出 前 授 業 な ど に よ り、 人 に

伝 え る こ と の 難 し さ を 感 じ さ せ、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能

力 を付 けさせている ことはす ばらしい。 両方の内容とも

外部へ の発 信をしている ので今後も続 けてもらいたい。

○閉会式

会長挨拶、 次期開催県代表挨拶、 開催県挨拶。

○研究視察

研 究 視 察 は 個 人 視 察 と し た が、 一．一部 の 先 生 方 に で は あ

る が 町 並 み コ ン シ ェ ル ジ ュ の 方 々 に、 七 日 町 通 り の 説 明

も し て 頂 い た。

６． お わ り に

福 島大会の開催にあたり、 本来、 参加者の交通の便を

考えれば福 島か郡山で開催す るの が最善であっ たのかも

しれま せんが、 歴 史と伝統 があり、 自然豊 かな会津 の地

を是非 先生 方に 訪れて頂きた いと 考え、 会津 で福島 大会

を 開 催 す る こ と に し ま し た。 で き れ ば 大 会 中 １ 日 を 丸 々、

会津の歴 史と建築物を知って頂く時間に充てたいところ

で は あ っ た の で す が、 そ う す る わ け に は い か な い の が 非

常に残念で した。 只でさえ夏は暑い会津若松に、 異常気

象により例年になく暑い夏に来て頂き、 参加者の皆様に

は心から感謝 しております。

さて、 福島大会の事務局長になりましてから総会、 理

事会、 主査会と多くの会議に参加し、 地方にいるとよく

分からなかっ た会の活動がだんだんと見えてきました。

会の事業にあまり関心を持っ ていなかっ た人間が事務局

長 と い う こ と で、 申 し 訳 な く 思 っ て い ま す。 た だ、 今 回

このよう な形 で関 わり、 非常 に大切 な会であるこ とを県

内の 先生 方に伝 えていきたいと思っ ています。

今回の大会を開催するにあたり、 本部 事務局長の鈴 木

先生をは じめとする本部の先生方、 埼玉大会の事務局長

の吉城先生な ど多くの先生方か ら、 資料や ご助言をいた

だけたことに大変感謝 しています。

福島大会が無事終了できたことは参加された先生方、
賛助会員の方々、 本部役員の方々な ど多くの皆様のおか

げ で す。 事 務 局 不 慣 れ で 不 行 き 届 き の 点、 多 々 あ っ た か

と 思 い ま す が、 こ の 場 を お 借 り し て お 詫 び 申 し 上 げ ま す。

最後に、 来年度の神 奈川大会が素晴らしい大会である

こ と を 祈 念 い た し ま す。

次 に 指 導 主 事 ・ 澁 谷 先 生 の 講 評。

新学習指導要領には、 目的を持って意欲的に、 地域社

会との連携、 ものを大切にする、 という３つの視点があ

るが、 今回の研究発表の内容にはこれらがすべて網羅さ

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０，１１
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６． 平成２２年度夏 期研究協 議会報告

山梨県立峡南高等学校

石 川 清 人

１． 概 要

今年度の夏期研究協議会は施工分科会の主催する 「大

Ｌ道具の手人れと使用法について』 という実習を伴う研

修会が企画され、 主に刃研ぎをメインに道具の調整法に

ついて学んだ。 会場は栃木県宇都宮日建工科専門学校に

て ８ 月 ５ 日 ～ ６ 日 の ２ 日 間 実 施 さ れ た。

◎日程と内容

初 日 の 午 前 ． レ ク チ ャ ー （ビ デ オ に て 概 要 説 明） ・ 砥

面均し

午 後 ． 繋 の 桂 直 し ・ 繋 の 刃 研 ぎ ・ 墨 差 し 作 り ・ 繋 に よ る

加工体験

２日目の午前 鉋の刃研 ぎ・鉋の裏出しと裏押 し

午 後 ． 鉋 裏 座 研 ぎ ・ 裏 座 合 わ せ・鉋 台 直 し ・ 鉋 に よ る 加 工

体験

◎参加校

青森県立南部工業高校・山形県立鶴岡工業高校・福島

県立郡山北工業高校・足利工業大学附属 高校・都立墨田

工業高校 （定） ・昭和 第一学園高校・川崎市立川 崎総合

科学高校・山梨県立甲府工業高校 （定） ・山梨県立峡南

高校・静岡県 立天竜林業高校・長野県池田工業高校・長

野県ヒ出千曲高校・ 愛知 県立愛知 工業高校 （定） ・福 井

県立敦賀工業高校の 各校計１ ６名。

◎指導して いた だい た施ｆ委員のス タッフ

栃本県ウ宇都宮工 業高 校・埼玉 県立大宮 工業高校・埼

玉県立春日 部ｆ 業高 校・ 都立田無工業高校・昭和 第一学

園高校・千葉県 立市川工 業高校・ 千葉県立京葉 ⊥業高校

の 各 校 の 先 生 力 討 ８ 名。
罪寧 　 一 冴 『矧
鳳

。毒論 響 冤 瑠∴、騨臨二靴鱈ご憲灘幽

図Ａ 参 加 者

２． 講 義 に 入 る 前 に

会 場 に 人 っ て ま す 目 に 留 ま っ た の が、 ス テ ー ジ 前 に 置

か れ た 人 工 道 只 の サ ン プ ル だ っ た。 そ の ほ と ん ど が 刃 か

こ ほ れ た り 欠 け た り、 到 底 使 い 物 に な ら な い よ う な （・

と思われた） 道具も置いてあって、 その横には道具が ど

のような状態なのか示した紙が添えられてあった。 それ

を 直 す た め の 道 具 の サ ン プ ル も あ っ た。

私 は 研 修 会 が 始 ま る 前 に、 そ の サ ン プ ル の ・つ ひ と つ を

カ メ ラ に 納 め た、、 私 の 持 っ て き た 鉋 も こ れ ら の サ ン プ ル

と同 じく 刃がこほれていたり、 台が調整されることもな

く何年も眠っ ていた物だっ た。 このよう な鉋や繋が学校

にはたく さんあっ て、 以前から研いで直していたつもり

たっ た。 うまく 直せた物もあれば、 何度調整してもなか

東日本建 築教育 研究 会

なかうまく研げす、 切れ味と後味の悪い刃物もたくさん

あ っ た， こ の 中 の 割 と 程 度 の 良 い 鉋 を 選 び、 研 修 に 参 加

す る 前 に ８ ０ ％ 程 度 研 い だ 占 い 刃 の 鉋 を 持 っ て 行 っ た。

、ボ
蜜

鐸
”
講

毒

ゴ

亀職
毒

繊臨

蓬 冊 簸

　

轟詞
すめ

ヨ ま

瀬〆垂》 欝

雛 縫覇縞・∴馨

寝轡
翼

図Ｂ 鉋 身 の 裏押 し

２． 講 習 が 始 ま っ て

Ｄ ＶＤの作成と 実演 指導のメイ ンで教 えて いたたいた

の は埼玉県立 大宮⊥：業 高校の権 田先 生だった。 会が始ま

りさっそくヒ デオ にて概要 説明を受 けた。 映像の情報 （

知識） と して何となく理解 できるような感 じがするもの

の、 不 安 が よ ぎ っ た。 あ ん な ふ う に 上 手 に で き る の だ

ろうか？・日建工科専門学校の外部空間を簡易作業場に

して早速実習が始まった。 以下に実習内容と考察を記す。

① 砥面均し
砥石は、 使えば使うほ ど研 ぐ場所が中央に集中するた

め、 自 然 と 石 が 減 っ て 凹 ん で く る。 そ こ で 研 ぎ 面 を ま っ

す ぐ平面にするための調整が必要となる。 金砥石やコン

ク リ ー ト プ ロ ソ ク を 使 っ た り、 そ の 他 の 方 法 で 直 す の だ

が、 今 回 は コ ン ク リ ー ト プ ロ ノ ク で 砥 石 を こ す り な が ら

砥石を均す方法を学んだ。

② 墾の桂直 し・刃研 ぎ

繋の握る先端にある鉄のリンクの事を桂と呼ぶが、 新

品の馨は使う前にこれを外 して丸やすりで削り、 柄を木

殺し した後再 び桂をはめて端を桂から約３ｍｍ程度出し、

柄の先端部分を潰して桂を覆う 作業をする。 これをする

事により柄が割れることなく、 また梓を直接 玄翁で叩く

こ と が な く な る の で、 馨 の 柄 に 食 い 込 む こ と が な く な り、

柄と桂にダメ ーシを与えることなく 繋を最後まで使い切

ることができる。 桂を外す道具は木っ端を鉋で削っ て桂

の直径より小さく し、 万力 に梓 をセットして柄の部分を

玄翁で叩くと簡単に外れる。

実は我が校にある古い繋のほとんどは桂 が変形 して柄

に 食 い 込 ん で い た。 こ の 伸 び き っ た 桂 を １ つ ひ と つ 外 し、

内側 にできたバリ を丸やす りで落とす作 業は意外と大変

な 作 業 だ。 だ め に な っ た 柄 の 部 分 を 切 り 落 と し、 柄 の 先

端を桂 から約 ３ｍ ｍ程 度出し、 潰して覆うと 結構柄か短

く なっ てしま い握り にくく なっ てしまうか、 桂 がふわふ

わ動くこ とも なく 安定するの で使いやすくなる。

本題の刃研 ぎはここ で書 いて 説明する ほど簡 単なこと

で は な く、 盤 の 状 態 を 見 て、 グ ラ イ ン ダ ー に か け な け れ
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ば い け な い 刃 な の か、 裏 出 し ・ 裏 押 し が 必 要 な の か 見 極

め る こ と と、 熟 練 の 技 術 が 要 る。

研いでいくと誰もが最初は丸っ刃になって しまい、 「

返り」 が取れるく らい研いで刃先は鋭くなっても、 ある

角 度 で 切 ろ う と す る と、 丸 っ 刃 の た め に ち っ と も 切 れ な

い墾になって しまう。 誌面の都合１表の刃の面を真っ直

くに研かなければならない理由を省くか、 これがなかな

か熟練を要する技術であり、 試行錯誤を繰り返し、 失敗

の連続の中で少しずつ身につけていくものだと実感して

い る
。

ちょっと専門的な内容になってしまうが、 学校で使う

盤を修理するとき、 刃 先角 度を２７～２８度に研 ぐこと

が 多 く、 授 業 の 中 で は （一 応） 切 れ る 刃 に な っ て い る。

（刃 を当てれば角 度が測れる もの をあ らかじめ作っ てお

く。 ） し か し、 ほ そ 穴 を 開 け る 追 い 入 れ 馨 は、 が ん が ん

叩くため、 あまり角 度を 尖らせる と刃の痛み が早く なる

の で注 意か必要となる。 ちなみに以前 「削ろう 会」 の大

会に良く出展 している金物屋さんに聞いてみたこと があ

る が、 刃先を３０度くらいにすれ ば良いと軽く言わ れた

こ と が あ る。 実 際 に 研 い で み る と 馨 の 用 途 に も よ る が、

もう少 し鋭角に したほうが良いと思う。
このように１～２度の角度の差が切れ味に影響するこ

と が た ん だ ん わ か っ て く る か ら 不 思 議 な も の だ。 色 々 試

しながら自分の答えを出していくと良いと思う。 重要な

のは馨の使用 目的や木材の堅さによっ て刃先の角度を微

妙 に 変 え て い く こ と が 求 め ら れ る こ と だ。
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③ 墨差し作り
新 品の墨 差しも新 品の馨と同様に事前の準備 が必要で、
先端が引っ 掛かるの を防いたり、 線が細く引 けるよう に

繋 で加工する 方法を 学んだ。

④ 鉋刃研 ぎ・裏出 し・ 裏押 し

鉋のこと は （私にとって） 謎なことか多く、 調整かう

ま く い か な く て、 妥 協 の 日 々 を 過 ご し て い た。 今 回 の 研

修会の一番知りたかった内容とヒ ントかここにあると思

う と、 い て も た っ て も い ら れ す、 甲 く 教 え て ほ し い と い

う気持ちが前に出すぎて困って しまった。 裏出 しの方法

は、 玄翁で刃の軟鉄部分の 巨つ中央部を注意深く慎重に

叩 き な が ら 出 し て い く。 決 し て ハ ガ ネ に な っ て い る 部 分

を 叩 い て は い け な い。 そ し て 金 砥 石 に か け、 金 鋼 砂 に 水

を数滴垂らして木っ端で押さえながらひたすら研いで裏

刃 を 出 す。

この裏刃が鉋や馨の切れ味にとても影響する重要なこ

とで、 こ こが思う よう に出せる頃には参加者全体の空気

建築 教育 ニュ ース２０１０ １１

も真剣そのものになり、 より 層 の緊張感と熱気で満ち

溢れた。 他の参加者も、 私と同様に刃物や道具がだんた

ん言う ことを聞くようになってくると自然と体が前のめ

りになり、 講師の先生や施工委員のスタソフを質問の嵐

で 追 い 回 す は め と な っ て し ま っ た。

磐と鉋で は裏刃の処理 のイ１方か違う ので、 汁意が必要

だ。 詳細 につ いては残念ながら誌向の都合 Ｌ割愛させて

い た た く。
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図Ｄ 鉋 下 端 の 微 調 整

⑤ 鉋の裏座研ぎ・裏座合わせ・台直し
鉋は刃研きも当然大切 だが、 そ れ以上に台直 しがいか

に 重 要 な 調 整 で あ る こ と か、 こ の 研 修 会 で 学 ん だ。 こ こ

で削れる鉋になるか否かが決まる。 指矩を使って鉋 台の

下 端 の 凹 凸 を 読 み、 台 頭 側 を０。３ｍ ｍ ～０５ｍ ｍ 低 く、 台

尻 側 中 央 にＯｌｍ ｍ ～０３ｍ ｍ の 凹 み を 台 直 し 鉋 で 削 る。

裏技として、 刃口耳の細 い木の部分を墾を使って台頭方

向に向かっ て落としていく 等々 なかなか難 しい。 本当に

繊細な道具だとつく づく 感心する。 台直し鉋は我が校に

もある。 微妙な調整を繰 り返し、 古い鉋を幾つか台無 し

にしながら現在 も頑 張っ ている。

４． 言 葉 で 説 明 で き な い こ と

昨今各学 校ではも の作りコ ンテス トの参加や 大工検定

の取得 に生徒 がチャ レンジしている。 切 れる刃 は力 をあ

まり入 れなくてもすっと切 れる が、 切 れない刃 は作 業速

度に影響する ばかり でなく、 力を 余計に入 れる ので、 慣

れない生徒が使用すると怪我する恐 れがある。 この研修

で道具の扱い方を修得 し、 大工道具を思い通りに修理で

きるようになった先生方の多くは、 こんな感想を持つだ

ろ う か。 「鉄 っ て 意 外 と 柔 ら か い。 」 ・・ 講 師 の 権 田 先

生は段取り良く要点を突いた∬ 寧な指導だった。 微妙な

感覚を伝えようと気持ちか入っていた。 言葉で説明する

ことかできない微妙な感覚は、 実験することで白分の感

覚を養い、 失敗とその分析から何かを掴む。 最初はかす

かな光に向かって進んでいるようなものでも、 模索 しな

がら経験を積み重ねていくうちに、 確かな光が見えてく

る も の た と 思 う。

（ 参加 者を代表して）

写真提供 施工委員会
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７． ６ ０ 周 年 に 寄 せ て ６０周年記念大会実行委員会

副会長 沢 野 茂

都立墨田工業高等学校

本 研 究 会 は、 こ の 度、 創 立 ６ ０ 周 年 の 佳 節 を 迎 え る こ

と に な り ま し た。

この間、 文部科学省の調査官をは じめ、 国土交通省の

先 生、 各 都 道 県 ・ 市 の 教 育 委 員 会、 産 業 教 育 振 興 会、 建

設業協会、 建築士会、 その他、 関係団体や関係企業の方

々の多大なるご理解と ご協力を得て、 今日を迎えること

ができました。 この紙面をお借りして改めてお礼を申 し

上 げ ま す。

また、 歴代会長の下、 各分科会、 各委員 会の活動を中

心に会員各校の先生方のご尽力により、 現在まで活動が

発 展 ・ 継 続 さ れ て い る こ と に 対 し ま し て も、 改 め て お 礼

申 し 上 げ ま す。

さ て、 こ こ で、 本 研 究 会 の ６ ０ 年 の 歩 み を 簡 単 に 紹 介

さ せ て い た だ き ま す。

本研究会は、 昭和 ２６年に都立蔵前工業高校に事務局

をお いて、 「関東地区建築教育研究会」 として発足した

こ と に 始 ま り ま す。 当 時 は、 戦 後 の 間 も な い 時 期 で、 学

習 指導 要領 もなく、 まだ教科書や教材なども整っていな

い 時 代 で、 な に も 無 い と こ ろ か ら の ス タ ー ト で し た。 し

た がっ て、 教科 書や 教材 づく りのために、 各校の先生方

が教材を持ち寄っ ては、 指導法の検討を行う といっ た活

動 が展開さ れておりま した。

そ し て、 ２ 年 後 の 昭 和 ２ ８ 年 に は、 現 在 の 名 称 で あ る

「東日本建築教育研 究会」 と 改称 され、 活動の 範囲 も拡

大 さ れ ま し た。

昭和２９年に は、 「会誌」 が発 行さ れ、 翌年の 昭和３

０年か ら 「建築ニュース」 と なり、 現 在ま で続 いており

ま す 。

ま た、 昭 和 ４ ４ 年 に は、 本 研 究 会 の 研 究 母 体 と な る 「

製 図」 ・ 「計 画」 ・ 「構 造」 ・ 「施 工」 の ４ つ の 分 科 会

が 発 足 し、 以 来、 毎 年 の 総 会 で は、 各 分 科 会 が 研 究 テ ー

マを設定 し、 研究協議会と して発 表することになりま し

た。 平成１８年より 「法規」 を加 え、 現在の５ 分科会と

な っ て お り ま す。

昭和４７年には、 「施工分科会」 が担当 して、 「施工

実習の指導法」 と題 した 「夏期研究協議会」 が開催され

ました。 以来、 各分科会の持ち回りで、 毎年 「夏期研究

協議会」 が開催されることになりま した。

さ て、 会 の 運 営 に つ い て で す が、 事 務 局 は、 発 足 当 時

から現在まで東京に置いておりますが、 会長職は、 昭和

５０年までは、 東京近県の建築科出身の校長が務めてお

り ました。 つまり、 会長のいる学校と事務局校が同 じで

はありません でした。 事務 処理が煩 雑で大変だという

こと で、 昭和５１年より 事務局 校の校 長が会長職を務め

る よ う に な り ま し た。 し た が っ て、 建 築 科 出 身 で な い 校

長先生 が会長に付く場合 が多く、 大変 なご苦労 をい ただ

い て い る と こ ろ で す。 ま た、 事 務 局 も 以 前 ま で は、 一 つ

の学校 で５年６年と 長い期間 努めておりま した が、 事務

局の仕事が大変なことか ら、 ３年 間の輪番制 になり、 現

在 に 至 っ て お り ま す。 ま た、 大 会 開 催 県 に つ い て も、 悩

み の 種 で し た が、 東 日 本 の 各 地 で ご 協 力 を い た だ き、 現

在のように一定の 輪番で同せる体制になりま した、

製 図 コ ン ク ー ル は、 そ れ ま で に 実 施 さ れ て い た ト ン ボ

鉛筆主催の 「製図コ ンテス ト」 を継承する形で、 昭和５

７年に第１回 「製図コンクール」 と して、 （株） 建築資

料研究社の協賛をいただきスター トしま したが、 会員校

以 外 の 学 校 に も コ ン ク ー ル を 広 め る 趣 旨 か ら、 平 成 １ ５

年からは 「全国高校生建築製図コ ンクール」 と改称 し、

現在まで継続しております。

こ の 問、 建 築 Ｃ Ａ Ｄ の 普 及 と と も に、 学 校 現 場 に も Ｃ

Ａ Ｄ の 導 入 が な さ れ た こ と か ら、 今 ま で の 手 書 き 図 面 に

加 え、 新 た に 課 題 ４ と し て Ｃ Ａ Ｄ 図 面 を、 課 題 ５ と し て

Ｃ Ａ Ｄ 作 品 展 を 導 入 い た し ま し た。 製 図 コ ン ク ー ル も 今

年 で 通 算 ２ ９ 回 を 数 え ま す。

平成５年には、 生徒の学習意欲の喚起と向上のため、

「資格取得推進委員会」 が新たに設置され、 「建築施工

技術者試験」 の実施に向けた取り組みが開始されました。

その当時は、 私も事務局校におりましたため、 故吉村 会

長をはじめ、 松井事務局長、 栃木の岡田先生などの奮闘

やご苦労を垣 問見ておりました。 建設省や全工協、 関係

機 関、 団 体 な ど、 頻 繁 に 回 ら れ て い た こ と が 思 い 出 さ れ

ま す。 そ し て、 そ の 甲 斐 あ っ て、 翌 平 成 ６ 年 に は、 西 日

本 工 高 建 築 連 盟 ・ 中 国 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 の 研 究 会 の 賛 同

を得 て、 「全国高等学校建築教育連絡協議会」 が設立さ

れ、 建設省の 認可を得 て、 平成 ８年から 「建 築施工技術

者試験」 が実施さ れる ことになりま した。 平成１８年か

らは、 「２級建築 施工 管理 技術 検定」 の 学科 試験 が受験

で き る よ う に な り、 現 在 に 至 っ て お り ま す。

また、 本研 究会の会則の 大き な変 更点 として、 平成１

６年 に改正 した準 会員制度と ブロック制 があります。 準

会員制度について は、 近年の学校特色化の影響から、 統

廃合や学科改変、 総合学科や総合高校へ移行する現象が

あり、 異動等により建築教育の現場から去らなければな

らない先生方 が多 数おりま した。 そう した先生方にも活

東日本建築教育研究会
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動を続けていただけるよう 準会員制度を設け、 個 人とし

て 加 入 で き る よ う に し ま し た。 ま た、 プ ロ ソ ク 制 に つ い

て は、 本 部 中 心 の 活 動 だ け で な く、 各 地 方 に プ ロ ソ ク を

置くことで、 ブロック 独自の活動ができる体制をとりま

し た
。

さ ら に、 同 じ く 平 成 １ ６ 年 に は、 広 報 委 員 会 を 設 置 し、

本研究会の公式ホーム ペーシの立ち上げに向けて取り 組

む よ う に な り ま し た。 公 式 ホ ー ム ペ ー シ も 開 設 か ら ５ 年

目 を 迎 え、 閲 覧 カ ウ ン ト も １ ８， ０ ０ ０ 件 を 越 え る よ う

になり、 情報発信 の重要な役割 を担っ ており ます。

さ て、 創 立 ６ ０ 周 年 に 当 た り、 こ の 度、 記 念 誌 と 製 図

コ ン ク ー ル の 作 品 Ｃ Ｄ 集 を 発 行 す る に な り ま し た。 記 念

行事の実行委員の 先生 方には大変なご苦 労をお かけしま

し た。 ま た、 文 部 科 学 省 調 査 官 を は じ め、 歴 代 の 会 長、

副 会長、 参与の先 生方 には、 あり がたく もご執筆いた だ

き ま し た。 ま た、 記 念 誌 の 発 行 に 当 た っ て は、 多 く の 関

係機 関・ 関係企業の協 賛をいた たきま した。 こう した多

くの方々 に改めて感謝申 し上 げる次 第です。

こ の 記 念 誌 に は、 祝 辞 や 研 究 会 の 思 い 出 の 他、 こ の １

０年 間の総会・夏季研究協議会・分科会・委員会の活動

を 報 告 さ せ て い た だ き ま し た。 ま た、 会 員 校 す べ て の 学

校を写真付き で紹 介しております。 さ らに、 本研 究会の

設立か らの歩みも簡単なが ら掲 載させていた だきま した。

ま た、 作 品 Ｃ Ｄ 集 に は、 昭 和 ５ ７ 年 の 第 １ 回 か ら の 金

・ 銀 ・ 胴 の 受 賞 作 品 の 他、 入 賞 者 の 一 覧 が デ ー タ 化 し て

お り ま す。 ど う ぞ、 こ の １ ０ 年 を 振 り 返 り つ つ、 生 徒 に

対する指導等にお役立ていたたけれ ば幸いです。

こ う し て、 ６ ０ 周 年 を 振 り 返 っ た と き、 改 め て 感 じ る

ことは、 大先輩方の建築教育に対する並々な らぬ熱い情

熱と、 活動を継続 していく粘り強さです。 ６０年を向か

え た 今、 私 た ち は、 先 輩 方 が こ れ ま で 築 き 上 け て こ ら れ

た本研究会を継承 し、 さらに発展させるべく、 次の１０

年、 創 立 ７ ０ 周 年 を 目 指 し て、 取 り 組 ん で 参 ろ う で は あ

り ま せ ん か。

以 上 で、

ま す。

「６０周年に寄せて」 に替えさせていただき
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第５６回 静 岡 大 会 名 倉 鋭

第５７回 岩 手 大 会 外 里 昌

第５８回 北 陸 大 会 袖 野 貴

第５９ 回 埼 玉 大 会 酋 城

幸 （元 栃 木 県 立 宇 都 寓 工 腐１

行 （元 青 森 票 立 十 和 田 工 高１

泰 （東 京 都 私 立 闘 東 第 一 寓｝

朗 （元 山 梨 県 立 甲 府 － 高）

美 （元 鮮 馬 繋 立 高 崎 工 高）

夫 （元 岐 阜 県 立 岐 南 工 高）

男 １静 岡 県 立 凝 松 工 高）

台 （宕 手 県 立 久 蕃 工 高｝

義 （石 川 県 立 小 松 工 高）

守 （埼 玉 県 立 春 日 部 工 高）

夏期研究協議会に参加して

会 員 の 声 健 築 ニ ュ ー ス）

平 成１６ 駕 度 畠 山 司 （秋 田 県 立 能 代 工 嵩）

平 成 η 年 度 平 井 柳 太 （北 侮 磁 小 樽 工 高）

翠 成１８年 度 中 田 智 晴 （石 用 県 金 尺 市 立 工 高）

干 成２０ 年 度 冨 田 眞 理 子 （棄 東 都 立 総 合コニ科 高）

平 成２１ 年 度 山 目 廣 帥１ （栃 木 足 利 工 業 大 学 附 鷹 高 等 掌 校）

学校紹介

分科会報告

製 霞 分科 会 主 査

齢 画 分 科 会 主 査

去規 分 科 会 主 査

構 造 分 科 会 主 査

施 工 分 科 会 主 査

島

輪

原

橋

山

野

小

蕊

米

高

塩

聡 （千 蘂 嘆 立 東 総コこ高）

雄 大 （埼 玉 県 立 大 宮 工 高）

良 慈 （東 章 都 立 田 無 工 高）

豊 （神 李 川 県 ユ 神 挙 用 工 高）

罫 〔埼 玉 県 立 大 寓 工 高｝
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委員会報告

編 纂 委 員 会

資 格 取 碍 推 蓮 委 員 会

製 図 コ ノ ク ー ル 運 當 委 員 会

広報委員会

鈴 木 健 （元 委 員 長）

五 十 嵐 啓 彦 （委 員 長）

塩 澤 泰 （委 貴 畏〉

榎 本 吉 晃 （委 員 長）

９０

９１

９３

９４

研 究 会 の あ ゆ み （年 表） ９５

協賛広告 １０ ６

編集後記 １１９
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８． ６０周年記念大会会計予算
東京都立田無工業高等学校

米 原 良 慈

記念大会の行事と して 「６０周年記念誌」 およ び 「製図コ ンクール優秀作品図集」 の製作予算は、 以下の

よう に総 会 承認 済 で す。

平成２２年７月２９ 日

平成２ ２年度 東日本建築教育研究会

６０周 年記念大会 会計予算

会 長 平 林 博

６０周年記念大会実行委員会

１． 〔収 入 額〕

項 目 予 算 額 摘 要

協 賛 費 ５００，０００
企業広告

本部会計賛助補助 ４５０，０００

積 立 金 ２５０，０００ 製図コンクール図集製作

合 計 １
，
２ ０ ０
，
００ ０

２． 〔支 出 額〕

項 目 予 算 額 摘 要

１） 記 念 誌 関係 ７ ５０
，
０ ０ ０

印 刷 費 ７ ５０
，
０ ０ ０ １

，
０ ０ ０ 部

２） 製 図コンクール図 集 ２ ５ ０，０ ０ ０

資 料 費 ２ ０ ０
，
０ ０ ０ ＤＶＤ図 面 集 ：１

，
０ ００ 枚

印 刷 費 ５０，０００ 印刷イ ンク等

３） 事務関係 １５０，０００

郵 送 費 ８０，０００ 郵送等

事 務 費 ７ ０
，００ ０

印 刷、 消 耗 品 等

４） 予 備 費 ５ ０
，
０ ０ ０

合 計 １
，
２ ０ ０
，
０ ０ ０

東日本建築 教育 研究 会
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９． 製図 分科会報告

埼玉県立春日部工業高等学校

吉 城 守

１， は じ め に

製 図分科会 では、 「建築製図のあり方と評価のポイ ン

ト」 を 研 究 テ ー マ に し て、 初 期 製 図 指 導 と 設 計 コ ン ペ、

コンクー ルの指導法について、 平成１８年度の静岡大会か

ら昨年度の埼玉大 会ま で４ヵ年の計画 で取組みま した。

今後もこ のテ ーマ に関 しては、 多く の先生方と意 見交換

し、 さま ざま な形 で情 報提供を していきたいと思ってお

りま す。 また、 「設計製図指導 者研 修会」 を 今後も継続

的に実施したいと 思います。 今年度 からは 「構造を考 え

させ る製図指 導」 と題して、 意匠 （デザイ ン） を 裏付 け

る構 造部分の 指導 に研 究テーマ を変 え、 複 数年の計画 で

取組むことといたしま した。 以下に埼玉 大会以降の活動

報 告 を い た し ま す。

２． 製図分科会活動状況

（１）２００９年１０月２０日 （於：日本工学院専門学校）

・平成２２年度以降の製図分科会活動 内容 につ いて

・ 「建築系 高校生設計製図講習 会」 冬期 講習、 「設

計製図指導者研修会」 冬期研修について

・施設見学 （日本工学院専門学校）

（２）２００９年１２月２５日 （於：日本工学院専門学校）

「建築系 高校生設計製図講習会」 冬期講習

「建築設計製図指導者研修会」 冬期研修

・ 開 講 式、 講 師 紹 介、 フ リ ー ソ フ ト

（Ｊｗ
＿
ｃａｄ、

Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ、 ｌｎ
ｋｓｃａｐｅ） 講ｉ習、

閉

講式

（３） ２０１０年５月２６日 （於：中央工学校）

・ 「建築系高校生設計製図講習会」 夏期講習、 「設

計製図指導者研修会」 夏期研修について

・福島大会研究協議会 （製図分科会） 内容について

・ 中 央 工 学 校 主 催 第 ４ 回 高 校 生 対 象 コ ン ペ テ ィ シ ョ

ン

入賞作品見学

（４） ２０１０年７月６日 （於：田無工業高等学校）

・ 「建築系高校生設計製図講習会」 夏期講習、 「設

計製図指導者研修会」 夏期研修について

・福島大会研究協議会 （製図分科会） 内容について

・施設見学 （田無工業高校実習棟）

（５） ２０１０年 ７ 月１０・ｌｌ日 （於 ： 軽 井 沢 周 辺、 南 ヶ 丘 倶

楽部）

「建築系高校生設計製図講習会」 夏期講習

「建築設計製図指導者研修会」 夏期研修

１ 日 目 ： 開 講 式、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク １、 コ ン ペ 作 品

見学

２ 日 目 ： 施 設 見 学、 ス ケ ッ チ、 閉 講 式、 フ ィ ー ル ド

ワ ー ク ２

３． 平 成２１年度 「建築系高校生設計製図講習会」 冬期

講習

「建築設計製図指導者研修会」 冬期研修 報告

開催日：平成２１年１２月２５日 （金）

場 所：学校法人片柳学園 日本工学院専門学校

内 容 ： ・ 開 講 式、 講 師 紹 介

・Ｊｗ
＿
ｃａｄ に つ い て

・Ｊｗ
＿
ｃａｄ の デ ー タ を Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ へ

・ Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ の 操 作

・Ｉｎｋｓｃａｐｅ の 操 作

・ レ イ ア ウ ト 作 業

・ 閉 講 式

参加者：生徒１９名 （１県５校より）、 教員１７名 （１都

４県１０校より） 参加

ま 　 　　
な

ぎ三讐鐸…轄 磐
　 　 ら

群 ㍉讐∵♂
騨 鱒 聴

麹 樺
電
辮

籍

鰍

　
も

ド ザド

、 ㌦

蹴 ぎま

フ リ ー ソ フ ト を 活 用 し た プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に つ い て、

先生方 にも生徒たちと一緒に活動 しても らいた いと 考え、

冬 期 講 習 会 ・ 研 修 会 と し 開 催 を い た し ま し た。 内 容 は、

Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ で 手 軽 に パ ー ス を モ デ リ ン グ し、

ＧＩＭＰ で 画 像 編 集 を し、 Ｉｎｋｓｃａｐｅ で タ イ ト ル を 作 り、

Ｊｗ＿ｃａ
ｄの 図 面 上 に レ イ ア ウ ト し よ う と い う も の で す。

今回お 世話いただきま した、 日本工学院専門学校非常

勤 講 師 の 吉 田 友 寛 先 生 （Ａｔｅｈｅｒ Ｙ
’
ｚ） は、 大 変 お 忙 し

い年末のこ の時期 にご無理を申し上げ緻密なご準備 をい

ただき感謝申し上げます。

また、 快く会場をご提供いただきました日本工学院専

門学校の廣瀬幸男 先生始め、 お手伝いいただきました先

生方に感謝申し上げます。

■参加者感想 ←・部抜粋）

・ 自 分 の 知 ら な い ソ フ ト が た く さ ん あ る こ と が 分 か っ た。

色々 学べて楽しかった。 （１年）

・ パ ー ス や 鳥 鰍 図 な ど の 図 面 が、 簡 単 な 手 順 な ど で 出 来

たので講習会を受けられて良かった。 （２年）

・ 一 番 気 に 入 っ た の は Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ で す。 将 来 ＣＡＤ を

使った職業に就くのも良いかな～と思いま した。 今度

は も っ と 難 し い ＣＡＤ に 挑 戦 し た い な と 思 い ま し た。

（２年）

・ｌｎｋｓｃａｐｅ に つ い て も う 少 し 詳 し く 勉 強 し た い と 思 い

ま し た。 今 ま で に や っ た こ と の な い こ と も 体 験 で き て

か っ た で す。 （３ 年）

・ 画 像 の 変 換 を 間 違 え て し ま い、 講 師 の 先 生 に ＧＩＭＰ

のソフ トで変換 してもらいま した。 画像の変換を 今ま

で に し た こ と が 無 か っ た 為， 感 動 し ま し た。 （３ 年）

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０，
１１
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・ フ リ ー ソ フ ト の 中 で も 簡 単 に パ ー ス や 文 字 の 加 工 な ど

が で き て オ ー ト を 使 わ な く て も、 様 々 な 表 現 が で き る

こ と に 興 味 を 持 ち ま し た。 （３ 年）

・Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ の 使 用 方 法。
Ｉｎｋｓｃａｐｅ は き ち ん と し た 形 で

終わらなかったのが残念で した。 （教員）

・Ｉｎｋｓｃａｐｅ （文 字 の 変 更） が と て も 興 味 深 か っ た。

Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ の モ デ リ ン グ、 コ ン ポ ー ネ ン ト な ど 興 味 を

持 っ た。 （教 員）

・ ３Ｄ で の モ デ リ ン グ が 簡 単 に で き る こ と に 驚 き ま し た。

貴重な機会を与えていただき、 ありがとう ございま し

た。 （教員）

・立体で簡単に理解できるところに生徒たちは興味を持

っ た し、 私 と し て も 立 体 や 影 の 利 用 も 出 来 よ か っ た と

思 い ま す。 （教 員）

・Ｊｗ＿ｃａ
ｄを 中 心 に 様 々 な ソ フ ト で 編 集 が で き る こ と に 可

能性を感 じました。 （教員）
・Ｓｋｅｔｃｈ Ｕｐ の 操 作 性 に つ い て。 思 っ た よ り 簡 単 だ っ た

ので実習な どで１項目として取り組みたい。 （教員）

・Ｊｗ＿ｃａ
ｄの 機 能 が、 私 が 学 ん だ 時 よ り も 多 く な っ て い た

のに興 味をもった。 （教員）

・ デ ー タ の 変 換 を す る こ と に よ っ て、 フ リ ー ソ フ ト を 用

いてプレゼンできるよう に作成できることに興味を持

ち ま し た。 （教 員）

・ＧＩＭＰの 指 導 を い た だ き た か っ た。 後 半 の ペ ー ス が 早

ま っ て し ま っ た の が 残 念 で し た。 （教 員）

・ 単 体 と し て で は 限 界 の あ る フ リ ー ソ フ ト で あ る が、 互

いに補完しあう利用 法があるこ とを知り、 今後の活用

法を考えてみたい。 （教員）

４． 平成２２年度 「建築系高校生設計製図講習会」 夏期

講習

「設計製図指導者 研修 会」 夏期 研修 報 告

開 催 日 ： 平 成２２年 ７月 １０日 （土） ・１１日 （日）

場 所：軽井沢周 辺、 南ヶ 丘倶楽 部 （中 央工 学校 研修

所）

内 容： 第１ 日口

・ 開 講 式

・ フ ィ ー ル ド ワ ー ク １

大賀ホー ル

ギ ャ ラ リ ー 桜 の 木

軽井沢の山荘

日本聖公会ショー記念礼拝堂

軽 井沢クリーク ガー デン

軽井沢聖パウロカ トリック教 会

室生犀星記念館

万平ホテル

石の教会・内村鑑三記念堂

ハ ル ニ レ テ ラ ス

・ 第 ３ 回 建 築 系 高 校 生 対 象 コ ン ペ テ ィ シ ョ ン

概要説明及び歴代入賞作品見学

第２日目

・ 施 設 見 学 及 び ス ケ ッ チ

千ケ滝 （能舞台）、

南暁 （茶苑）、 三五荘

・ 閉 講 式

育研究会 東日本建築教育研究会

・ フ ィ ー ル ド ワ ー ク ２

軽井沢新スタジオ、 自由見学

参加者：生徒１７名 （１都４県５校より）、 教員１１名 （

１都４県８校より） 参加

製 図 分 科 会 で は 昨 年 度 に 引 き 続 き、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク

の手法を体験すると共に、 他校生徒との交流を通して設

計イメ ージの深化を図ることを目的に、 生徒を対象とし

た 「設 計 製 図 講 習 会」 を 実 施 い た し ま し た。 ま た、 フ ィ
ール ドワーク （現地調査） 手法を研修し、 他校職員との

交流を通して、 指導実践の情報交換を図ることを目的に、

教員 を対象とした 「設計指導者研修会」 も同時に実施し

ました。 先生方にも生徒と同じ日程で活動・研修してい

た だ き ま し た。

鱗慧ｌｌ湿、
灘騨㌻
撫議難灘麹 錘鑑ぐ１鷺；ジ㍑
当 目、 レ ン タ サ イ ク ル で の 移 動 と な る 日 程 だ っ た の で、

梅雨 で天候を大変心配 していま した が、 初日は久 しぶり

の 晴 天 と な り、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク １ が 全 て 予 定 通 り に 進

み ま し た。 ま た、 ２ 日 目 は 若 干 天 候 が 危 ぶ ま れ ま し た が、

施 設 見 学 ・ ス ケ ッ チ、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク ２ が 予 定 通 り に

実 施 で き、 特 に フ ィ ー ル ド ワ ー ク ２ の 「軽 井 沢 新 ス タ ジ

オ」 見 学 で は、 ア ン ト ニ ン ・ レ ー モ ン ド の 弟 子 で あ る 北

澤興一先生（株式会社北 澤建 築設計事務所 代表取締役）

から建物についての解説や当時の様子、 裏話等、 貴重な

お話を していただきま した。 参加者みなさん大変感動し

て い ま し た。

２日間という短い日程で したが、 大変有意義な講習 会

並 び に 研 修 会 に な っ た と 思 い ま す。 こ の 講 習 会 ・ 研 修 会

が来年度も開催できるよう準備 して行きたいと思います。

また是非多くの生徒、 先生方に参加 していただければと

思 っ て い ま す。

中央工学校並びに南ヶ丘倶楽部の皆様には、 全面的な

ご 協 力 を い た だ き 感 謝 申 し、ヒ げ ま す。 ま た、 ご 講 義 並 び

にご指導いただきました中央工学校の松田正之先生、 浜

野和孝先生、 生川 清孝先生に感謝申し上げます。

■今回見学して気に入っ た建築物ベスト３

（参加生徒 アンケー トよ り）

※ フ ィ ー ル ド ワ ー ク ２ を 除 く

第１位

・ 軽 井 沢 ク リ ー ク ガ ー デ ン

・ 三 五 荘

第２位

・ ギ ャ ラ リ ー 桜 の 木

一 １５ 一
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第３位

・ 石 の 教 会、 内 村 鑑 三 記 念 堂

・ 南 暁 （茶 苑）

■参加者感想 （一部抜粋）

・ 初 め て の 合 宿 と い う こ と で、 少 し 不 安 も あ っ た の で す

が、 と て も 楽 し く 学 ぶ こ と が で き ま し た。 フ ィ ー ル ド

ワークでは、 自然を楽 しみながら色々な建築物を見学

す る こ と が で き、 楽 し か っ た で す。 こ ん な に す ご い 建

物 を 見 ら れ て 良 か っ た で す。 石 の 教 会 で は、 坂 道 を 頑

張 っ た か い が あ り ま し た。 私 が フ ィ ー ル ド ワ ー ク で １

番気に入った建築物は、 「軽井沢クリークガーデン」

です。 自然と共存している中で結婚式が挙げられるな

ん て、 良 い な と 思 い ま し た。 そ れ か ら 皆 に ち ゃ ん と 着

いていけるか不安で したが、 先生方や先輩が優しく丁

寧に教えてくださったので良く分かったし、 楽しんで

参 加 で き ま し た。 こ の 講 習 会 に 参 加 し て 良 か っ た で す、，

（ユ年）

・ 軽 井 沢 は、 大 き く て 面

白い形の建造物が多く

あり自然があり、 街全

体が一つの芸術作品み

たいだと２日間を通し

て 思 っ た。 特 に 「ギ ャ

ラリー桜の木」 や 「石

の教会」 な どは、 有名

な建築家が設計 した建

物 で、 見 学 し て い て と

て も 楽 し か っ た。

「南暁」 の小問は最小

の 茶 室 で、 に じ り 口 や

貴人口などの扉にはそ

れ ぞ れ 意 味 が あ り、 に

翻
灘 拘

一 勝

じり口の思想は日本人の美意識の象徴だと思った。 他

にも軽井沢には、 山荘 や三五荘 など素晴しい建築物が

あるので、 自分も将来軽井沢に建物を建てても恥ずか

しく ないよう な建物を設計してみたいと思っ た。

（１年）

・ 軽 井 沢 の イ メ ー ジ は、 自 然 豊 か で 別 荘 が 沢 山 あ る と い

う 感 じ で し た が、 駅 に 着 い た ら ア ウ ト レ ッ ト が あ り、

イ メ ー ジ の ギ ャ ッ プ が す ご か っ た で す。 で も、 フ ィ ー

ル ド ワ ー ク が 始 ま り、 自 転 車 に 乗 っ て 色 々 な 所 に 行 く

た び に、 軽 井 沢 の 自 然 を 味 わ う こ と が で き、 ど ん ど ん

軽井沢という 街が好きになっ て行きました。 私は去年、

中央工学校主催の 「写真に親しむ軽 井沢の家」 という

コ ン ペ に 初 め て 挑 戦 し ま し た。 コ ン ペ の 概 要 説 明 を 聞

いて、 自分の足り なかっ た点を知れたし、 過去の作 品

を見て刺 激を受けました。 朝６時３０分から約 １時間の

散歩 をして、 自転 車では一瞬しか見るこ との でき ない

建 物 を 白 分 の ペ ー ス で じ っ く り 見 る こ と が で き た の で、

眠 か っ た け ど 良 い 思 い 出 に な っ た と 思 い ま す。 こ の ２

日 間 で 沢 山 の こ と を 学 び ま し た。 そ の 学 ん だ こ と を 生

かして今後の 自由設計やコンペ などに取り組 んで行き

た い で す。 講 習 会 に 参 加 で き て 良 か っ た で す。

（３年）
・ １ 泊 ２ 日 で こ の 講 習 会 に 参 加 で き て す ご く 楽 し か っ た

です。 普段見 られないよう な軽 井沢 らしい建物を 沢山

見られま した。 外 から見た感 じと内 から見た 感じが違

っ て い た り し て、 面 自 か っ た で す。 石 の 教 会 は、 殆 ん

ど 全 て が 石 で で き て い て、 「ど う な っ て い る の だ ろ う

？」 と思いま した。 地元に は無い建物 が見られたの で

良 か っ た で す。 私 は い ま、 コ ン ペ と 課 題 研 究 で 家 を 設

計 し て い ま す。 色 々 考 え て も や っ ぱ り 四 角 の あ り き た

りな家になって しまいます。 でも中央工学校主催のコ

ンペ作品を沢山見ることが できて、 とても勉 強に なっ

た し、 良 い 参 考 に も な り ま し た。 自 分 と 同 じ 年 ま た は

年下の人 が考えたものとは思えなくて、 す ごく良い刺

激をうけま した。 今回の講習会 で学ん だこと が沢山あ

る の で、 こ れ を 活 か し、 大 学 に 進 学 し て も 参 考 に し て

行きたいと思います。 （３年女子）

・ 今 回 の 研 修 に 参 加 し、 他 県 の 先 生 方 の コ ン ペ に 対 す る

取り組みや授業内容な どの情報を聞くことが でき、 大

変良い刺激となりま した。 各校の先生方の積極的な指

導、 取り組みも今後参考に しな がら、 生徒へ還元 して

い き た い と 思 い ま す。 研 修 会 で は、 普 段 で は 見 る こ と

のできない建築物を多く見学でき、 改めて建築の奥深

さ を 感 じ ま し た。 県 外 に 出 て、 こ う い っ た 機 会 を 多 く

設 け る こ と が、 生 徒 に も 刺 激 を 与 え ら れ る と 思 い ま す。

（教員）
・ 様 々 な 建 築 物 を 見 学 さ せ て い た だ き、 久 々 に 建 築 と 自

然 を 楽 し む こ と が で き ま し た。 Ｈ Ｐ や 雑 誌 が 多 く あ り、

情報 がす ぐに手に入ると思って しまう分、 最近はこの

２ 日 間 の よ う に 体 を 動 か し て、 目 で 見 る と い う こ と が

少 な く な っ て い る こ と が、 と て も 残 念 で し た。 ま た、

昔 の よ う に 足 を 運 び た い と 思 っ て い ま す。 ま た、 今 回

は生徒と一緒に参加でき、 少 しでも建築の楽 しさが伝

えら れて、 これをきっかけに建築の世界で頑張ってく

れれ ばと思っています。 普段見 られない目の輝きや表

情を 見ながら、 私自身もとても満足 しています。 機会

があれ ば若手の教員も参加させたいと思います。 コン

ペ に つ い て も、 是 非 参 加 す る 人 数 を 増 や せ る よ う、 カ

リキュラムや実習内容を考えていきたいと思います。

（教員）

楼ぞ
鷹議幾禽騨
５． 第６０回 東日本建築教育研究会福島大会

製図分科会研究協議会 報告

開催日：平成２２年 ７月２９日 （木）

会 場：福島県会津若松 「御宿東鳳」

参加者：２６名
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テーマ： 「構造を考えさせる製図指導一１～伏図を考

えさせる～」

昨年度までの分科会テーマ

は、 コ ン ペ 指 導 を 中 心 に ど ち

らかと言えば意匠 （デザイン）

を発想させる指導方法を研究

協 議 し て き ま し た。 し か し、

「デザイ ンを裏付 ける構造も

同時に指導が必要である」 と

の考えのもと、 「構造を考え

させる製図指導」 をテーマに研究協議ができれ ばと思い、

今回の福島大会で実施いた しま した。 製図に構造をリン

クさせたテーマを設 定しま したが、 構造と言っても幅広

く、 どの点にポイ ントを置いて協議内容を絞っていくか

分科会委員で議論しま した。 その結果、 どこの学校でも

指導をしている 木構造にポイ ントを絞り、 更に立面図や

断面図の指導にも影響のある 「屋根伏図」 を今回の協議

テーマと しました。 教科書でも 「屋根伏図」 について書

かれている部分が少なく、 指導に苦労をされている先生

方 も 多 い か と 思 い ま す。 ま た、 皆 さ ん ご 承 知 の 通 り、 本

研究会が主催する全 国製図コ ンクールにおいても、 昨年

度より課題２から課 題４まで 「屋根伏図」 を表記するこ

と が 課 題 内 容 に 含 ま れ ま し た。 そ こ で、 今 回 の 協 議 会 で

は、 「屋根伏図を考 えさせる」 教材提 案をさせていただ

き ま し た。

はじめに、 製図分科会 委員の櫻井良明先生（甲府工高）

より屋根伏図を作図 し立面図へと展開する指導方法を提

案 ・ 説 明 し て い た だ き、 そ の 後、 参 加 者 皆 さ ん で 実 際 に

屋根伏図 （切 妻、 寄棟、 方流 れ、 入母屋） を作 図する課

題 （図１） に挑戦しても らい、 解 答を 配布 して解説する

という演習形式で実施しま した。

また、 全国製 図コ ンク ール課題２の 指導に対応 した教

材 （図２） につ いても提 案さ せていただきま した。

麗根伏図潰胃問既｛１｝ 饗紗論捻南１黎 費爺貿罫ご認暫雛１習ε１鷺 藩撃肥 醗 欝
な舗

研 靱」

÷ 士
→
，

十嵐

繭

内

確
．

繭．

ｈ

⊥

し

｝
「

こ

セ

・

；

→㊥

尊

蔦
鋳

ｒ

膨
欝

　 り こシ

薩 争

唖曲

ー

ｒ

も

占　

葦

毒

〒

錘

　 み ら

・　
．
載
．

Ｔ

←

．

レ
ｉｌ

禽欝１：１１：
図１ 屋 根 伏図 演 習問 題

唖

内

…

ヤ

τ

ｒ

骨

：

τ

・

「

乖

　
緬

７
”

嘗

紅

掌

「
，

｛

９

‘
←

１嘱サ蚤，１

←
，

順

唖

ロ
”

ｒ

ｆ

ｒ

．

ｈ
，

糞

転

お

卦

十
．
↑

〒

ー

窯

ー

・

に

＃

辱

二

葺

“

蓮

墓

簸

毒

伽

逡

隔

逢

鯉

ー

‘
、

｝

・

；

峰
ｒ

」

甲
→

Ｉ

ｒ
－

「

．

十

レ

」
．

勢

鍔

終

・

・
．．
．〒
寸

．
ー

み

・

〒
略

；

…

←
唱

卜
９

３

鈷

郭

十

４

１

．

‡

『
１

”

け

〒

斡‡

囁甲

１１

「
｛引

．

讐

犠

羅

舞

譲

画

畿

．

判

昇

ほ

博

セ

ｈ

Ｌ

し

”

．
←

‡

“

擁

、

．

ー←
＋

龍 ・

１

Ｔ

Ｉ
噸
（

汁「
．．

＋

ご琉

ま

毒

．

才

柱

Ψ

＋
Ｆ

“

」
．・
．

唱

．

内

‡

ｒ

．．
＾

芋

”

臼
一

ル

徽

晶

縞

麹

叩

．

ｉ

．

脚

劇

，

肇

・

、

尋

誌

貫

乙

Ｕ

ー

｛

←

石

」

１

↓

一

．
ト

ー

埼

ｄ

Ｆ
凡

“

μ

」

ｒ

炉

’

ｐ

・

争

望

脚

葦

箋

｛

←

レ

挙

囁

「

奪

，

ド

Ｐ

炉
ド

，ー

；

半

．

ー

…
．

貫

ー，

Ｌ

特

に

．

，

，
，

け

．

１１“

嵩 １

ー

・
「

軌
ｙ

申

＝

，
卜
・

占
．

．

争

，

絹

ほ

州

ほ

鉢

・
Ｆ

鉢
らｒ

「

ロ

‡

甘

ー

ト

τ

脾

』

誘

熱

響

響

曇

跨

嚢

軒蒜
遣
丁

｛
か

虐

醇
…

‘

叩

蘇薫

←
韓

費

賜

コ

闘

．

ぼ〒
」

「

鷲

唱

『

℃

→

内

マ．

－

．
ｒ
ｉ

〒ユ

一

，

争

聯罧丁

繭←

曜守

．

３幽

「．卜

－
「

←

．

叩．

ｐ

巨

郭

３

，

←
嚇

…

．．．

小
・．

１

．

臼

却

飯

㌫

じ

工

”．

’

弊

“
←

「
舵
「

←
５

１

＋

吋

ヰ

製

串

昌

ｒ
．
Ｉ
ｒ

ゐ喫吟

・
「

．
・ー

５

」
．「

「

Ψ

＋．．

輪

を

ｒ

－

．

↓

斗

「
噌

明

－：

柵

ぼ

に

・

・

．

．

『

’

掃

濫

←

煽

申

励

ｆ

炉

」

「

←

「

レ

、

．

ｎ

卜

」

鉱

賀

”

．

「
←

ぱ

韓

ー

，．

り

に

卵

；

昏

ｒ

！

ｒ

＝

峰

品

７

「

、

「

罰

脚

．

．

片

慨

叫

Ψ

．

蕊

ニ

サ

『

←

▼

９

“

，

＋

、

に

庶

．

や

・

・

炉

り

ｈ

警

。

．

↓

ア

Ｌ

電

←

｛

←２
ｒ

鼠

ｒ

９

＋

嚇

監

制

縫

妻

ー

ｒ

・

←
毫

舞

…

誌

に

葺

巽

ー

轡

澗

算

聡

澗

銀

ー

「

棲

ー

帖

穿

Ｂ

「

奪

炉

「

Ｆ

・

帰

，

ｄ

薯

．

鵡

鷺

学璽

ｒ

ｐ
ｐ

十
←

弩

、

㌣

’

」
雪

了

雫

『

「

「

遷

」

・

ー

ｒ

ロ

ド

炉

－ ，

ト

ロ

叫

ｂ

「

噂

」

・

←

ト

曜

「

＋

↓

丁

・

引

、

、

・

．

†

．、

翫

Ｆ

．

引

、

岬

纏

オ

中

←

毒

蚤

ー

蓼

舟

∴

ｉ

「

に

讐

ｒ

：

「

亨

事

←

い

．
〒

躯

停

．

噂

，
…

ー

繋

Ｇ

レ

重

江

目

→

ξ

亨

〒

弓

井

㍑

、

Ｐ

・

由

冗

・

・

「

Ｔ

←

二

〒

匹

．

二

「

←

．

．

ト

．

．

←

葺

←

ケ

｝

「

．

下

∴

焔

．

罰編

」

甲

」

目

菰

２

ヰ

に

ー
」

廿

恒

目

“

月

Ｆ

－

卜

←

引

→

・

了

ｒ

Ｉ

｛

卜

・

圃

，

．

曲
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※ こ の 資 料 は、 本 研 究 協 議 会 の ホ ー ム ペ ー ジ
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ｋｋｋ よ り 閲 覧 が 可 能 で す、，

分科会 委員 で演習 課題内 容を 検討 した とき に、 生徒向

けの初級 課題を考 えま した が、 先生 方に実際 体験 してい

ただく にはあまり簡単 な内 容では失 礼か と思 い、 若 干難

し い、
ヒ級 課 題 も 用 意 い た し ま し た。 そ の せ い か ？ 参 加 者

皆 さ ん 真 剣 に 取 組 ん で い た だ き ま し た。 製 図 分 科 会 で は、

来年 以降も生徒 に 「構 造を 考えさせる」 教材 を研 究・提

案 し て い き た い と 思 い ま す。

最後に、 参加していただきま した先生方や 賛助 会の 方

々 に は、 ア ン ケ ー ト に ご 協 力 い た だ き あ り が と う ご ざ い

ました。 今後の製図分科会の活 動に活かさせていただき

ま す 。

■参加者感想 （一部抜粋）

・ 私 自 身、 毎 年 小 屋 伏 図 の 指 導 に は 苦 労 し て い ま す。 教

材 の工夫により、 理解を深めるこ とができ るの が良く

分 か り ま し た。
・ 屋 根 伏 図 に 関 し て、 そ の 根 本 を 改 め て 考 え さ せ ら れ ま

した。 生徒への提出の仕方な ども今後考えて行く 必要

があると思いました。 教材研究に力 を入れていきます。
・伏図をなかなか理解できない生徒に対し、 大変参考と

なる教材だと思いました。 演習問題は大変難しいので

す が、 解 け た 時 に 喜 び が あ り、 生 徒 の や る 気 に つ な が

る と 思 い ま す。
・製図の指導が難しい時代となっていますが、 今回の伏

図の資料でそのヒントが得られた気がします。 大変な

労力と能力が必要だと思います。
・ 屋 根 伏 図、 大 変 難 し い と こ ろ だ と 思 い ま す。 指 導 す る

上 で、 も っ と 勉 強 が 必 要 だ と 思 い ま し た。

・ 立 断 面 を 丁 寧 に 指 導 す る べ き だ と、 改 め て 思 い ま し た。

・ 屋 根 伏 図 の 大 切 さ を 改 め て 実 感 し ま し た。 入 母 屋 は、

本 当 に 難 し い で す ね。
・ 屋 根 の 描 き 方、 な か な か 理 解 で き ず 困 っ て お り ま し た。

是 非、 指 導 に 使 用 し て み ま す。
・屋根伏図の指導方法がわかり参考になった。 特にプリ

ン ト は 参 考 に な っ た。 し か し、 作 図 す る だ け で な く、

もっと他校の取り組みや指導方法な どの情報交換があ

っ て も 良 か っ た と 思 う。

東日本建築教育 研究 会

６． お わ り に

製図分科会では、 「教材の提案」と「研修の場の設定」

を大きなテーマと して活動 しています。 教科書だけでは

指導 しにくい部分を補う教材は、 本来自ら研究 し製作す

る も の で す が、 そ の ヒ ン ト （教 材 例） を 分 科 会 で は、 提

案 していきたいと考えています。 各県で世代交代が進ん

でいると耳に します。 大学を卒業 したての先生方も増え

ているの ではないで しょうか？そんな若い先生方に少 し

でも参考となることが、 分科会と してできれ ばと感 じて

い ま す。

分科会 で提案 した教材を 本研究会のホームペー ジに掲

載 し て い き ま す の で、 活 用 し て い た だ け れ ば と 思 い ま す。

ま た、 「製 図 指 導 者 研 修 会」 と 題 し て、 コ ン ペ 指 導、 等

の研修会も実施 していきますので、 出張の難 しい時代で

はありますが、 多くの先生方に参加 してもらえれ ばと思

っております。 今後とも製図分科会の活動に、 ご理解と

ご 協 力 を お 願 い い た し ま す。

一一１７ 一
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１０， 計画分科 会活動報告

埼玉県立大宮工業高等学校

三野輪 雄 大

１． は じ め に

計画分科会では、 昨年度までの２年間 「住宅設計の評

価指標」 について、 授業実践報告や調査研究を行いまし

た。 昨年度の埼玉大会では、 夫婦寝室の設計を生徒に計

画 してもらい、 分科会で作成した評価シートを用い参加

者 が 評 価 実 践 し、 グ ル ー
プ 討 議 を 行 い ま し た。

過去２年間で、 平面計画 （２次元） を中心とした内容

を研究 してきましたが、 今年度は立面や断面の要素 （３

次元） を加え、 生徒が建築物を空間・立体として把握で

き、 理解させやすい教材を研究 してみよう！という流れ

で 「考えるための紙模型」 と題 し研究をしてきました。

以下に埼玉大会以降の活動報告をいた します。

２． 定例研 究協 議会 活動報 告

平成２１年度 第３回 平成２１年ＩＯ月１５日 （墨田工高）

埼玉大会の反省と今後の研究テーマについて協議しま

し た
。

研究テーマについて、 主な意見交換の内容

・２級建築士に関連 した内容

（木造軸組とプランニング、 現代建築史な ど）

・ 集 合 住 宅 に つ い て

・高さ方向のスケール感を養う教材

・紙の模型 （模型教室）

・ ３ 分 間 ス ケ ッ チ

・研究協議会では教材になるような題材がよいのでは

ないか

・平成２４年度の夏期研究協議会につながる内容も検

討 したい

以上のような意見交換があり、 今後の研究内容と して

「平面から立体へ展開する教材の研究」 という方向性で

ま と ま り ま し た。

　 ノ

ｉ…㌃
醤 ％４

・・ 愚 隠
、

断 し、 既 存 の サ ン プ ル 模 型 （１／５０） を 作 製 し イ メ ー ジ を

持たせてか ら自主設計に入る手順を進めてみることにな

り ま し た。

生徒実践例と して、 埼玉県立 大宮工業高等学校の１，
２

年生 で実施する運 びとなりま した。 分科会委員の先生方

にもサ ンプル模型を作製 しても らい教材と しての改善点

を 考 え て も ら う こ と に し ま し た。 ※ 図、 写 真 参 照

平 成２１年 度 第 ５１”１ ’Ｆ成２１年３月１０日 （墨 田 工 高）

大宮工 業高校の生徒実践例紹 介と福島 大会 に向 けてテ

ーマの 決定と研究協議会の流れを検討 しま した。

生 徒 実 践 例 紹 介 で は、 授 業 の 様
．ｆ を ま と め た ビ デ オ 視

聴を 交え生徒の反応や教材の説明を 行い、 今後の改善点

な ど を 協 議 し ま し た。

福 島大会では、 参加さ れる先生 方にも サンプル模型 を

作製して もらい生徒実践例 の紹 介をしながらディ スカ ッ

シ ョ ン す る 流 れ と し、 テ ー マ を １考 え る た め の 紙 模 型』

～小住 宅のプラ ンニ ングから立体把握へ～ としま し

た 。
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図 こ サ ン プ ル 模 型 キ ッ ト２

平成２２年度 第１回 平成２２年５月２６日 （墨田工高）

福島大会に向けて研究協議会の流れ （時間配分） や資

料 の 検 討 を し ま し た。 ま た、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 内 容 と

して、 大宮工業高校の模型作製で感じたことやエスキス

の指導についての意見交換としました。

／

「小 住 密 紙 模 型」

［・ レ
．
…

、

．
’
「 ｉ

・・ １ 耀 ， 願

…ｉ｛ 鱗 灘 陥 齢 ＿ 。。。。

図 ： サ ン プル 模 型 キ ッ ト

平成２１年度 第４回 平成２０年１２月９日 （大宮工高）

「平面から立体への展開」 について分科会委員 が各校

で実施 している教材を持ち 寄り協議 しま した。 用紙に 断

面図等を描くよりも模型教材 （小住宅の模型） が生徒に

は理解させやすいと意 見がまとまりま した。

小住宅模型を考える際に生徒の自主設計でもよいの で

す が、 プ ラ ン を 考 え て か ら 模 型 に 人 る こ と は 難 し い と 判

平成２２年度 第２回 平成２２年７月５Ｕ （大宮工高）

福島大会の資料の印刷、 綴じ込み等を行い、 大会当日

の役割分担や研究協議会の流れを確認しま した。

３． 第６０回 東日本建築教育研究会 福島大会

研究協議会報告

日 時

会 場

参加者

テ ー マ

平成２２年７月２９日 （木） ～７月３０日 （金）

福島県会津若松市 「御宿東鳳」

２ ６ 名

『考えるための紙模型１
～小住宅のプランニングから立体把握へ～

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０．１
１
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協議会内容

テ ー マ の 経 緯 を 説 明 し、 ２ 人 １ 組 で ケ ン ト 紙 を 用 い た

小 住 宅 の サ ン プ ル 模 型 を 作 製 し て も ら い ま し た。 そ の 後、

大宮工業高校での実践報告と してヒテオ視聴を しながら、

課題の時間配分や生徒の 反応や理解度等を発表 し、 最後

に大宮工業高校の生徒実践例を見てもらいなから、 模型

課 題 の 改 善 点 な ど に つ い て こ 意 見 を い た だ き ま し た。

分科会としても、 様々 な視点に ヴった意見が大変参考

になりました。 参加された先庁方や協賛の 方々に感謝申

し ト げ ま す。

参加者アンケート結果

（１） 今回の研究協議会において、 研鐙を深められた内

容がありましたらお書きください

・今回の課題である、 平面か ら立 体への 部分は確実に低

下 し て い る こ と は 実 感 し て い る。 パ ー ス や 今 回 の よ う

に模型の授業は今後大切な項目となると思う。
・ ス ケ ー ル 感 と い う 話 か あ っ た が、 人 の 体 と 室 の 大 き さ

や家具の大きさなどの 関係を教 えていく⊥夫を してい

き た い。

・ 平 面 か ら 立 体 へ の 展 開 と た い へ ん 勉 強 に な り ま し た。

・ 座 学 の 中 で も 取 り 紐 ま せ や す い 内 容 だ と 思 い ま し た。

学校でも２人組で１ 軒まず は作 らせ てみよう かと思い

ます。 立体として考えさせること は理解させる ｈで重

要 で あ る こ と を 認 識 で き ま し た。
・ 立 休 を 先 に 指 定 し て お く 方 法 は、 シ ン プ ル で と て も 良

い。 空 間 を 考 え る こ と に 集 中 で き る と 思 う。 特 に、 ２

年 生 な ど の 作 品 で 床 の 段 差 な と ア イ テ ア が 見 え て、 す

ご い と 思 っ た。
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与 具 サ ン フ ル 模 型 内 観

・ ア イ テ ア （イ メ ー ジ） を 形 に す る と い う こ と が 苦 手 な

庁 徒 が 必 ず い ま す。 ま た、 平 而 を 吃 体 に す る こ と が、

なかなか難しい場 合かあります。 そういう生徒のため

に も、 こ の よ う な 教 材 は と て も 大 切 た と 思 い ま し た。

参 考 に さ せ て い た だ き ま す。
・ 紙 て 模 型 を 作 る こ と で、 改 善 す

べ き 点 や 間 違 っ た 点 を

す く に 発 見 で き、 ま た、 修ＩＦ す る こ と が で き る の で、

凶 牛の段 階で行うことかすごくいい案だと思っ た、，
・ 大 変 参 考 に な り ま し た。 １ 年 の 実 習 に 取 り 入 れ た い と

思 い ま す。
・ ス チ レ ン ペ ー パ ー で 作 っ て い る こ と が 多 い の で、 参 考

にはなりましたが組み立ては面倒に感 じる。 自由設計

に と こ ま で 結 ひ つ け る の か。 断 面 理 解 と い う 点 で は 参

考 になりま す。 断面 理解 への演習 課題に使いたいと思

い ま す。

・ 模 型 を 紙 で脅 る の は と て も 勉 強 に な り ま し た。 自 分 で

も 研 究 し て み た い と 思 い ま す。
・実際に 韮を動かしながら手軽に牢間と形の感覚を養う

良 い 教 材 だ と 思 い ま し た。
・ こ れ く ら い の 教 材 の・賃 備 を す れ ば、 す ば ら し い 授 業 が

で き る と 思 っ た。 本 校 の 生 徒 に こ の く ら い の こ と が で

き る か と 思 う と、 や は り 事 前 の 指 導 の 人 切 さ を 感 し る。

大 宮 丁 業 の ２ 年 牛 の 作 品 は、 す は ら し い も の で あ っ た、

写 真 サ ン プル 模 型 外 観

・ 平 面 か ら 立 体 へ 展 開 す る こ と で、
ノ１ 徒 にイ・都 合 ・ 不 整

合 な 点 を 理 解 す る の にイ１ 効 た と 感 じ た。
・ 実 際 に 模 型 と し て ウ 体 的 に 形 作 る こ と に よ り、 高 さ の

感覚を得られて良かったと思います。
・ 生 徒 が ３ 次 元 と し て 空 間 を と ら え る こ と か で き る の て、

司 両指導：と してとても良いと感 しました。
・ 建 築 計 画 を 去 年、 今 年 も っ て い ま す。 ２ 級 施 工 管 理 の

試験が終 ∫した後、 どのように生徒に各論を教えよう

か課題で した。 今回のア ドハイスで勉強になり実践し

て み よ う と 思 い ま す。

・模型を用いての立体感を身に付ける学習は人変良いと

思 う。 部 品 の 接 合 で す が、 切 込 み を 入 れ、 凸 部 を 差 し

込む方法であれ ば位置もすれすに接合できるのではな

い で し ょ う か。

・ と て も 楽 し ん で 研 究 で き ま し た。 平 面 や パ ー ス で は、

やはりイメーシできない牛徒が多いので、 模型づくり

を楽 しみなから作れることは素敵だと思います。
・ モ テ ユ ー ル 感 覚 を 学 び や す い と 思 っ た。 光 の 照 る 面、

風邪の抜ける道な ど立体的に学べる。
・ エ ス キ ス た け て 時 間 が な く な っ て し ま う よ う な 展 開 を

し て い た が、 小 住 宅 に す る こ と で エ ス キ ス と 模 型 づ く

り を 両 立 で き る こ と か 参 考 に な り ま し た。
・ 模 型 製 作 と い う と テ サ イ ン ボ ー ド （ス チ レ ン ホ ー ト）

との固 定観念がありま したが、 ケ ント紙を使用する方

法ということに気づかせていただき、 今後盾用させて

い た た き た い と 思 い ま し た。

・ 日 頃 は 平 面 図 中 心 の 製 図 を や っ て い ま す の で、 ２ 次 元

で空間を考えていますが、 今回のように模型製作をや

ること で高さ方向が 認識 できより３次元に空間をとら

え る こ と か で き た と 思 い ま す。
・ 寸 法 や カ ソ タ ー の 取 り 扱 い。

・ ケ ン ト 紙 の 強 度 を 改 め て 知 り ま し た。 意 外 と 強 く し っ

≧ 東日本建築教 育研究 会
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か り し て い る。 エ ス キ ス か ら 作 成 ま で 長 い ス パ ン を か

け て に な る の で、 製 図 の 授 業 で 活 用 し た い。

（２） 今回の研究協議会で改善すべき点がありま したら

お書きください

・ ゲント紙を使うという手軽さは良い点だと思うが、 生

徒の中には 「壁厚」 の感覚を持っていない生徒が多い、，

それを思うとスチ レン ボー ドのほうが良いのではない

か 。

・ と て も よ く 研 究 さ れ て い て、 す ご い で す。

・模型は、 どこで切り取るのかが分かりにくい部分があ

ったので、 もう少 し分かりやすく提示すべきだと思っ

た
。

・ 生 徒 が 実 際 に や っ て い る 映 像 （授 業） を 見 た か っ た。

・軒先回りが図面で表示できない生徒が多いので、 その

辺も模型で表現できれ ば…

・ 今 回 の よ う に 制 作 中 心 の 内 容 が 良 い の で は、 デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン は あ ら か じ め テ ー マ が な い と 深 ま ら な い で す

ね 。

・ 模 型 の 階 段 は ス ロ ー プ で も い い の で は。 屋 根 の 形 状 は

別の内容だと思うが模型での学習は良いと思う。
・ 始 め に 各 部 分 寸 法 の一一 覧 表 を 配 布 す る と、 廊 下４５ｃｍ 等

防 げ る の で は な い で し ょ う か。
・ 特 に あ り ま せ ん。 有 意 義 な 作 業 経 験 で し た、、

・ 大 変、 面 白 か っ た と 思 い ま す。

・ 大 変、 よ か っ た と 思 い ま す。 準 備 ご．苫 労 様 で し た。

・ 一 面、 ど こ か 見 せ た い 部 分 は、 プ ラ バ ン 等 で 外 壁 を 作

っ て ア ピ ー ル さ せ て も お も し ろ そ う だ と 思 い ま す。 時

間 に ゆ と り が あ れ ば、 色 ま で 行 う と よ い も の に な り そ

う で す。
　 り り ゆ 　

遡ぬへ

業 ㌔話 爵転： 掌 瀦

塾懸轟
．

創
轟

覧１轟典１甑
（３） 住宅のエスキス指導につ いて工夫されている点な

どご ざいましたらお書きく ださい

・ 大 変 苦 労 し て い ま す。

・９１０×９１０方 眼 紙 を 作 成 し、 エ ス キ ス を 行 っ て い る。

１０００×１０００ （１ｃｍ マ ス） で エ ス キ ス を 行 う と、 わ か ら

な い 生 徒 が 増 え て き た。
・ グ リ ッ ド を 複 線 に し て、 壁 ・ 柱 を 表 示 し て い ま す。

・ 同 様 な 模 型 を 作 っ て の ｌｌ夫 程 度 で す。

・ 空 間 の 学 習 は Ｃ Ａ Ｄ が 有 効 だ と 思 う。

・ マ ン シ ョ ン の 間 取 り、 ２ Ｌ Ｄ Ｋ を １ 学 期 実 施 し て、 ２

学期から住宅をする 予定だっ たので役 に疏ちま した。
・ 本 人 の 意 図 を 生 か し な が ら 話 し 合 っ て、 よ り 良 い 計 画

に な る よ う に し て い ま す。
・ 立 体 感 も そ う で あ る が、 寸 法 感 覚 を 身 に つ け さ せ る こ

と に 大 変 苫 労 し て お り ま す。

・平 面計画と 同時 に立 断面がイメー ジできるよう 話は し

て い ま す が、 上 手 に 指 導 で き ま せ ん。
・ デ ッ ドス ペ ー ス、 無 駄 な 動 線 を な く す こ と を 注 意 し て

い る 。

・ 小 住 宅 （１０坪 程 度） か ら エ ス キ ス を 考 え る こ と が 多 い、

所 要時 問等 を与 えて 配置すること から始めている。
・ 今の生徒に は大変むずか しい 分野 に有効な 手法 で取り

糾 ま れ て 感 心 し ま し た。
・内壁の理解 （展 開図のようなものをい かに理解させる

か）

・ 外 観 の 一 部 ま た は、 全 部 に モ チ ー フ と な る も の を 使 用

す る。 変 わ っ た 外 観 に さ せ る。 凹 凸 や 曲 面 を 使 用 さ せ る。

（４） 計画分科会の活動について ご要望等が ございま し

た らお書きください

・ あ り が と う ご ざ い ま し た。

・ 毎 年 の 内 容 を Ｈ Ｐ や デ ー タ で 見 た い。

・ 今 後、 教 材 の 参 考 に さ せ て い た だ き ま す。

・ 来 年 も ま た よ ろ し く お 願 い し ま す。 あ り が と う ご ざ い

ま し た 。

・ 今 回 の よ う な 作 業 は と て も 良 か っ た の で、 次 回 も そ の

よ う な こ と を 希 望 し ま す、，
・ こ れ か ら も よ ろ し く お 願 い し ま す。

・ こ の よ う な 実 践 方 法 を お 聞 か せ く だ さ い。

・ と て も 良 い 勉 強 に な り ま し た。 学 習 指 導 意 欲 が 更 に わ

い て き ま し た． あ り が と う ご ざ い ま し た。

・ イ ン テ リ ア 系 に つ い て 学 ぶ こ と が で き る と う れ し い で

す
。
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１１． 法規分科会 活動報告

東京都 立田無 工業高等学校

米 原 良 慈

１，は し め に

法規分科会では、 会員参加型講習会と して 「各種講習

会・現場見学会の実施」 とともに内部委員のさ らなる法

規理解を深めるための研究調査による研鑑 「２２年版建

築法規の過去問題集編修およ び２２年版 建築法規ワーク

ノート竹業」 を併行 して取り組みま した。

以卜、 既済の活動内容及 び今後の活動 予定を報告 します。

２．〈活動報告〉

（昨年度、 埼干人会以 降～ 本年度、 福島大 会まで）

Ｌ分科会議事について

（１） 第３８回 法規分科会会議

（０ ９／１ ２／０ ８ 丁 葉 ［業 大 学 に て）

・２１年度 埼 ｋ大会 法規分科会研究協議の総括

題目 「ポイ ント解説 二級建築施 Ｌ管理技士試験の制

度 ・ 法 令 に つ い て」

・２２年版 「建築法規の過去問題集」 およ び 「建築法規

ワークノー ト」 編修進捗確認

・２２年度 福 島大会 法規 分科 会研究協議検討

題目 「出題傾向か らよみ取る二級建築施丁管理技術検

定のポイ ント指導」

・見学会 「千葉１業大学 ツインタワー津田沼校舎」 実

施
・ そ の 他

千 葉 工業 大 学 ツ イ ンタ ワ ー 津 田 沼 校 舎 現 場

（２） 第３９回 法 規分科会会議

（１ ０／０ ３／０ ２ 東 京 モ ー ド学 園 コ ク ー ン タ ワ ー

校舎およ び東京浅草寺にて）
・２２年版 「建築法規の過去問題集」 およ ひ 「建築法規

ワークノート」 編修進捗確認

・２２年度 福 島大 会 法規 分科 会研 究協議検 討

題目 「出題傾 向か らよみ取る二級建築施工管理技術検

定のポイント指導」

・ 見 学 会 「東 京 モ ー ド 学 園 コ ク ー ン タ ワ ー 校 舎」 実 施

・見学会 「東京 浅草寺本堂外 部改修⊥事」 実施

・ そ の 他

、
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（３） 第４０回 法規分科 会会議

（１０／０５／２１ 青山製 図専 門学 校およ ひ首都高

速 大 橋 シ ャ ン ク シ ョ ン に て）

・２２年 版 「建築 法規の過去問 題集」 およ ひ 「建築法規

ワークノー ト」 編修 進捗確認

・２ ２年 度 福島 大会 法規 分科 会研究協議検討

題 目 「出題傾向 からよみ取る二級建築施工管理技術検

定のポイ ント指導」

・見 学会 「青 山製図専門学校１号館校舎」 実施

・ 見学会 「首都高速大橋 ジャ ンクショ ン」 実施

・ そ の 他

／／

青 山 製 図 専 門 学 校 外 観 お よ ひ 屋 上 の 避 雷 針、 高 置 タ ン ク

型

錨 。
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首 都 高 速 大 橋 ジ ャ ン ク シ ョ ン 屋 上 ス ラ ブ （屋 上 緑 化 前）

（４） 第４１回 法規分科会会議

（１ ０／０ ７／０ ２ 根 津 美 術 館 に て）

・２２年版 「建築法規の過去問題集」 およ び 「建築法規

ワークノー ト」 編修進捗確認

・２２年度 福島大会 法規分科 会研究協議検討

題目 「出題傾向からよみ取る二級建築施工管理技術検

定のポイン ト指導」
・見学会 「根津美術館」 実施

・ そ の 他
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１Ｌ平成 ２２ 年版 建 築法規の 過去問題集の 編修改訂作業

について （ＨＰ掲載済）

「研究調査による研鐙」 として、
“
基礎的理解を深め

る発展的学習 の教材” に取り組んでおります 「２２年版

建築法規の過去問題集」 の編修改訂作業をおこないまし

た。 ２１年度より従前の建 築士試験問題に 「二級建築施

工管理技術検定試験問題の 法令関係」 の１８年出題問題

以降を追加 しています。 頒布については 「福島大会分科

会研 究協 議参加者」 に講習 会資料の 一部としてＣＤ－ Ｒ

Ｏ Ｍ に お さ め テ ジ タ ル デ ー タ と 併 せ て ア ン ケ ー ト 用 紙 を

頒 布 し ま し た。

ま た、 研 究 会 Ｈ Ｐ に も 掲 載 し て お り ま す の で、 ぜ ひ ご

一見いた だき ご意 見等 をお 寄せ下さ いますようお 願い 致

し ま す。

（来年度にお いても分科会研究協議参加者に 資料 の一部

と して頒布予定です１！）

ＩＩＩ．平成２２年版 建築法規のワークノー トの編修改訂作

業について （ＨＰ掲載済）

「研 究 調 査 に よ る 研 鐙」 と し て、
“
生 徒 自 ら が ノ ー ト

代わりに手元に置きながら必要事項を整理する” ことと

して取り組んでおります 「２２年版 建築法規ワークノ

ー ト」 の編修改訂作業をおこないま した。

先述の 「建築法規の過去問題集」 同様に 「福島大会分科

会研究協議参加者」 に講習会資料の一部と してＣＤ－Ｒ

Ｏ Ｍ に お さ め テ ジ タ ル デ ー タ で 頒 布 を し ま し た。 ま た、

研究会ＨＰにも掲載 しておりますので、 ご意見等をお寄

せ下さいますよう

お 願 い 致 し ま す。

（来年度においても分科会研究協議参加者に資料の一部

として頒布予定です１！）

ＩＶ．法改正の動向につ いて

（１０／０７／３０現在） （詳細 ＨＰ掲載済）

５年前の平成１７年１１月 に発覚 した構造計算書偽装

問題への対応とされる建築基準法およ び建築士法の制度

改正は、 段階的な改正を経て昨年 （平成２１年） までに

必要となる省令等がすべて出揃いま した。 法規分科会で

は、 総 会 お よ び Ｈ Ｐ を と お し て 都 度、 改 正 事 項 の 情 報 発

信をしてきま したが、 総会配布済資料の 「新 しい建築士

制 度 が ス タ ー ト し ま し た。 」 （発 行 ． 新 ・ 建 築 士 制 度 普

及協会、 監修：国土交通省） をとお して内容の再確認を

お願いする次第です。 主だったものとして 「建築士制度

の見直し」、 「定期講習制度の創設」、 「構造設計一級

建築士／設備設計一級建築士制度の創設」、 「一定の建

築物 にお ける 法適合確 認等の義務づけ」、 「設計・工事

監理業務の適正化、 消 費者への情報開示」 等々 の平素の

授業展開のみならす、 倫理観の育成や諸指導 （特に進路

指導等） にお いても生徒が在学中に影響する内容 （学歴

要件等） から卒業後の ライ フス タイ ルにまで大きく左 右

される内容 （実務 要件 等） で多岐に渡っ てお ります。 ま

た、 「建 築確 認審査の 迅速化」、 「申請図書の簡 素化」、

「厳罰化 の観点」 から制 度の見直しが行われ、 平成２２

年６月１ 日に建築基準 法施行規則 及び関係告示等か施行

済と なっ ております。 以下、 国土交通省 の公開資料を付

し て お り ま す の で、 ぜ ひ、 ご 一読 の 上、 ご 確 認 ド さ い。

（関係 文書 国１ 父 通省 お よ ひ 新 ・建 築 １ 制 度 普及 協 会 よ り）
一 ２２ 一
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〈申請図書の簡累化関係〉 コ
１ 堕而 比 示

⇒ 確 認串 請図謬 の うち、 構這 計 算概 要 選 を擁 止 する．

誓 こ
碧 鰹 に 示

（１） 非常馬 照明 装 置に 係 る技 衛 的墓 準 の見 痩 し を行 う とと も に、 非 常周 照 明 装

置 の構遷 詳細 図 を提 出不 要 と：する。
（２） 水洗便 所の 構 逓詳 細 國を 提 出不 要と１する。
（３） 排水の ため の 配管 設 備に 係 る技 徳 的墨 準 の 晃塵 しを 行 う とと も に、 排 水 ト

ラ ッフの 矯造 に 係る 構造 詳 細 麟を 羅 磁不 要と二す る な ど、 配 管設 備 に係 る 図 謬

の 簡素化 を行 う。
（４） 換気 設備の 構 這詳 縄 図を 簡 素化 す る。

・ 田
置几

Ｌ
要 嵐

の
’ 欝

⇒ 建 築材料 （防 火 材料、 シツ ク ハウ ス 建材） 、 防 耐 火構 造、 防火 設 備、 区 画 貫

通の笹 及び 遮蕎 構造 につ い て 大臣 認 定ヂ ー タベ ー ス の登 録 を義 務 化す る こ とに
より、 審査測 が 大隠 認定 盤 を 参照 で きる 環 境 を整 鷹 し、 確認 申 講 にお け る 大筆

認定轡 の箏 しの添 付 の翁 略 を 狡術 的 助蕩 等に：よ り 徹庭 す る、

〈厳罰化関係〉

１ 違反 設計等 への 難分 の 徹 底．
⇒ 「建 築行 政マ ネ ジメ ン ト計 画」 （仮称） の 策簸 指 針に、 申間 ・ 完 了検 査 の 徹

底、 違 反建 築物 対策 の推 進 を 盛り 込 み、 違 反 設計 簿へ の 処分 を 徹 底す る．１一
⇒ 違覆 建築 物対 策を 推 進 する た め、 広範 な サ ン プル 調食 を 災施 す る。

〈その他関係〉

１． 小規 模な本 造戸 建て 住 宅等 （４§ 建 築物） に 係る 確 認・ 検 査の 特労１に つい て、
当 分の間 継続 す る。

２． 既存 不適格 建築 物の 増 改築 に 係る 特 例 の麗 直 し （平 成２１ 葺闘 よ 交 通省 告 示第
８９窪号 等） につ いて、 周知 徹底 を 図る。

３， 住宅性 能評 価及 び長 期 優良 住 宅 の認 定 につ い ても 申 講幽 欝 の簡 素 化 を図 る。
（規貝ｉ」、 告清モ改刀Ｅ等）

一一
ヂ磁 灘
’
蕪譲麟 臓 郷議登得

”
蒙
”
徳 髄）藏 議乏羅嚢薇撫髄婿達

転
．＿
ゑ灘ｉ窯鰹 勲鷺轍

＿＿＿＿～＿＿＿ ＿
」 ㍊
＿
灘 勲 鰻 麹 纏

＿＿。～ ＿。～
ｊｉ

ｒ
． ，“… … 〈 欝 酒 糊 灘 瓢 の イ メ ー ジ〉 芝

ｉ 鷹鱒 １

；
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ｌ 脈 ・． … ・ ・

． ． ． ． ＿ ＿ ． ． ． ＿ 一 ． Ｐ ． ７ ． ．
≒罎嬢盤 　

１、＿ 謡篇 一 二」
○瓢膨繍華後の藷騰 顛 に係 雛 縫き蒼 鞭 化し、 霧渇な＝£攣翼旛蒼切籠ζします．

１ 騒遍 購 翻蘇徽難難磁轟こ轟規麗鋤難搬滋つい℃
臥臨葵腿勲

彗

（参 考） 平 成２２隼 １ 月２２日 公 表一
。。確 繍 。。。。、 轍 書。 鹸 、、。。。。。。か。 趨 。 購 ．。検

ｉ

灘鍵お灘墓羅麗馨鑛姦警騨麓震翫 諜暴劃
法施行規貝吸び関係 鵬 の改正につし’ては・３ 胴 途に 厩 駄 ６月 鵬 行ｉ

．．

」

Ｖ．今後の活動予定

今後の 活動・取り組 みと して 以下のものを 行う予定 です

１ 、

２， 運用 改善 案の 概要

〈確認密査の迅速化関係〉一
⇒ 確認申請 図謡 の補正 の対 象は、 軽 微な 不備 （言呉言己、 言己載 漏れ 等） とさ れて い

る が、 これ を不備 （串 講書 等が記 鐵 しようと二した撃 項 が合理 的に 遜測 され る も
の） とする。 また、 補 正に あたっ ては、 適 合 するか どう かを 決定 でき ない 雷の

通知 馨の交付 や確 認審 査報告 馨の 特寵 行政 庁へ の報 告 を不要 とす る。

△

るこ ととす る。

ｏ 生 脈

⇒ 構造に係 る確 認審盃 後に 構造 計算 適魯 性糊 定を 求め ること二と され てい るが、
当該確 認審査 を終 える蔚 に おいて も、 構逓 計算 適魯 性判 定を 求め るこ と ができ一
⇒ 潜定確認 検壷 機関 が確認 済証 等を 交付 した 後ｉこ特定 行政 庁へ握 出 する チェ ッ

クリス トを大 幅に 簡素 化す る （項 § を約９ 劃減 とす る）。一一
⇒ 計 樋の変 更に 係る確 認を 要 しない 「軽 微な 変更」 の 対象 は、 安金 上の 危縷 の

度等 が高くな らな い一 定の変 更と され てい る が、 こ れを 建築 墓準 関係 規定 に適
合する ことが 明ら かな一 定 の変璽 とす る。
ま た、

「軽微 な変憂」 の 適用 可能 な異 体事 例を 提示 し、 運用 の徹 底を 図る。一
⇒ 超 高脳建 築物 等の構 造計 算や 避難 安金 検証 法等 に係 る大 騒認 建の 変璽 手続 き

について、 迅 速化 を図 る。

一
一
⇒ 構 造計算 適含 性判罵 の対 象物 件につ い ては、 現 筏の 審盃期 間 （約 ７０ 日

※）

の半減 を霞指 し、 羅査 期間短 縮に 係る 霞標 を設 定す ると とも に． 取組 方針 及び

公表方法 を 「建 築 行政マ ネ ジメン ト計 画」 （仮 称） の策 定指 針と して 発出 する。
ま た、 各 機関 に薔騰 窓Ｏ の設 蟹と それ 蒼通 じた 審盃の バラ ツキ 把 握及 び審 萱

員への指 導等 の取 組み を要請 する。照卿磯」ろ膿糊ゐ三竺三 一 」

２ 、

４
、

５ 、

ｏ

「平成 ２３ 年版 建築法 規の 過去 問題 集」 およ び 「

平成２ ３年 版建築法規ワークノー ト」 編修 改定作業

・ 「建築士 試験」 の 過去問題 に 「二級建築施工管理

技術 検定 （学科：法 令関係：建 設業法、 労働基準法、

労働安 全衛 生法 など） 」 を継続 追加予 定です。

平成２３年 度総会 （神奈川大会） の 分科会協議会に

お いて、 「（仮称） 新学習指導要領の具体的変更点

についての解説」 をテーマと して見識者か ら解説予

定 で す。

平成２３年度総 会 （神奈川大 会） の参加者に 「建築

法令改正ポイ ント」 の概要のペーパーを頒布 し、 頻

繁 に複雑化さ れていく建築法令への対応のため教員

自 らの意識の向上に努めて参りたいと考えておりま

す
。

その他

最後に、 福島大会総会をもって、 根岸新主査に
バ トン

タ ッ チ し ま し た が、 今 後 と も 会 員 皆 様 方 の ご 指 導 ・ ご 協

力の程宜 しくお願い申 し上 げます。

・←・本 灘 ・研究会 一２３一
建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０，１１



１２． 構造 分科会活動報告

神奈川 県立神 奈川工 業高等 学校

高 橋 裕

埼玉大会・構造分科会主催の 夏期 研究協議 会以 降の 活

動 に つ い て 報 告 い た し ま す。

構 造分科会は、 関東地方の先 生方を中心に 総勢１８名

で活動しています。 仙 台工 業高等学校、 小松工業 高等学

校など遠 方の先生の参加もあり にぎやかに活動 していま

す 。

１． 分科会活動 報告

平成２１年度 第３回分科会

平成２１年１０月１６日 （余）

墨田工業高等学校

○埼玉大会・夏期研究協議会の反省

平成２１年度 第４回分科会

平成２１年１２月 １１日 （金）

市川 工業 高等学校

○平成２２年 度福 島大会に向けて

取 り組 みにつ いていろいろな 意見 が出ま した がまとま

らず、 次回の 分科 会で再度 話し合いを持つことと しま し

た
。

○’ア成２１年度見学会について

期日 平成２２年３月２６日 （金）

見学場所、 内容については小澤委員 （田無工高） に一任

し、 詳 細 を 後 日 連 絡 す る こ と に し ま し た。

○構造分科会選出製図コンクール委員について

佐々木委員 （向の岡工高）、 菅沼委員 （富士北稜高）、

鈴木委員 （葛 西工高） にお 願いしました。

平成２１年度 第５回分科 会 （見学会）

平成 ２２年３月 ２６日 （金）

集合・ 見学場所 環状 七号 線地 Ｆ調節池 善福寺川取水

施設

杉 並 区 堀 ノ 内 ２ － １ － １

参加者８名

／
／

＼

」

し

蝕馳戦 ＼

＼

＼

／

畿 胤 “
噸㍉ ㌧ 糠 搾 琳

∴髄瞳

善 福 寺 川 取 水 施 設 外 観 内 径１２ ５ｍの ト ンネ ルを 示 す

建築 教育 ニュ ース２０１０ １１

年度末の忙しい時期での見学会で参加者かなかなか集

まらず、 時期の検討か必要ではないかと反省もあります

が、 都市における水害防止事業の規模の大きさ、 難しさ

を実感することができた見学会でした。

善福 寺川 取水施設は、 台風などの大雨で溢れそう にな

っ た 善 福 寺 川 の 水 を、 環 状 七 号 線 の 地 下約４０ｍ に、 内 径

１２５ｍ、 延 長４５ｋｍ の ト ン ネ ル へ 流 し 込 み、 水 害 を 避 け る

た め の 施 設 で す。 こ の ト ン ネ ル に は、 神 田 川、 善 福 寺 川

の 洪水約５４立方メー トルを貯留するこ とか できると いう

こ と で す。 貯 留 し た 水 は、 川 の 水 の 量 が 減 っ て か ら、 再

び 川 へ 戻 し ま す。

管理棟会議室 での都民の財産を守るための洪水防 止事

業 の 必 要 性、 施 設 の 運 用、 モ ニ タ ー に 映 し だ さ れ る、 他

の取水施設か管理する川の水位を確認 しながら連携・連

動 し て 洪 水 防 止 事 業 を 行 っ て い る 現 状、 ヒ テ オ、 模 型 に

よる取水の流れ、 調節池の貯留・排水な どをわかりやす

い説明がありました。

い よ い よ、 エ レ ベ ー タ を 利 用 し て 地 下４０ｍ の 深 さ に あ

る調節池まで降りていきます。 環状七弓線の道路に沿っ

て地下深く 長く 延びた円筒形の調節池の中を歩きながら

地 下４０ｍ に 拡 が る 別 世 界、 施 設 の 規 模 に 圧 倒 さ れ ま し た。

調節池に貯められた水の 中には小魚 やカニなども 緒に

流 さ れ て き ま す。 排 水 後、 施 設 内 を 掃 除 す る 時 に、 そ れ

らの小魚 を集め、 施設解 放日の際、 施設見学に訪 れた子

供 たち に 「小魚すく い」 をするの だと ほほ えま しい 説明

も あ り ま し た。

見学後、 地上に戻るとき無 謀にも階段を利用 して登り

ま した。 足の疲 れか らも施設の大きさをあ らためて実感

す る こ と か で き ま し た。

同様な施設は埼玉県でも建設されているとのことで し

た。 自分の足元に普段は目にする 事のない施設によって

牛活が守られていくことを強く感 じられた見学会で した。

詳 しい施設の内容につきましては

ｈｔｔｐ ／／ ｗ ｗ ｗ ｋｅｎｓｅｔｓｕ ｍ ｅｔｒｏ ｔｏｋ ｙｏ』ｐ／ｓａｎｋｅｎ／ｋａｓｅｎ－

ｓｅｌｂｌ ｈｔｒｎｌ

で 確 認 し て く だ さ い。

少人数であれば見学は可能という ことでした。

轟藷一ヂ

紘
響 慧・・農 耀
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平成２２年度 第１ 回分科会

平成２２年５月 ２１［ （金）

墨田工業高等学校 ＣＡＤ室

出席者１０名

○平成２２年度福島大会分科会テーマ

「見て、 試して、 簡単構造実験の検証」 と した

発表者 益野委員 （仙台工） にお願いする。

テ ー マ に 沿 っ て 内 容 を 考 え て い た だ く。

発表案としては教科書に記載されている 「ため してみ

よう」 アンケー ト結果から見る利用状況の説明

「紙ぶるる」 を参加者に配布 して実際に作ってもらい

な が ら 発 表 を 進 め て い く。

○出来れば新教育課程・教科書編纂の資料とするために、

授業の取り組み進み具合な どのアンケー トを作成 し総

会 で 配 布 し た い。

（主査会にア ンケートの原案を示 したが、 検討不十分

で あ っ た た め 総 会 に ア ン ケ ー ト を 提 出 し な い こ と と し

た。 ）

○本年度の会計について

来年度の役員の交代を見据えて、 会計を榎本委員 （安

田学園） から菅谷委員 （春日部工） に引き継 ぐこととし

た。 同時に副主査も菅谷委員 （春日部工） から青柳委員

（市川工） に交代することと した。

平成２２年度 第２回分科会

平成２２年７月５日 （月）

安田学園高等学校 会議室

出席者 ９名

○福島大会発表準備

司 会 青柳委員 （市川工）

発表者 益野委員 （仙台工）

アシスタント 星野委員 （甲府工） ・大久保委員 （墨

田工）

記 録 佐々木委員 （向の岡工） ・榎本委員 （安田学

園）

講 評 沢野副会長 （墨田 Ｄ

発表リハーサルを行う

○応用地震言ｉ測株武会社中山雅之氏による 「紙ぶる る」

「ピ ノ キ オ ぶ る る」 等 の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン と 質 疑 応

答
。

資料は次のホームページより入手可能です。

Ｌ己、月」轟ｈ則 ｈｔｔｐ／／ｏｙｏｓｌｃｏｊＰ

名古屋大学福和研究室

ｈｔｔｐ ／／ ｗ ｗ ｗ ｓｈａｒａｋ ｕ ｎ ｕａｃ ｎａｇｏｙａ－
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「紙 ぶる る」 の 模言止

溝 蜘 猛 病

輪

第６０回福島大会 研究協議１ （分科会）

① 分科会発表テーマ

「見て、 試して、 簡単構造実験の検証」

「建築構造設計」 の導人教材と して 「紙ぶるる」 の紹介

，

ぼ１瀟 灘

② 分科会発表の概要

獅しご 《 潟 彰 嬉 入

隅 穿 卿 君 野

騨 評 可 胤 “

雛轡讐騨
廠

構
造
分
科
会

発
表
風
景

「建築構造設計」 は、 生徒が取り組むには、 多少高度

な内容が含まれている。 第５章以降の設計の分野では、

そ の 傾 向 が 顕 著 で あ る。 そ こ で、 参 加 さ れ た 先 生 方 に，

実際に振動摸型 「紙ぶるる」 （後述） を作っ てもらい、

構造設計の導人教材としてのロ」能性 につ いて意見や， 生

徒に対して， 建築 物の 耐震 性興味をもたせる 方法 などの

検 討 を お こ な っ た。

「紙ぶるる」 は， 名 古屋 大学の福和信 夫教 授が開発さ

れた教材 で， 建築物の 揺れ方を表現する 紙の模型 であり，

小学生から社 会人ま でを対 象にした 防災教育の場 で， 広

く 使 用 さ れ て い る 教 材 で あ る。

１） 「建 築構 造設 計」 の導 入教材

平成１５年 に改訂さ れた 「建築構造設 計」 の教科書か

ら， 導入教材と して 「試してみよう」 １１項目を新たに

盛 り 込 ん た。 し か し、 実 教 出 版 の ア ン ケ ー ト の 結 果 を 見

ても 活用 して いる 学校 は多くはないの が現状 である。

構造 分科 会では， 「試 してみよう」 のような導人教材 を

も っ と 活 用 し、 生 徒 の 興 味 関 心 を 持 た せ る た め に も、 防

災教育で使用されている 「紙ぶるる」 を例示 し、 「見て

よく わかる」 「試 したくなる」 ような 「建築構造設計」

の導入教材の活用を提案 した。

２） 「紙ぶるる」 を使った生徒による出前授業

仙台市立仙台Ｔ：業高等学校建築科３年の生徒数名が，

小学生に対 して 「紙ぶるる」 を使って行った， 出前授業

に つ い て の 実 践 報 告。

３） 「紙ぶるる」 の制作， 教材活用についての討議

参加 していただいた先生方が 「紙ぶるる」 を作り始め

ると， 先
牛方の目の色か変わり， 教材の世界に引き込ま

れていった。 完成 した 「紙ふるる」 に手動で振動を加え、

筋違いの有無や、 屋根に加えたおもりの重さを変えて、

揺 れ の 違 い を 体 験 し た。 そ の 後， 活 発 に フ リ ー ト ー ク か

始まり、 「紙ぶるる」 の教材 と しての使用方法な どを参

加者全員で検討 した。
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１３． 施工分科会活動報告

東京都立田無工業高等学校

丸 山 悟

１， は じ め に

今年 度は、 施工分科 会が夏期研究協議 会を行う奪 であ

る。 昨年度の埼 玉大会 では 『３級技能検定 （建築大 工五

事） につ いて』 を研究課題とし発表した。 当初、 今年度

も引 き続き２級技 能検定を研 究課題とし夏期研究協議会

も そ の 内 容 で 実 施 予 定 で あ っ た。 し か し、 昨 年 の 暮 れ に

行われた委員会で再度内容の検討を行い、 最 終的 に木
一Ｌ

加 工の原点である 『大工道具の手入れと使用 方法につ い

て』 と い う テ ー マ に 決 定 し、 研 究 活 動 を 行 っ た。

２． 平成２２年度施工分科会委員

小 嶋 計 一 （宇都宮工業高校定）

網 中 ｆ 仁 （館林商」二高校）

塩 山 昇 （大宮 ［業高校）

権 田 幸 男 （大宮工業高校）

吉 村 公 利 （春日部］ 業 高校）

峯 孝 一・ （市 川 工 業 高 校）

平 柳 政 幸 （日本工業大学駒場高校）

丸 山 悟 （田無工業高校）

田 辺 登 （昭和 第一・学園高校）

樋 口 元 朗 （前橋 工業高校）

林 祐 介 （京葉 工業高校）

鷹 野 正 明 （向の 岡工業高 校）

渡 邊 恵 一 （小山北桜 高校）

３， 現在まての活動状況… 今年度 の研 究課題関 連

●平成２１年１２月 ８日 （火）

第３回 施工委員会 （安田学園高校）

『内容』

① 平成２２年度研究課題について
・テーマ決定 「大工道具の手入れと使用方法」

・分科会委員で実施の技能研修会ビデオの編集に決定

② 平成２２年度夏期研究協議会について
・テーマ決定 「大工道具の手入れと使用方法」

③ 埼玉大会の 縦舌・反省

●平成２２年３月２６日 （金）

第４回 施工委員会 （大宮工業高校）

『内容』

① 平成２２年度研究課題及 び夏期研究協議会について
・ 「大－道 具の 手入 れと使用方法」 についての実技風

景 をビデオと写真撮 影で記録

●平成２ ２年 ５月 ２４ 日 （月）

第１回 施工委員 会 （大宮 工業高校）

『内容』

① 平成２２年度施工分科 会委員につ いて

② 平成２２年度研究課題及び夏期 研究協議会１こついて

・ 「大工道具の手入れと使用 方法」 についての 編集ビ

テオの確認

・夏期研究協議会の実施要綱およ び必要物品の検詞
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● 平成２２年７月２日 （金）

第２回 施」二委員会 （蔵 前工業 高校）

『内容』

① 平成２ ２年 度研 究課題及 び夏期研 究協 議会 につ いて

・ 夏期研 究協 議会の 実施要綱およ び必要物 品の確 認

・ 福 島大会・研 究協 議会の発 表内容の 確認

・ 福 島大会への 発送書類 の準 備

●平成２２年７月 ２９日 （木） ～ ３０日 （金）

第６０回東日本建築教育研究会 福島大会

＊ 分科会発表テーマ

『大工道具の手入れと使用 方法について』

＊ 分科会参加者 ３９名

＊ 発表内容

まず、 は じめに会場に大 工道具を展示 し、 参加者に視

覚 的 に 伝 え ら れ る よ う に し た。 各 道 具 は、 至 人 れ さ れ て

いるものか ら使用できなくなったものな ど比較 しやすく

し た
。

次に、 分科会委員 で作成 した
ビデオを見てもらい、 道

具の手 入れのポイン トを解説 した。 砥石の砥面直 し、 の

み の か つ ら の 手 入 れ、 の み ・ か ん な の 裏 押 し ・ 刃 研 ぎ 力

法、 か ん な 台 直 し、 畢 さ し
づ く り な ど を 説 明 し た

建 築教育 ニュ ース２０１０ １１
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一

時問 が 限 ら れ て い る た め、 説 明 を ５ ０ 分 程 度 行 い、 そ の

後は質疑応答とした。

質 疑 応 答 で は、 「の み は べ た 裏 で も よ い の か」 、 「か

ん な 台 の 台 直 し に 用 い る 器 具 は」 、 「替 刃 式 の 普 及」 等、

各道具や手入れ法についての質問 があった。 できれ ばも

う少し各県や各学校の木工実習の現状な どを聞きたかっ

たが、 時問の都合上研究協議会は無事終了 した。

終了後も、 熱心 な先生は担当者に質問 していた。
ここ近年、 市民講師な どで大工棟梁な どの指導者も増

え、 刃研ぎにも微妙な違いがある。 どれが正 しいかとい

うものではなく、 それぞれ長年の経験に基づくものであ

る。 生 徒 指 導 に も、 そ れ ぞ れ の 体 格 差 な ど か あ り、 自 分

に 合 っ た 方 法 か 身 に 付 け ら れ れ ば と 思 う。

『
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●平成２２年８月５１」 （木） ～ ６Ｈ （金）

平成２２年度 夏期研究協議会

＊研修内容

『大工道具の手入れと使用力法について』 の実技研

修

＊会 場 宇都宮日建１科専門学校

＊研修参加者 ２４名

８月５日 （木） 第１日目

施工分科会主催の木年度の夏期研究協議会は 「大 ｒ道

具 の 壬 入 れ と 使 用 方 法 に つ い て』 と 題 し て、 猛 暑 の 中、

２４名の参加者 で行われた。 初めに講習 内容をレクチ ャ
ー （ビ デ オ に て 概 要 説 明） し、 そ の 後、 実 技 を 行 っ た。

←・本・築教・研究会
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１日Ｌｊの内容は、 『のみのかつら直し～黒さしづくり

』 ま で を 行 っ た。 参 加 者 に は、 の み と か ん な を 持 参 し て

いただき、 分科会より砥石と軍さしを資料 として配布し

た。 ま す 初 め に か つ ら を は ず し、 丸 や す り で 面 取 り を 行

っ た。 本 来、 万ノＪか あ れ は 速 く 終 わ る が、 工 具 は 会 場 持

ち込みのため台数も少なく、 丁作業でも行った， それか

ら、 か つ ら を 取 り 付 け、 け ん の う で 有 ト け を し た。

次 に、 の み の 刃 研 ぎ で あ る か、 そ の 前 に 砥 右 の 面 直 し

の説明をした。 参加者には新品の砥石を配布したため説

明 の み と し た。 何 種 類 か 砥 面 泊 し 用 の 道 具 を 用 意 し、 ま

た、 道具がない場合の方法なとを不し、 作 業をしながら

試 し て も ら っ た。 い よ い よ、 の み の 裏 押 し ・ 刃 研 ぎ を 行

っ た。 委 員 が 見 本 を 示 し、 そ の 後、 参 加 者 に 実 技 を し て

も ら っ た。 裏 押 し に は、 か な り 力 が 必 要 な た め 大 変 そ う

であっ た。 次に塁さしづくり との みの 加工 練習 にク ルー

プを分けて作業 した。 やはり 自分で研 いた のみ で加工す

る参加 者の姿を見ていて満足 そう であった。

８月 ６日 （金） 第２１｛目

２ 日 目 も、 初 日 同 様 に ビ デ オ に て 『か ん な の 刃 研 ぎ ～

台 直 し』 ま で の レ ク チ ャ ー を 行 い、 実 技 を 行 っ た。

のみ の刃研 ぎは経 験のある 参加 者が多かったか、 かん

なにつ いて は初めてのカも多く真剣さが伝わってきた。

木 槌 を 用 い、 か ん な か ら か ん な 刃 と 裏 座 を 抜 き、 衷 押 し

・ 刃 研 ぎ を 行 っ た。 研 く 感 覚 は、 初 目 の の み の 刃 研 ぎ で

つ か め て い る の で、 ス ム ー ズ に 行 っ て い た。 し か し、 場

一２７一
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合によっ てかんな刃 の裏出しや 裏座 の耳の調 整なとは技

術 が い る た め 委 員 で 行 っ た。 今 回 は、 参 加 者 に の み と か

んなを持 参しても らっ たか、 中 には高級な道具を持参さ

れた方もおり 驚かされた。 次に台直 しかんな でかんな台

の調整を 行った。 最後 にかんな台にかんな刃と裏座を入

れ、 刃 の 出 の 調 整 を し た。 そ し て、 用 意 さ れ た 削 り 台 に

敷 居 材 を 置 き、 削 り の 練 習 を し て も ら っ た。 上 手 に 削 れ

る方、 あまり ト手くできない方も皆真剣な表情で行って

い た 。

今年の夏は例年に増 して暑かった。 全国で熱中症にな

る方も多かった。 今回の講習も参加者の先生方の年齢や

体力が心配であったが、 けがや熱中症になる方もなく 無

事 終 ｒ す る こ と が で き た。 何 よ り も 驚 か さ れ た の は、 暑

い中にもかかわらす真剣に作業を行う 参加者の姿であっ

た。 参 加 者 に よ っ て は、 昼 休 み も 汗 を 流 し、 作 業 を 行 っ

て い た。 今 回 の 講 習 で １ つ で も 多 く の こ と を 身 にイ寸 け、

自 分 の 学 校 で ケ か せ て も ら え れ ば と 思 っ て い る。 本 当 に、

充 実 し た ２ 日 問 で あ っ た。

最 後に、 会場を提供 して いた だい た宇都宮日建工科専

門学校長の岡 田先 生ほ か教職員の力々にお礼を申 しＬげ

ま す
。
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今年度は、 総会の研究テーマおよび夏期研究協議会の

内容を 「大工道具の手人れと使用 法』 とした。

今後については、 もう しばらく 木工事の内容で行って

いく予定である。 木工加工技術の向 Ｌを目指し、 最後に

２ 級 大 Ｔ：技 能 検 定 ま で 行 い た い と 思 っ て い る。
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１４． 製 図コ ンク ー ル 運 営 委 員 会 （第２８回全国高校生建築製図コンクール結果報告）

関東第一高等学校

塩 澤 泰

第２８回全国高校生建築製図コンクールには， 東日本建築教育研究会の加盟校及び加盟校以外の先生方から， 校務
ご

多忙にもかかわらず絶大なるご協力を頂きました事を厚く お礼申し上げます。

応 募 状 況
， 入 賞 者， 講 評， 次 年 度 に 向 け て 等 報 告 さ せ て い た だ き ま す。

［１］ 応募校数

（１） 応募校数

応 募 校 数 全 日 制 定 時 制
加 盟 校 加 盟 校 以 外

全 日 制 定 時 制 全 日 制 定 時 制

Ｈ２０ １Ｈ２１ Ｈ２０ １Ｈ２１ Ｈ２０ １ Ｈ２１ Ｈ２０ ｉ Ｈ２１ Ｈ２０ ｉ Ｈ２１ Ｈ２０ ｉ Ｈ２１ Ｈ２０ １ Ｈ２１
１

７０校 １７７ 校
伽

６２ 校 １ ７２校 ８ 校 ｉ ５ 校 ５３ 校 １ ６２校
１

８ 校 ： ５ 校
１

９ 校 ： １０ 校
１

０校 ： ０ 校
１

（２） 校内作品審査数の総計

課 題 １ 課 題 ２ 課 題 ３ 課 題 ４ 課 題 ５

Ｈ２ ０ １１７７点 ６４４点 ５２３点 １３０点 ３９点
加 盟 校

Ｈ２１ １２１９点 ５１０点 ４７４点 判１点 ３７点

加盟校以外
Ｈ２ ０ ２１６点 ５２点 １５点 ５点 ５点

Ｈ２１ ２３点 ２３点 ７４点 ３点 ９点

応 募 校 数
Ｈ２ ０ １３９３点 ６９６点 ５３８点 １３５点 ４４点

Ｈ２１ １２４２点 ５６０点 ５４８点 １１４点 ４６点

［ＩＩ］ 審 査

１． 賞 の 選 出

（１） 最高作品を 金賞と し、 順次銀賞銅賞入賞とする。

（２） 定時制課程 から入賞以上を選 出する。

２． 課題別審査の 観点

（１） 課題１ （軒先マワリ 詳細図）

１） 引き出し線の位置 は考慮 しない。

（２） 課題２ （木造平家建専用住宅）

１） 機能を充たす屋根の形状、 平面図に見合う、 立

面の形状 に留意する。

２） 製 図 規 約 を 重 視 す る。

（３） 課題３ （木造２ 階建専用住宅）

１） 製図規約より計画性を考慮する。

（４） 課題４ （木造平家建専用住宅 （ＣＡＤ） 製図））

１） 機能を充たす屋根の形状， 平面図に見合う立面

の 形 状 に 留 意 す る。

２） 製図規約を重視する。

３） Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ を コ ピ ー し た も の は 大 幅 減 点 と す

る 。

（５） 課題５ （木造２ 階建専用住宅 （プレゼ ンテーショ

ン） ）

１） 製図規約は考慮 しない。

２） プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ・ 表 現 を 重 視 す る。

３． 審 査 方 法

（１） ．… 次 審 査

１） 審 査 は 委 員 全 員 で お こ な う、，

２） 原図を使用 し， 各課題参加 数の１／５程度 （最大

：レ・麟 細究会 一 ２９

２０点程度） を目安に絞り， 人賞作品の対象とす

る
。

３） 絞 る 基 準 は、 作 品 を 比 較 し て 相 対 的 （う ま い ・

下 手 ・ き れ い ・ こ れ で は 入 賞 に 該 当 し な い 等）

な も の と す る，，

（２） 一二次審査

１） 審 査 は 委 員 全 員 で お こ な う、，

２） 複 写 図 面 を 使 川 し、 チ ェ ッ ク を 書 き 込 む。

３） 表 題 欄 を カ ッ ト す る。

４） 入賞作品と人賞作品外の再度の確認をおこなう。

５） 最 終 決 定 を 投 票 で 行 な う，，

［ＩＩＩ］ 審査講評

●今年度の減点項同と総評

【課題１】 軒先マワリ 詳細図

松丸太に関して

・ 部 材 断 面 形 状 の 間 違 い （・」‘法 が 不 正 確） 。

・太鼓落しを表現する 線が雑である （曲線はフリ ーハ

ン ドより定規使用 の方が良い）

文字に関して

・ 抜 け て い る ・ 大 き す ぎ る、 小 さ す ぎ る、 バ ラ バ ラ で あ

る 。

野縁に関して

・ 位 榿 が 軒 桁 中 心 か ら 取 ら れ て い な い。

線の使い方に関して

・ 下 書 き 線 が 濃 す ぎる。 ・ 線 が 太 す ぎる。

金賞図面は、 教科書の図而を正確 にかつ丁 寧に模写 し

た 図 面 で し た、， 各 部 晶 の 形 状 の 作 図 が 臣 確 で、 線 種 の 表

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０．１１



現や 文字数字のレタリン グな ど見事なできばえでした。

そのほかの図面についてもそれぞれ優秀な図面がたく

さんありま したが、 部材の基本寸法の正確さや文字のレ

タリ ングや 数字の丁寧さが多少不足 している図面が目立

ち ま し た。

【課題２】 木造平家建専用住宅

配置図兼平面図に関 して

・ 庭 の 計 画 が 未 熟。 ・ 道 路 境 界 線， 隣
地 境 界 線 と 建 物

の 距 離 が 抜 け て い る。

・ 隣地境 界線を実線 で書く等， 線の使い方を間違えてい

る 。

・ 床 の 仕 上 げ を 表 現 し て い る。

立面図に関 して

・ 平 面 と 屋 根 の 食 い 違 い。 ・ 平 面 形 状 に た い し て ス ケ ー

ノレ 感 カミ 無 し、。

断面図に関して

・ 平 面 図 切 断 線 の 位 置 と の 食 い 違 い。

屋根伏図に関して

・ 屋 根 勾 配 が 未 記 入。

金賞図面は、 平面図の模写、 造園計画、 立面と屋 根の

計画等、 完成度の高い作品です。 そのほかの図面につい

てもそれぞれ優秀な図面があります。 造園計画において、

目を引くような作品が少ないです。 屋根の計画の未熟で

あ る、 平 面 図 の 室 内 へ の 描 き 込 み、 敷 地 面 積 の 間 違 い、

要求図面通り描かずに失格となる図面も目に付きます。

【課題３】 木造２階建専用住宅

設計主 旨に関 して

・ 主 旨 と 計 画 の 食 い 違 い。

・ 人 数 と、 プ ラ ン の 面 積 が あ ま り に も 違 う。

・ 車 椅 子 で 使 う に は 無 理 な 計 画。

配置兼平面図に関 して

・ い ち じ る し く 小 さ す ぎ る 子 供 部 屋。 ・ 家 具 が な い。

・ 高 低 差 を 配 慮 し て い な い。

柱 に関 して
・ 抜 け て い る 。

階段 に関して

・ 手 す り が な い。

・段 数が多 すぎる， 少なす ぎる （段 数の根拠も 見つ から

な い） 。

駐車ス ペー スに関して

・ 車 と 駐 車 ス ペ ー ス の 表 記 方 法 の 間 違 い。

・道路からの動線が玄関までの人及び車椅子の動線と…

緒 で 危 険 で あ る。

立面図に関して

・ 平 面 図 と の 食 い 違 い。 ・ 異 常 に 高 い。 ・ 凝 っ て い る が

食 い 違 う。

断面図に関して

・ 形 状 が 不 適 切 （異 常 に 高 す ぎ る， 低 す ぎ る） 。 ・ 高

さ 記 入 が な い。

金 賞 図 面 は， 製 図 の 表 現 力， プ ラ ン カ、 構 造 ・ 法 規 の

整合性等、 完成度の高い作品です。 銅賞以上のほかの作

品 に つ い て も、 均 衡 し て お り ま す。 作 品 の ポ イ ン ト
を し
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っ か り と 把 握 し， 個 性 的 な 創 意 工 夫 を し、 そ の た め の 表

現を工夫 し， 作品の特徴的な部分を表現すれ
ば
，
完成度

が 高 ま り ま す。 一
一方， 基 礎 的 な 構 造 に 無 理 が あ る も の，

特に通 し柱の過多や記入漏 れが目に付きます。

【課題４】 木造平家建専用住宅 ＣＡＤ製図

表現 に関 して

・ 手 書 き 表 現 で な い （Ｃ Ａ Ｄ 特 有 の 表 現 の ま ま） 。

その他

・ 課 題 ２ と 同 様。

金 賞 図 面 は， 駐 車 ス
ペ ー ス か ら 玄 関 ・ 廊 下 ま で 曲 面 屋

根 を 連 続 さ せ，
光 を 取 り 込 ん だ プ ラ ン で，

立 面 ・ 断 面 図

で見事に空間の豊かさを表現した作 品です。 造園計画も

シ ン プ ル で， 添 景 表 現 も 素 晴 ら し く， 高 く 評
価 し ま す。

そのほかの図面についてもそれぞれ優秀な図面がありま

すが，
全体的な印象は， 平面図の模写に

おいて， 基本製

図力 は高いが，
各自の設計となる立面・断面図の基本製

図力の未熟さが気になります。

【課題５】 木造２階建専用住宅のプ レゼ ンテーション

ＣＡＤ作品

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン カ に 関 し て

・ パ ー ス、 模 型、 説 明 図、 着 色 等 の 優 劣。

計画力に関 して
・ オ リ ジ ナ リ テ ィ 。

・ 図 面 の 整 合 性 。

金 賞 図 面 は， オ リ ジ ナ リ テ ィ ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン カ

に 優 れ て い る 作 品 で す。 そ の ほ か の 図 面 に つ い て は， 表

現力不足 による基 本的 製図力の 未熟 さが目立ちます。 次

年 度 は 建 築 物 の 全 体 像 が わ か る よ う な， プ ラ ン ニ ン グ ・

レ イ ア ウ ト ・ 作 図 表 現 等， も っ と 自 由 な 遊 び 心 の あ る 作

品 を 期 待 し ま す。

［ＩＶ］ 平成２２年度に向けて

１） 課題１ 軒先マワリ 詳細図

平成２１年度軒高と天井高さの差を指定する。

平成２２年度松丸太の表現を， 定規を使用すること。

２） 課題２ 木造平家建専用住宅

平成２１年度屋根伏図を追加。

平成２２年度断面形状 （ロフトな ど） を， 平面図に

表 記 す る。

３） 課題３ 木造２階建専用住宅

平成２１年度屋根伏図を追加。

平成２２年度階段に手すりを設置する。

４） 課題４ 木造平家建専用住宅ＣＡＤ製図

平成２１年度屋根伏図を追加。

平成２２年度断面形状 （ロフ トな ど） を， 平面図に

表 記 す る。

５） 課題５ 木造２階建専用住宅の プレゼ ンテーション

ＣＡＤ作品

平 成２１年 度 課 題 ３ を Ｃ Ａ Ｄ で 表 現 す る。

平 成２２年 度 縮 尺 ・ 延 面 積 を 自 由 に す る。

［Ｖ］ 入賞者

課題１ ： 軒先マワリ 詳細 図

一 ３０一一
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金 賞

静岡県立科学技術高等学校

銀 賞

栃木県立今市工業高等学校

銀 賞

栃木県立今市工業高等学校

銅 賞

静岡県立科学技術高等学校

愛知県立豊橋工業高等学校

愛知県立一宮工業高等学校

入 賞

群馬県立高崎工業高等学校

宮城県古川工業高等学校

宮城県古川工業高等学校

千葉県立市川工業高等学校

栃木県立宇都宮工業高等学校

山梨県立甲 府工業高 等学 校

埼玉県立春日部工業高等学校

群馬県立高崎工業高等学校

名古屋市立工芸高等学校

新潟県立新発田南高等学校

建 築 デザイ ン科 １年 村 越 勇 人

建 設工 学 科

建 設工 学 科

１年 青木 寿公

２年 山越伊緒里

建 築 デザイ ン 科 １年 牧 田 光

建築土木科 １年 冨田 栞奈

建 築・ 土 木科 １年 白 木 佑 弥

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築 シ ステ ム 科

建築工学科

神奈川県立神奈川工業高等学校建設科

広島県立宮島工業高等学校

宮城県石巻工業高等学校

岐阜県立可児工業高等学校

静岡県立沼津工業高等学校

課題２ ： 木造 平家建 専用 住 宅

金 賞

栃木県立今市工業高等学校

銀 賞

関市立関商工高等学校

関市立関商工高等学校

銅 賞

福島県立福島工業高等学校

松山聖陵高等学校

関市立関商工高等学校

入 賞

東京都立総合工科高等学校

長野県飯田長姫高等学校

愛知県立豊橋工業高等学校

松山聖陵高等学校

千葉県立市川工業高等学校

埼玉県立春日部工業高等学校

山梨県立甲府工業高等学校

山梨県立甲府工業高等学校

入 賞

愛知県立半田工業高等学校

東京都立総合工科高等学校

長野県飯田長姫高等学校

福島県立福島工業高等学校

埼玉県立 大宮工 業高 等学 校

課題３ ： 木造２ 階 建専 用 住宅

金 賞

愛知県立豊橋工業高等学校

銀 賞

山梨県立甲府工業高等学校

関市立関商工高等学校

銅 賞

建築科

建築科

建設工学科

建築科

建設工学科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築 都 市工 学 科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

１年 三 澤 飛 鳥

１年 武田亜梨沙

１年 木島 麗実

１年 山田 梨左

１年 齋藤 恵多

１年 清水 大祐

１年 長 谷川 楓

１年 喜多 利貴

１年 武藤 雅哉

２年 萩原 美咲

１年 西元 幸来

１年 浮地 悠輝

１年 武山 加奈

１年 大嶋 彩之

１年 山本 義則

２年 星野 未帆

２年 日置 翔悟

２年 長尾 竜史

晃

晃

一駿

内

内

之

井

大

嶋

酒

年

年

年

２

２

９
盈

２年 丸山 貴大

２年 木下 優奈

２年 石部 健多

２年 寺家 俊輔

１年 山 田 梨 左

２年 石田 彩香

２年 松澤 志門

２年 山 口 千 明

建築科 ２年 藤井千保子

建築都市工学科 ２年 宮内 智也

建築科 ２年 石垣 翔伍

建築科 ２年 後藤 千苗

工 業技 術科 ３年 八 木橋 健 次

建築科

建築科

建築科

３年 藤江 眞美

３年 岩下 勇人

３年 古田 修平

栃木県立宇都宮工業高等学校 建築科

神奈川県立神奈川工業高等学校建設科

愛知県立豊橋工業高等学校 建築科

入 賞

栃木県立今市工業高等学校

千葉県立市川工業高等学校

栃木県立那須清峰高等学校

宮城県古川工業高等学校

埼玉県立春日部工業高等学校

愛知県立豊橋工業高等学校

福島県立福島工業高等学校

栃木県立那須清峰高等学校

関市立関商工高等学校

関市立関商工高等学校

課題４

金 賞

私立関東第一高等学校

銀 賞

山梨県立甲府工業高等学校

愛知県立豊橋工業高等学校

銅 賞

栃木県立今市工業高等学校

愛知県立豊橋工業高等学校

入 賞

山梨県立甲府工業高等学校

埼玉県立春日部工業高等学校

愛 知県 立豊 橋 工 業高 等 学校

埼 玉県 立 春日 部 工業 高等 学 校

山梨県立甲府工業高等学校

課 題５ ：

金 賞

山梨県立甲府工業高等学校

銀 賞

栃木県立今市工業高等学校

銅 賞

千葉県立市川工業高等学校

山梨県立甲府工業高等学校

入 賞

松山聖陵高等学校

埼玉県立春日部工業高等学校

山梨県立甲府工業高等学校

松山聖陵高等学校

松山聖陵高等学校

建設工学科

建築科

建 設工 学 科

建築科

建築科

建築科

建築科

建 設工 学 科

建築科

建築科

： 木造 平 家建 専 用住 宅ＣＡＤ 製図

３年 山田 陽子

３年 長岡 晶

３年 星野 剛徳

３年 福 田 美由 紀

３年 高田 椋 子

３年 横田 貴大

２年 山田 調

３年 鈴木 翔吾

３年 金田 成晃

３年 佐藤 夏貴

３年 渡邉 美佳

３年 中村 宗彰

３年 山 口 明 大

建 築 ビ ジュア ル 科２年 篠 原 和 也

建築科

建築科

建 設工 学 科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

２年 高橋 大晴

３年 藤江 眞美

３年 福田美由紀

３年 田 中 涼

２年 小澤 孝良

３年 藤 谷 成 樹

３年 高橋 仁美

３年 長 谷川 雄 太

２年 宮崎 梓

木 造２ 階 建 専用 住宅 の プ レゼ ンテ ー ショ ン作 品

建築科

建 設工 学 科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

建築科

３年 岩下 勇人

３年 福田美由紀

３年 飯名 悠生

３年 松枝 真希

３年 松本 龍

３年 小山 裕貴

３年 山 田 ま い

３年 森 良 太

３年 丸 井 賢 一

［ＶＩ］ 審査員

第２８回全国高 校生建築 製図 コンクー ルの 審査 に携わっ

て頂い た先 生方 は以下の 方々 です。

森 嶋真一 （峡南）

橋 本政美 （昭和 第一学園）

鈴木浩之 （今市工）

竹 田 基 （熊谷工）

荒木宏道 （前橋工・ 定）

武田明広 （市川工）

米原 良慈 （田無工）

高橋 裕 （神奈川工）

高橋篤 史 （安田学園）

林 祐介 （京葉工）

口

島

井

本

田

福

櫻

吉

江原聖直

岩瀬政利

菅沼雄介 （富士北陵）

鈴木 隆 （葛西工）

吉村公利 （春日部工）

小沢 宏 （総合工科）

（敬称 略、 順不同）

学 （磯子工）

勝 （日工大駒場）

良明 （甲府工）

正樹 （高崎工）

（大宮工）

（市 川 工 ・ 定）

療・本建 編 研究会
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１５． 資格取得推 進委員 会 活動報告

群馬県立前橋工業高等学校

石 井 直 樹

○ 活動内容の経緯

建築士試験の高校生受験認可 （学科試験の一一部受験）

への取り組み凍結後、 今後の委員会活動の方向性を教え

て い た だ く た め に、 平 成２０ 年 度 に 資 格 ・ 検 定 試 験 指 導

に 関 す る ア ン ケ ー ト を 実 施 し ま し た。 結 果 は 以 下 に な り

ま す。 （回 答 率 ：９７２５％、 １４２ 校／１４６ 校）

「２級建築施工管理技術検定試験」 学科試験に関して

① 会員校の約１／３ が未受験

② 会員校の合格率は２２２％ （高校生合格は大変困難）

③ 他校の取り組み状況等の情報提供の要望

④ 受験地を増やして欲しいとの要望

⑤ 学科試験合格の有効期 間延長及び廃止の要望

⑥ ９３％の先生が指導は難しいと思っ てレ・る

⑦ 全国工業校長協会のジュニァマイス ター 顕彰制度の得

点増 加の要望（平成１８年度から国家試験に格上げされ
，

試験の難易度も増 したため現在 の１２ポイ ントは適切で

はないのではないか）

⑧ 合格 者が少なく、 受験メリッ ト が ない

⑨ 多く の学校が今後も重点的 に指 導すべき試験と回答

⑩ 富士 教育訓 練センター 等の 講習 会への参加 が困難。

（予算、 日程等 で参加 できな い状 況）

「その他の資格・検定試験」 に 関して

① 各校の実 状に合わせた、 様々な指導 が行われている

② 受験 させる資格・ 検定試験 について悩ん でいる

③ 「資格・検 定試験」 に関する 講演会、 見学会を要望

以 上 を 踏 ま え て、 ド記 の ５ つ の 活 動 に 取 り 組 ん で い ま す。

活動１． 「２級 建築 施工 技術 検定試験」 受験者増加の取

り組み

平成２１年８月１０日 （月） に受験者増加に関する相談の

ため （財） 建設業振興基金と （社） 建設産業専門団体連

合会 （通称：建専連） を訪問 しま した。

ア ン ケ ー ト 実 施 の 理 由、 及 び、 結 果 に つ い て 説 明 さ せ

ていただき情報を共有する事ができました。 本委員会で

は、 ア ン ケ ー ト 回 答 の 中 で 特 に 重 要 で あ り、 か つ、 各 関

係機関への要望が必要となる、 「④受験地増加に対する

要望」 と、 「⑤学科試験合格の有効期間延長、 及 び、 廃

止」 に つ い て 検 討 し ま し た。

その結果、 「⑤の学科試験の有効期間が廃止」 は、 建

設業法が法改正されれば、 平成１８年度より実施された新

試験制度における全ての合格者にとって有益であると考

え、 優 先 し て 取 り 組 む 事 に し ま し た。

平成１８年度合格者の有効期間は平成２４年度までです。

平成２２年度 （遅くても２３年度中） に法改正され、 有効

期間が廃止されれば、 全ての学科試験合格者が一一生有効

の 権 利 を 得 る こ と が で き ま す。

学科試験、 有効期間の法根 拠について

平 成１７年 ６ 月１７日 付 け で、 建 設 業 法 施 行 令 の一一部 を 改

正す る政令 （平成１７ 年政令第２１４号） 及 び関係省令・告

示 が 公 布 ・ 施 行 さ れ た こ と に 伴 い、 平 成１８年 度 か ら 「２

級施工管 理技術 検定試験」 ※の 学科 試験を、 工業 高校 等

の卒 業者及 び卒業 見込者が実務経験 を積 む前 に受 験が認

め ら れ て い ま す。

建 築 教 育 ニ ュ ー ス２０１０．１１

※建 設機械施工、 ⊥木施工管理 （薬 液注入、 鋼構造

物塗装）、 建築施工管理 （躯体、 仕上 げ） を除く

政令 （平成１７年政令第２１４号） の内容

１， 学科試験の受験について

実 務 経 験 を 積 む こ と なく ２級 技 術 検 定 の 学 科 試 験 の み を 受 験す

る こ と が で きる の は、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者

○ 高 校 の 指 定 学 科 を 卒 業 見 込 の 者 又 は 卒 業 後 ３ 年 以 内 の 者

○ 短 大 ・ 高 等 専 門 学 校 の 指 定 学科 を 卒 業 見 込 の 者 又 は 卒 業 後

２年 以 内 の 者

○ 大学 の 指 定 学 科 を 卒 業 見 込 の 者 又 は 卒 業 後１ 年 以 内 の 者

※学 科 試験 に 合格 し た者 は、 所 定 の 実 務 経 験 を 積 ん だ 後に

実 地 試験 を 受験 す る こ と が でき る。

※指 定 学科 を 卒業 し た 者 で あっ て も上 記 に 該 当 し な い 者 は、

従 来 通り、 実務 試 験を 積 ん だ後、 学 科 試験 と 実技 試 験を

同 時 に受 験 す る こ と が でき る。

２， 実地試 験の受験 について

上 記１ の 受 検 資 格 に よ り 学 科 試 験 の み を 受 験 し合 格 した 者 に つ

い て は、 次 の 技 術 検 定 の 学 科 試 験 が 免 除さ れ、 実 地 試験 の み 受

験 す る こ と がで き る。

○ 高 校 の 指 定 学 科 を 卒 業 した 者 で、 卒業 後 ６ 年 以 内に 行 われ

る 連 続 す る ２ 回 の 実 技 検 定 を 受 験 でき る。

○ 短 大 ・ 高 等 専 門 学 校 を 卒 業 した 者 で、 卒 業 後 ５ 年 以 内 に 行

わ れ る 連 続 す る ２ 回 の 実 技 検 定 を 受 験 で き る。

○ 大 学 の 指 定 学 科 を 卒 業 した 者で、 卒 業 後 ４ 年 以 内 に 行 わ れ

る 連 続 す る ２ 回 の 実 技 検 定 を 受 験 で き る。

※ 上 記１ の 受 検 資 格 の よ り 学 科 試 験 に 合 格 した 場 合 で あ っ

て も、 学 科 試 験 の 有 効 期 間 内 に 合 格 しな か っ た 場 合 は、

再 度、 学 科 試 験 か ら 受 験 す る。 そ の 際 は、 学 科 試 験 と 実

技 試 験 を 同 時 に 受 験 す る こ と が で き る。

以上の事から、 有効期 間を廃１トす るためには建設業法の

政令 （平成１７年 政令第２１４号） の実地試験に関する内容

の法改正が必要となります。

政 令の制 定手続 き

○閣議にお いて決定さ れる。 （内閣法第４条 第１ 項）

○主務の 国務 大臣が署名 し、 内 閣総理大臣が連署する。

（憲 法第７４条）

○天皇が公布する。 （憲法 第７条第１号）

○官 報に掲載さ れる が必要 になります。

政令 は、 命令の ひとつ で内閣が制 定し、 行政機関 が制

定する成文法であり、 命令の中で は優 劣関係 で最も高い

位置 づけになります。

① 学科試験有効期間、 廃止に関する 陳情について

既に ご存 じの通り、 昨年の衆議 院選挙で民主党への政

権交代 が行われ、 民主党では 「官僚主導の 政治」 か ら 「

政治家主導の政治」 へと改革を実行すると 公言されてい

ま す。 ま た、 税 金 の 使 わ れ 方 も 「コ ン ク リ ー ト」 か ら 「

人」 へ と も 言 わ れ て い ま す。 建 設 業 界 に お い て、 技 能、

技術の継承がなされなくなって しまう事は、 我が国の将

来にとって不利益だと考えます。 工業高校を卒業する生

徒 数 は、 ほ ぼ 毎 年 決 ま っ て い ま す。 こ う し た 中、 将 来 優

秀な人材になり得る技能者、 技術者を確保する意味でも

「２級施工管理技術検定試験」 学科試験合格の有効期間

を廃止 していただく必要があります。 有効期間が廃止さ

れることで、 建設業に就くことが可能な人材が一定人数

一３２一
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以一Ｌ確保され、 もの づくり産業の裾野 が広 がり、 優秀な

技術者・技能者 になる可能性のある者 が増えることは、

我が国の発展に必要 だと確信 しています。

そこで、 本試験を管轄する 国土 交通大臣前原誠司 様 （

衆議院議員、 民主党） に有効期間、 廃止に関するに 陳情

を す る こ と に し ま し た。

陳 情 書 は、 下 記 ３ 団 体 の 連 名 で 提 出 し ま し た。

全国高等学校土 木教育研 究会

（会長：平田健一様、 高知県 立高知工業高等学校長）

全国高等学校電気教育研 究連 絡協 議会

（会長：長田利彦 様、 神 奈川 県立 小田原城北工業高等学

校長）

全国高等学校建築教育連絡協議会

（会長：平林博 様、 東京都立葛西 工業 高等 学校 長）

平成２２年３月２３日 （火） に、 平林会 長の知 人である衆

議院議員初鹿明博様 （民 主党） のお 世話になり、 民 主党

副幹事長広野ただし様と国土交通大臣政務 官長 安豊 （た

かし） 様にお会いし有効期 間廃止の必要性 を説 明させて

い た だ き ま し た。 （ヒ 記 写 真）

訪 問 者 は、 平 林 会 長 を 団 長 に、 下 記 の 関 係 職 員 で す。

土木：豊出晃夫様

（全国高等学校 土木教育研究会事務局 長千葉県立東

総工業高校）

建築：五十嵐忠彦様 （本委員 会委員長栃木県立今市．ｌｌ業

高校）

小沢宏様 （本研究会副 会長都立総合工科高校）

鈴木隆様 （本研 究会事 務局 長都 立葛 西工業高校）

米原 良慈 様 （本研 究会次期副 会長都立田無工 業高

校）

石 井直樹 （本委員 会副 委員 長群 馬県立前 橋工業高

校）

平成２２年 ５月１９日 （水） に初鹿 様ら本試験の 実施団体

が 「事業仕 分け第二 弾」 の対象財 団法人になっ ている 旨

の連絡をいただきま した。 そ の後、 陳情及 び事業仕分け

に関す る具体的な回答はいただいていません。 今年度中

に建設業法の法改正、 来年度に官報への掲 載を実施して

いただくために、 今後も各関係機関と連絡を取っ ていき

た い と 思 っ て い ま す。

② 受験地増加に関する取り組み

受験地増加に対する要望も多く、 特に地方都市からの

切願が顕著です。 本委員 会では、 学科試験有効期 間の廃

止に関する陳情が実現された後に取り組むべき課題だと

考えていましたが、 「九州、 沖縄地区の校長会」 より下

記内容で受験会場増加の要望書が提出されていると情報

を受け、 「事業仕分け第二弾」 前に初鹿議員 に、 下記内

容に関する建設業振興基金の回答 （受験会場を増やすと

受験料の値上げが必要）について検証をお 願いしま した。

現時点では回答はいただけていません。

九州・沖縄地区、 受験会場増設の要望に関する経緯につ

いて

要望日：平成２１ 年２月１ 日

提出者：九州、 沖縄地区工業高等学校長協会

会 長：野見山秀樹様 （福岡県立福岡工業高等学校長）

（要望書取りまとめ）

森岡義幸様 （長崎県立長崎工業高等学校長）

提出先：国土交通省総合政策局建設業課長

（財） 建設業振興基金試験研修本部長

経 緯：九州地区は福岡、 鹿児島、 沖縄の３県の各１会

場で実施されているが、 平成２０年度九州地区工

業教育研究会で各県の受験会場 （会場増設要望

） を決議 し地区工業教育研究会の協力を得て要

望書を提出

要望内容： 「２級施工管理技術検定試験」 受験会場の増

設

回答内容：建設業振興基金からの回答は、 受験地の増設

は受験料の値上 げが必要になり、 現在の経済

情勢等から判断 しても受験者の不利益と考え

ら れ る 公 算 が 高 く、 困 難 で あ る。

③ 合格率の高い学校の指導方法の紹介

アンケー ト結果より、 合格率の高かった高校の協力を

得 て、 指 導 内 容 に つ い て ア ン ケ ー ト 形 式 で 回 答 い た だ き、

本研究会のＨＰに掲載させていただく予定です。

依頼校１．福井県
立武生工業高等学校

全日制都市建築科建築コース

（合 格 率 ：８５．１％ ４０／４７ 人）

２新潟県立新潟工業高等学校

全日制建築科

（合 格 率 ：７０．０％ １４／２０ 人）

（合格率は平成２０年度に本委員会実施ア ンケー ト結果）

④ 富士教育訓練センターによる講習会の実施

予算、 日程等の関係で希望があっても参加できない状

況を考慮 し、 富士教育訓練センター専務理事菅井文明様

悔 築教・研究会
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に．・日受講などの 部分受講の実 施や 講習会開催場所の拡

大 （東京都内等） に関する受講体制の柔軟な対応につい

てお 願い しま した。 菅井様には、 今年度総会の 「福島大

会」 で、 下 記７つ の 内 容 に つ い て も 説 明 い た だ き ま し た。

１，富士教育訓練センターの建設業界での位置づけ

２．建築施工管理技士の建設業界での有用 性

３．受験指導にあたっ て 「出題傾向と対策」 のワンポ

イ ン ト ア ド バ イ ス

４． 同 講 習 会 の 富 十 で の 実 施 と， 今 後， 東 京 な ど の 地

域での開催の可能性

５．建築系高 校生 徒体験実習の 就職への 有利性

６．「２ 級建築施工管理技十学科試験」 の高校生受験の

意味

７．同
上の受験者 数の拡大 と指 導者 講習への参加

⑤ 建築系高校生徒体験実習について

本委員会では、 平成１６年度より富士教育訓練センター

の協力により、 表記体験実習を夏休みに３泊４日で実施

し て い ま す。

今年度は、 教育訓 練負担 金として建設業協 会からの 補

助 金 を 受 け 東 京 都、 千 葉 県、 山 梨 県、 神 奈 川 県、 愛 知 県

が 参 加 し ま し た。 実 習 内 容 は 安 全 教 育、 足 場、 鉄 筋、 型

枠、 測量作業 等で、 富士教育訓 練セ ンターの広大 な実習

場 で 実 施 し ま し た。

宿泊による集団生活を通 して、 建築現場 で最も 大切 な

安 全 確 保 ・ 協 調 性 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成 も 目

指 しています。 参加生徒は 「厳 しい指導 ではあったが 充

実 した体験が でき、 大変勉強になり 良い思い出が できた

」 との感想です。 来年度以 降も継続 して実施 していきた

い と 考 え て い ま す。
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写 真 ３，冨 士 教 育 訓 練 セ ンタ ー 体 験 実 習 の 様 子

活動 ２． 「情報の共有化」 について

本委員 会では今後、 全国の先生方と情 報を共有しなが

ら様々 な活動 を実 施していきたいと考えています。

西 日本 工高建築 連盟総会 「三重大会」、 及び、 本研究

会総 会 「福 島大会」 にお いてメ ール等による 情報の共有

化をお願 いし３０名の先 生方のご協力 を得るこ とができま

し た 。

活動３． ジュニアマ イスター顕彰制度のポイン ト増の要

望につ いて

平成２２年３月１８日 （木） に、 全国工業校長協会 に、 全

国高等学校土 木教育研 究会、 及 び全 国高等学校建築教育

連絡協議会の両会長名 で、 現在の１２ポイ ントから２０ポイ

連絡協議会の両会長名で、 現在の１２ポイ ントから２０ポイ

ントへの増 加に対する協 議書を提出しました。 残念なが

ら現時点では認められていません。

今後も、 ポイ ント数の増加 要望を継続していくたいと

思 っ て い ま す。

活動４． 「福祉住環境コーディネーター検定試験」 等に

関 する 見学会、 講演 会の開催 について

「今後、 特に重点 を置 いて 生徒 に指 導していく 資格や

検 定試験」 に関 をする設 問の アンケー ト回答で、２３校が

「福祉住環境コー ディネーター検 定試験」 を挙げていま

す。 そこで、 この結 果を受けて講演会 等の 開催 を来年度

の実施に向 けて検討 しています。

活動５． 就職 に有利な 資格 ・検 定試 験の調査、 研究につ

いて （特に女子生徒の進路指導対策につ いて）

各都道府県において求人状況は異なると思いま しが、

全国的には経済不況の影響で求人 数の減少 が著 しく なっ

て い る と 思 わ れ ま す。 ま た、 近 年、 建 築 ・ イ ン テ リ ア に

関するテ レビ番組等の影響か らか、 女子生徒の 入学 が増

えているとのお話を伺う機会が多くなったと感じています。

そこで、 工業高校生にとって就職に有利な資格・検定

試験に関する調査、 研究を していきたいと考えています。

◎ 諸先輩に敬意を表して

今回、 「２級施工管 理技術検 定試 験」 学科 試験、 有 効

期間廃止に関する陳情活動を通 して、 法律の一文言 （有

効期間の年数） を削除していただく要望をするだけでも

想像していた以上の苦労を感 じま した。

陳情する事ができたのは、 全国３団体の会 長である平

田健一様 （高知県立高知工業高等学校長）、 長田利彦様

（神奈川 県立小 田原城北工業高等学校）、 平林博様 （東

京都立葛西工業高等学校長） のご指導、 ご鞭捷によるも

の だ と 感 謝 し て お り ま す。

ま た、 「２級施工管理技術検定試験」 の前身である 「

建築技 術検定試験」 が平 成８年度（土 木等 は平成２ 年度）

から実施さ れて いる 事の 凄さ に、 改めて委員一同、 感銘

を 受 け て い ま す。

高校 在学 中に挑戦 できる建 設系 の資格・ 検定がないこ

と を案 じ、 「建築技術検 定試験」 実現の為 に、 各関係機

関への 陳情、 要望を 繰り 返さ れた先生方全員の 活躍 に敬

意 を 表 し ま す。

そ して、 我々 はご尽力いた だい た先 生方の思 いを 受け

継 ぎ、 生徒の指導に当たっていく必要 があると 強く 感じ

て い ま す。

本委員会では、 今後も生徒の学習環境向上の為に 努力

し て い き た い と 思 っ て お り ま す。

今後も ご理解、 ご協力をお願い申 し上 げます。

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０，１１
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１６． 岩手 県 報 告

岩手県立盛岡工業高等学校

達谷窟 敬 祐

１．は じ め に

岩手県には、 最盛期には建築科が４科設置されていた。

明治３１年設立の岩手県立盛岡工業高校建築科を初め、

県立大船渡工業高等学校建築科、 県立久慈工業高等学校

建築科、 そして 私学の雄、 専修大学付属北上高等学校建

築科が、 製図コンクールや競技設計等で覇を競っていた

のである。 しかし残念なことに純粋な建築科は存在 しな

い。 現在は盛岡工業高校建築・デザイ ン科（定数４０名）

と久慈工業高校建設環境科 （定数４０名） で、 建築教育

がなされている に過 ぎない。 岩手県では長引く建設不況

と相侯って、 ８０余社が談合の疑いで今年４月に指名停

止処分を受ける など、 建設業は、 薄明かりさえ見えない

状況にある。 その厳 しい環境の中におかれる建築系学科

２ 校 の 現 状 に つ い て、 か い つ ま ん で 報 告 し た い。

２． 岩手県立盛岡工業高等学校建築・デザイ ン科

本校建築科の歴史は、 盛岡工業高校の歴 史でもある。

明治３１年に機械科の前 身である 金工科と建築科の前身

である木工科が産声 を上 げた。 爾来建築科 は数多の建築

技 術 者 を 排 出 し、 岩 手 の み な ら ず、 日 本 の 近 代 化、 戦
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後の復興と高度成長を建築技 術の側 面から支えてき たの

で あ る が、 平 成１９年 に 廃 科 が 決 ま り、 同 じ く 廃 科 と な っ

た デ ザ イ ン 科 と 統 合 し て、 平 成２０年 度 よ り 建 築 ・ デ ザ イ

ン科として生徒募集が行われた。２０年度入学生は完 全コ

ース制で、 １年次のみ 「建築構造」 等を共通履 修する が、

２ 年 次 よ り 希 望 に よ っ て 建 築 コ ー ス と デ ザ イ ン コ ー ス に

分 か れ て 旧 来 の 建 築 科、 デ ザ イ ン 科 の カ リ キ ュ ラ ム で、

専 門 の 授 業 を 行 う こ と に な っ た。

おりしも耐震偽装事件が発覚し、 旧来は工業高校建築

科を卒業後３年間の実務経験を経て、 二級建築士もしく

は木造建築士の受験が可能であっ たが、 ２１年度入学生

からはそれに相応しいカリキュラムであるか否かについ

て、 審 査 機 関 の 認 可 を 得 る こ と が 必 要 と な っ た。 そ こ で、

本校では思い切ってコース制を改廃し、 建築専門科目を

主 と し た カ リ キ ュ ラ ム に 改 編。 建 築 ・ デ ザ イ ン 科 の 生 徒

全員の、 二級建築士もしくは木造建築士への受験を可能

にした。 したがって２１年度入学生は建築科目を履修す

るする機会が増え、 デザイ ン科目は計８単位のみの選択

制 へ と 変 わ っ て い る。

２２年３月 に最後の建築科卒業生が巣立ち、 建築科は幕

を 閉 じ た。 そ し て、 建 築 ・ デ ザ イ ン 科 初 め て の 卒 業 生 が

世 に 出 る の で あ る。 ２１年 度 の カ リ キ ュ ラ ム 改 訂 に よ り、

現建築・ デザイ ン科の授業内容は他校の建築科と相違の

な い 現 状 に な っ た が、 か つ て の ゼ ネ コ ン に 換 り、 サ ブ コ

ン が 主 な 就 職 先 と な っ た 昨 今、 デ ザ イ ン 科 目 に 替 え て、

設備や環境、 そ して建築技能の 分野も、 本校の建築教育

に 欠 か せ な い も の に な る で あ ろ う。

３． 岩手県立久慈工業高等学校建設環境科

昭和３９年４月１日、 岩 手県立久慈高校に建築科を設

置。 昭 和 ５ ５ 年 ４ 月 １ 日、 土 木 科 と 共 に 移 管、 新 た に イ

ンテリア科を含めた３学科 で、 久慈工業高校 が開校され

た。 平 成 ３ 年 １ ０ 月

５ 日、 県 教 委 の 県 立

高校再編 によるイ ン

テリ ア科の募 集停止

に伴 い、 建築科の 中

に イ ン テ リ ア の 授 業

内容を取り入 れるこ

と と し、 平 成 ６ 年 度

の教育 課程から類型

別の 選択の形 で建 築

と イ ン テ リ ア の ２ コ

ー ス を 実 施。

平成１ ６年 度には 久慈工業高校 校舎

県立高等学校新整備 計画により、 久慈農林高校・ 久慈商

業高校・ 久慈 水産 高校 が統 合さ れ、 久慈 東高校となる。

久慈工業高 校は、
一村一 校と いうこと もあり統廃合に

はならなかっ たが、 そ の後の景気の低迷 による就 職難や

生徒数の減少等により、 建築科・ 土木科志望 者の 定員割

れが続き、 平成１９年 度には建 築科・ 土木科 を募 集停止

とし、 代 わり に建設環境科 （２クラス８ ０人定員） を 設

置。 その後も定員 割れが続 き平成２ ２年 度には、 １クラ

ス ４ ０ 人 の 定 員 と な っ た。

久慈高校時代から数えて通算 ４３回の 卒業生を 送り だ

した建築科は、 建 設環境科 建築 コース として新た なスタ

ー ト を 切 り、 平 成 ２ ２ 年 ３ 月、 建 築 コ ー ス と し て 最 初 の

卒業生が建築業界に巣立っ ていった。

４． む す び に

建設投資額は経済成長とともに伸 長し、
バブル景気 に

沸いた平成４年にピークを迎え、 ８年に戦後２番を記録

し た。 そ の 後 は 右 肩 下 が り で、 １ ６ 年 は
ピ ー ク 時 の ６ 割

程までに激減。 １０年余の建設不況による採用抑 制の 影

響は、 技能労働者を中心に高齢化が進み、 優 秀な若手を

育 成 し な い と、 技 の 伝 承 が 困 難 に な っ て い る 現 状 の な か、

工業高校建築科の果たす役割には、 大きいものがある の

で は な い か。

平成２２年現在、 工業高校に純粋な建築科のない県は、

岩手だけある。 いかに時代が変わろうとも、 岩手の建築

教 育 の 灯 を 消 し て は な ら な い。

卜日本建築教育研究会
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１７． 山 形 県 報 告

山形県立山形工業高等学校

伊 藤 秀 一

１． 山形県立山形工業高等学校 全日制

建築システム科

本校は大正９年に山形県立山形⊥業学校として創立さ

れ、 今 年、 創 立 ９ ０ 周 年 を 迎 え る。 昭 和 ２ １ 年 ４ 月 に 設

置された建築科は平成１４年に学科改編により建築シス

テ ム 科 と な っ た。 こ れ ま で 幾 多 の 試 練 と 苦 難 を 乗 り 越 え、

今年度卒業生を含めると．二千五百名を超える有為な人材

を建築業界に送り出 している。 建築科創設以来、 職員 ・

生徒一丸となって営々辛苦築き上 げてきた諸活動の足跡

の中から独特の科風と伝統が生まれ、 ６４年を経た今日

ま で 受 け 継 が れ て い る。 時 代 の 移 り 変 わ り は あ っ て も、

これまで培ってきた伝統を大切に し、 次代を見つめ人間

性を重視 した創造性豊かな建築教育を目指 したい。 特に

「課 題研 究」 は、 ３年生がテーマを 設定 し考察 していく

もの で、 施工系・計画系・意匠系 （卒業設計） なと多様

な 課 題 に ア プ ロ ー チ し、 大 き な 成 果 を 上 げ て い る。 生 徒

全員の研究成果は、 毎年、 科課題研究発表会で保護者や

後輩 に披露さ れ、 研究内容 はクラスで１冊の 課題研究集

録集 に収め られ保存 している。 （現在、 ２１冊所有）

創 立９０周年に 際し、 伝統技術への挑 戦と して、 毎Ｈ

生徒 は 「三光 門」 の製作に汗を流 している。 （山工は 二

光 に 通 じ、 国 の 光、 親 の 光、 師 の 光 を 指 す。 ま た、 本 校

同窓会は三 光会と称さ れる。）一 駄 踏
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三光門の製作

２ 山形県立米 沢工 業高 等学 校 全日制

建設環境類 （建築コース）

本校は明治３０年に開校 し、 今年で創立１１３年を迎

え、 全国のＴ：業高校の中でも６番目にできた伝統ある学

校です。 上杉藩時代に発展 した地場犀業である米沢織り

を近代化させる為に、 米沢 市立 ｒ業高校と して設立され

ま し た。 創 立 １ ０ ０ 周 年 を 記 念 し て、 １ ３ 年 前 に 現 在 の

地 に 新 築 移 転 を し、 ８ 学 科 制 か ら ４ 系 ・ １ ２ コ ー ス 制 と

な り、 平 成 ２ ０ 年 度 か ら は 類 ・ コ ー ス 制 に 変 更 し、 現 在

下 記 の よ う に な っ て い ま す。

「機械生産類＝定員８０名」

（機 械 設 計 コ ー ス ・ 機 械 加 工 コ ー ス ・ 素 材 技 術 コ ー ス）

「電気情報類：定員８０名」

（電 気 コ ー ス ・ 情 報 技 術 コ ー ス ・ 意 匠 コ ー ス）

「建設環境類：定員８０名」

（建 築 コ ー ス ・ 土 木 コ ー ス ・ 環 境 化 学 コ ー ス）

※その 他に 本校で は専攻科で ５年 間の 一貫 教育 を行って

います。 現在学校 全体で取り組ん でいるこ とは 「ゼロエ

ミ ソ シ ョ ン」 計 画 で、 機 械 生 産 類 で は 電 気 自 動 車 を 製 作。

電気情 報類 では風力 発電 と太陽光 発電の利用。 そして建

設 環境類で は、 上記の自然エ ネルギー発電 を電 気自動 車

に充電できる 「エコ 車庫」 の 建築 に取り組 んでいま す。

今年の１０月の学校 祭で上棟 式を行い、 １１月 の完成を

目指しています。 今後、 他の自然エネルギー発電の利用

や、 電 気 自 動 車 の 放 電 と あ わ せ、 「プ ラ ス エ ネ ル ギ ー 住

宅」 の 研 究 を 模 索 し て い る と こ ろ で す。
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３． 山形県立鶴岡工業高等学校 全日制

建築システム科

本校 は、 明 治２８年 に開校した鶴 岡町立鶴岡染織学校

を前身として、 大正九年に山形県立鶴岡工業学校として

開校しま した。 本科は開校と同時に木材 且芸科として設

摺 さ れ、 大 正 １ ５ 年 ８ 月 に 建 築 科 と 改 称。 さ ら に 平 成 １

３ 年 に 現 在 の 建 築 シ ス テ ム 科 に 至 り ま し た。 こ れ ま で ３，

４４６名の卒業生を輩出しております。

現在の教育課程は、 少子化等による生徒数の減少によ

り、 全県的にほぼ均等に学科改編が実施される中、 平成

１ ３ 年 度 か ら 学 年 進 行 で ス タ ー ト し、 平 成 １ ５ 年 度 に 完

全実施されました。 現教育課程のポイントは、 「自ら学

ぶカリキュラム」 と 「進路希望の多様化に対応できる学

習 シ ス テ ム」 の 二 つ で あ り、 こ の 課 題 を ク リ ア す る た め

に大幅な選択制を導入することとなりました。 選択科目

の う ち、 居 住 環 境、 造 形、 建 設 実 習、 建 設 概 論 の 学 校 設

定科目を取り入れ、 柔軟な運用を考えま した。 各科とも

就職関係２、 進学関係１の計３つの類型と選択科目を設

定 しており、 本科は、 「建築技術者」 「土木技術者」 「

理工系大学進学者」 の３コースが選択できます。 平成２

１年度入学生からは建築ま 法改ｉＬに伴い、 一級建築士試

験の受験資格要件に合わせて建築法規と建築施工を必修

科目と し、 上木系科目の建設実習と土 木構造設司が 除か

れ現在に至っています。 現在、 平成２５年から 全面実施

となる新教育課程への移行を研究 中です。

建 築教育 ニュ ース２０１０ １１
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山形県建築士会主催の高校生卒業設計デサイ ンコンク

ールには毎年力を入れて取り組んでおり、 平成２１年度

に は、 設 計 お よ び 模 型 部 門 を 通 し て 最 優 秀 １， 優 秀 ３ の

上 位 入 賞 を 成 し 遂 け ま し た、

嘩毎１竿 茱 設 訂 ＿」ノ ツ ー ル Ｃπ貝５辰つ１こ二王 徒１こそ５

４ 山形県立新庄神室産業高等学校 全日制

環境 デザイ ン科 （建築 コース）

本校は、 昭和 ３７年に創立 した新庄工業高等 学校 を母

体とし、 平成１５年４月、 新庄農 業高等学校と統合 した

農業と工業一体型の新 しいタイ プの専 門高校 である。 当

初は建設システム科 と建築テ ザイ ン科の２学科 に土 木・

建 築 ・ イ ン テ リ ア の ３ つ の コ ー ス を 設 置 し て い た が、 平

成２１年度より２学科を環境 デザイ ン科と して改編 し、

土木系と建築系科目の選 択制と、 共通科目と してテ ザイ

ンや環境工学を履修するカリキュラムを編成 した。 教育

内容の特徴は、 実習の共通課 題と選択 課題 である。 共通

課題は２年次で初級ＣＡＤ検 定と レタリ ング検定、 平屋

建 て 住 宅 模 型 製 作、 パ ー ス 演 習 を 行 い、 ３ 年 次 は ２ 階 建

て 住 宅 模 型 の 製 作 を 行 う。 選 択 課 題 は ２ 年 次 に、 材 料 ・

施 工 実 習、 木 材 加 工 実 習、 デ ザ イ ン 実 習、 ３ 年 次 で、 施

工実習、 家具製作実習・ＣＡＤ実習か ら選択するもので

あ る
。

また、 平成１６年度か ら３か年にわたり文部科学省 「

目指せスペシャリス ト」 事業の指定を受け、 「屋根上の

積雪の有無と屋 上緑化が室内温度に及 ぼす影響」 に関す

る 研 究 に 取 り 組 ん た。 さ ら に 今 年 度 ま で の ３ 力 年、 文 部

科学省と経済産業省から 「ものづくり産業担い手育成モ

デル事業」 の指定を受け、 地域企業との連携による実践

力の向上を目指 し、 「建築大工技能検定３級試験」 に向

けた外部講師招聰講習会や、 教員の企業研修 （５日間）

を 実 施 し て い る。 そ の 他、 本 校 の 特 色 で あ る デ ザ イ ン 分

野では、 全国高等学校デザイ ン選手権において、 優勝２

回、 準 優 勝 ２ 回、 第 ３ 位 １ 回 な ど、 着 実 な 成 果 を あ げ て

い る
。
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５ 学校法人山形電波学園

山形電波工業高等学校 全日制

やま がた創造工学科 （住環境テ ザイ ンコ ース）

本校は、 昭和２８年に山形高等無 線通信学 校と して 設

立さ れ、 その後昭和３６年山形電波工業 高等 学校か創立

さ れ た。 建 築 科 は 昭 和 ４ ２ 年 に 設 置、 現 在 に 至 っ て い る。

平 成 ２ １ 年 に は、 そ れ ま で の ５ 科 体 制 を 発 展 的 に 改 組 し、

「やま がた創造工学科」 を 設置、 コース制を 導入すると

同時 に工業科の中の進学コース である 「創造工学コース

」 を 設けるな ど普通科志向 にも対応 した北 海道・東北地

区唯一の私立工業単科高校 である。

現 在 の 住 環 境 デ ザ イ ン コ ー ス は、 こ れ ま で の 士 木 科 ・

建築科の内容を踏襲 して両科の特性を牛 かした教育を行

っ て お り、 実 験 ・ 実 習 ・ 現 場 見 学 な ど、 実 体 験 を 基 本 と

した授業展開に力を入 れている。 その中 でも特に力を入

れ て い る の が、 木 材 加 工 演 習 で あ る。 毎 年 ６ 月 に 行 わ れ

ている高校生ものづくりコ ンテス ト木材加工部門では過

去２回東北プロソク大会に出場 した他、 技能検定３級 （

建築大工） の合格者も多数輩出 している。

そ の ほ か、 ３ 年 次 に 実 施 し て い る イ ン タ ー ン シ ノ プ や

現場見学、 ものづくりを通 した地域貢献活動と して、 学

校最寄駅のＪＲ高擶駅周辺の美化活動と して、 啓蒙看板

の設置や駅前広場ヘベ ンチ設置 （天童市へ寄贈） 等積極

的 に 取 り 組 ん で い る。

進路については例年６０％が就職、 ４０％が進学であ

り、 就 職 に つ い て は 県 内 ・ 県 外 半 々 の 希 望 状 況 で こ こ 数

年 の 就 職 決 定 率 は １ ０ ０ ％ を 誇 っ て い る。

高 校 生 も の づ く り コ ン テ ス ト東 北 大 会 の 様 子

校 舎 正 面 と 鳥 海 山

東日本建築教育研究 会
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１８． 埼玉県の工業高等学校の現状

埼玉県立川越工業高等学校

山 口 浩 司

１． は じ め に

埼玉県は、 １６校の県立工業系高 等学校があります。

その中で、 建築科は東西南 北それぞれ１ 校に設置 されて

お り ま す。

川 越工業高校は創立１０３年の伝統校であり、 昭和８

年には野球部が甲子園に出場しています。 また熊 谷工 業

高校は、 ラグビーの名門校で、 平成 ３年全国大会優勝 の

実績があります。

さて建築科は、 埼玉県工業教育研究会の下で、 「建 築

設備部会」 と して活動 しています。 この部会は建築科の

先生方の研修と親睦を目的に昭和５０年に発足致しまし

た。 そ の 後、 昭 和 ５ ９ 年 に 浦 和 工 業 高 校 「設 備 シ ス テ ム

科」 が新設され、 現在５校で部会を運営 しています。

主な事業として

（１） 年１回 総会・研究発表・外部講師を招 いた講演

会

（２） 年２回 建築設備部会委員会

（３） 製図展 各校の文化祭で生徒作品を巡回展示

（４） 埼玉県産業教育フェアに部会として 「製図展」 を

実施

等 が あ り ま す。

建築科のある４校を紹介いた します。

２． 埼 玉県立春 日部 工業高等 学校

昭 和 ３ ９ 年 （１ ９ ６ ４ 年） に 創 設 さ れ、 今 年 で ４ ６ 年

目 を 向 か え る 工 業 高 校 で す。 建 築 科 ・ 機 械 科 ・ 電 気 科 の

３学科が設置されています。 埼玉県東部に位置 し、 地元

春日部市を中心に越谷、 杉戸、 岩槻をは じめ茨城県や千

葉県の生徒も通学 しています。

校 訓 は、 「創 造 ・ 責 任 ・ 誠 実」 、 教 育 目 標 は、 「も の

づ く り の ワ ザ を み が く こ と を 通 じ て、 心 を 育 て、 人 づ く

りをする」 ことを掲 げています。

部活動 では、 ワ ンダーフォー ゲル 部が５年連続関東大

会 に 出 場 し て い る 他、 陸 上 部 ・ ス キ ー 部 ・ 柔 道 部 な ど も

関東 大会の常 連校と して活躍 しています。 学習環境も整

っ ていて、 生徒一 人ひとりの就職先や進学先 にあうカリ

キュラム を生徒 自身が組めるような、 大 幅な 選択制を取

り 入 れ て い ま す。

建 築 科 で は、 計 画 ・ 構 造 ・ 施 工 ・ 法 規 ・ 製 図 の 基 礎 基

本を学び、３年聞で２級建築士レベルの内容を目指してい

ます。 ま た、 ２級建築 施工 管理 技術 士試験 （学科） 、 住

環境福祉 コー ディ ネー ター ３級 などの資格 試験にも挑戦

し、 合 格 者 も 年 々 増 加 し て い ま す。

建築製図では、 東日本建築教育研究会の設計コンクー

ルで毎年数多く入賞を果たしています。

学校行事として、 「市内小学校との交流事業」 を実施

しています。 小学校の昼休みに生徒がお邪魔して、 建築

科では 「ペン立て」 作りや簡単な住宅模型を、 一緒に作

り交流を しています。

３． 埼玉県立川越工業高等学校

明治４１年埼玉県立川越染織学校と して開校 し、 昭和

１２年４月 埼玉県立川越工業高等学校と改称され、 県内

で最も歴史ある工業高校です。 校訓は 「誠実・勤勉・創

意」、 教育目標 「豊な人間性の中に確固たる信念と実力

のある前途有為な実践的技術者を育成する」 ことを掲げ

て い ま す。

川越市は、 埼玉県の西部に位置 し、 ＪＲと私鉄２社が

乗り入れているため交通の便が大変良く、 そのため市内

の高校は募集定員を割ることがありません。

部活動では、 自転車競技部が毎年イ ンターハイや国 体に

出 場 し、 全 国 的 に 認 知 さ れ て い ま す。

設 置 学 科 は、 デ ザ イ ン 科 ・ 化 学 科 ・ 建 築 科 ・ 機 械 科 ・ 電

気 科 の ５ 学 科 ７ ク ラ ス で す。 ま た、 約 ７ ０ ％ が 就 職 希 望

者 であるため、 進路指導の一環と して 外部講師 を招き、

面接指導 に力を 入れています。

建築 科は、 生 活の 基本となる 「住」 につ いて座学 や製

図 を通して 理解 させると 共に、 実習 では椅 子作 りや 木工、

住 宅模型、 鉄筋 組立など、 実際に体験 しながら学習 させ

て い ま す。 最 近 で は、 技 能 検 定 に チ ャ レ ン ジ さ せ、 こ の

２年間で 「建築大工 ３級」 １ ０名、 「とび３級」 １４名

が 合 格 し ま し た。

課題研究では、 住 環境福祉 コー ディ ネー ター ３級 取得

を 念 頭 に し た 講 座 を 設 け、 合 格 を 目 指 し て い ま す。 ま た、

大学主催の設計コンペも講座 として力 を入れ、 今年 度初

め て 賞 を 取 る こ と が で き ま し た。 そ の 他、 特 別 支 援 学 校

へ積み木を製作し贈呈するな どボランティ アにも力 を入

れ て い ま す。

４． 埼玉県立大宮工業高等学校 （全日制）

大 正 １ ４ 年 に 開 校 し、 ２ １，０ ０ ０ 余 名 の 卒 業
生 が 社 会

で活躍 しています。 伝統のある高校で、 卒業生は 「宮工

」 という名を大切に思い、 わが国の技術を支えてきまし

た 。

平成１３年５月近隣の市と合併 し、 １００万都市 「さ

いたま市」 が生まれま した。 本校は旧大宮市の北に位置

し、 住 所 も 北 区 と な り ま し た。 校 訓 は 「至 誠 一 貫 ・ 質 実

剛健」。 教育目標は 「現代工業の基本的知識、 技術を身

に つ け、 つ ね に 科 学 的 に 考 え、 行 動 に あ た っ て は 骨 身 を

惜 しまない実学の徒を育生する。」 ことを掲 げています。

部 活 動 で は、 柔 道 部 が イ ン タ ー ハ イ １ ８ 年 連 続 出 場 し、

団 体準優勝・個 人優勝な ど輝 かしい成績を残 しています。

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０．
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機械科・電気科・電子機械科・建築科の４学科が設置

さ れ、 専 門 分 野 を コ ー ス 制 に す る こ と で、 生 徒 の 目 的 に

応じた学習を展開 しています。

建築科では、 将来設計士と しての基礎的な学習とデザ

イン演習を中心と した 「設計デザイ ンコース」 と大工・

施工管理者などの技術者としての学習や実習を中心とし

た 「施 工 エ ン ジ ニ ア コ ー ス」 を 設 け て い ま す。 ま た、 技

能士 （２ 級 ３級） の資格取得に力を入 れており、 建築

大工３級施行後、 高校生では全国初の２級合格者を３名

出 す こ と が で き ま し た。
華

バ
類

５， 埼玉県大宮工業高等学校 （定時制）

本校定時制は、 平成１２年に工業技術科が新設され、

男女共学の単位制高校に移行しま した。 工業技術科とい

うくくりの中に、 機械類型と建築類型があり、 生徒の興

味関心に応じて科目が選択できます。 定時制高校と して

は、 県 内 唯一一の 建 築 が 学 べ る 学 校 で す。

今 年 度 の 生 徒 在 籍 数 は、 ２ ２ ８ 名 で、 こ の 数 は 年 々 増

加傾向にあります。 また、 普通高校を卒業 した後に専門

科目を学ぶために、 特別編入生も在籍 しています。

１年次 「工業技術基礎」 では、 計算技術検定合格に向

けて授業を行い、 後半は各科に別れ実習を行っています。

２年次からはそれぞれ選択した学科の授業を学 びます。

課題研究では、 各生徒が取り組んだ成果を全生徒、 職

員、 保護者の前で発表する場を設け、 下級生にも良い刺

激 に な っ て い ま す。

平 成 ２ ０ 年 か ら 「オ ー プ ン ス ク ー ル」 と 称 し て、 近 隣

住民を対象に学校施設を開放 し取り組みや特色を理解し

て い た だ い て い ま す。 建 築 類 型 で は、「親 子 木 工 教 室」

を 行 い ま し た。

６， 埼玉県熊谷工業高等学校

昭和４１年に熊谷商工高等学校から分離独立 し、 ４３

年を迎えた工業高校です。 設置学科は建築科、 土木科、

電気科、 機械科、 情報技術科の５学科で、 「豊な個人の

育成」 ・ 「社会的公民的資質の育成」 ・ 「職業能力の育

成」 を教育目標に掲 げ、 工業技術の修得に力を

入 れ て い る 工 業 高 校 で す。

本 校 は、 埼 玉 県 の 北 部 に 位 置 し、 北 は 利 根 川、 南 に は

荒川 が 流 れ、 風 光 明 媚 な 地 域 に あ り ま す。

部 活 動 で は、 ラ グ ビ ー 部 の ほ か、 近 年 は ソ フ ト テ ニ ス 部

の活躍が顕著で、 関東大会出場の常連校と して知られる

よう に な り ま し た。

平 成 １ ４ 年 度 に イ ン タ ー ン シ ッ プ を 導 入 し、 １ 学 年 全

生徒 を３日間の企業実習 に行かせています。 県内の工業

高校の先駆けとして注目されている学校行事の一つです。

建 築 科 で は、 計 画 ・ 構 造 ・ 施 工 ・ 法 規 ・ 製 図 の 基 礎 基 本

を学び、 ３年 次の 課題研究では、 希 望者の中から 「デュ

アルシス テム」 として、 企業実習 や大学の講座に参加 さ

せ、 これは県内でも数少ない教育の一つ として注目され

て い ま す。 ま た、 「埼 玉 の 木 の 家 ・ 設 計 コ ン ペ 最 優ｉ秀 賞

連続受賞」、 「ものづく りコンテスト関東大会 連続

出場」 な ど、 意欲ある生徒達が育っ ています。

平成２１年度、 熊谷市内の小学生を対象とした 「あっ

たらいいな こんな家」 デザイ ンコンクールを実施しま

した。 今年で２回目ですが、 応募数もかなり増えて選考

に苦労しています が、 興味関心をもったこ ども達が増 え

ることで、 工業高校建築科の生徒募集に繋がればと期待

し て い ま す。

７． お わ り に

埼 玉県も少子化の中で、 進学有名 校は別 としても生徒

募集に大変苦慮してお りま す。 工業高校 も平成２３度１

校 が 募 集 停 止 し、 平 成 ２ ５ 年 度 か ら １ ５ 校 と な り ま す。

生徒 募集も中学生対象の一 日体験や 説明会だけでは、 限

界がある よう に感じられます。

埼 玉の工業高校 は今、小学 生か ら「ものづくりの楽しさ

」 を生徒 と共有させる 事業 を展 開しています。 中 でも川

越工業高校は、今年夏休み、 初めて「ＮＰＯ川越こ ども大学

」 と 協 力 し て、 約 ２ ０ ０ 名 の 子 ど も た ち を 招 き、 「も の

づく り体験」 を実施いたしま した。 将来 「工業高 校に入

学したい子どもた ち」 が増 えること を期 待しているとこ

ろ で す
。

さて景 気低 迷が続く 中、 建設 業界もこ の荒波に さらさ

れ、 埼 玉 県 で も 採 用 の 手 控 え を 強 く 感 じ ま す。

そこ で、 入学生の 進路 保障 を確 実にする ため に専 門教育

の 充 実 と 共 に、 「イ ン タ ー ン シ ッ プ」 や 「デ ュ ア ル シ ス

テム」 などの 企業実習 を積極 的に取 り入れ、 早い段階か

ら興味関心を持たせる ことが必要である と思 います。 今

後こ れについても建築 設備 部会で協 議できればと 考えて

おり ます。 先進的に行われている学校様 がありま した ら、

是非ご紹 介いただければ幸 いです。

睡日本建築教育研究会

一 ３９ 一
建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２０１０．１１



１９． 神奈 川 県 報 告

神奈川県立小田原 城北工業高等学校

鈴 木 啓 之

１， 神奈川県立神奈川工業高等学校 全日制 建設科

横 浜 ベ イ ブ リ ッ ジ を バ ッ ク に 赤 レ ン ガ 倉 庫 ・ 大 桟 橋 を

見渡す１０階建校舎の本校は明治４４年に神奈川県立工

業学校と して設立された。 創立当初は建築科として設

置され、 平成３年に建設科へと学科改編が行われた。

平成２３年に創立１００周年を迎える県内で最も歴史あ

る工業高校である。 卒業生も３万人を超え、 神奈川 の

みならず日本の工業を支え活躍をしている。 ここ数年

は大学進学を希望する生徒が増えており、 約１／３の者

が大学進学を している。

本 校 建 設 科 で は、 １

年で木構造を中心に行

い、 ２ 年 で 鉄 筋 コ ン ク

リー ト構造、 鋼構造の

授 業 を 行 っ て い る。 実

習では木材加工か ら実

物大の木造軸組・鋼構

造の施工実習を行って 校 舎

い る。 そ し て、 製 図 ・ 課 題 研 究 で の 自 主 設 計、 卒 業 設 計

等を通 して生徒の創造力を育むことを中心に社会で活躍

できる人材の育成を目指 している。

また、 来年度に開催される東日本建築教育研究会 神奈

川大会は創立１００周年を迎える本校を会場と して行う

予 定 で あ る。

２ 神 奈川県立神奈川工業高等学校 定時制 建設科

本校は近隣に 「みなとみ らい地区」 の高層 ビル郡の夜

景を望み、 高層建築の校舎、 全館冷暖房等、 教育環境に

は 恵 ま れ た 学 校 で あ る。

明治４４年に全日制は開校 し、 定時制は大正５年に開校し

た。 戦前・戦後の学制改革を経て今日に至る。 来年度 （

２０１１） は１００周 年 記 念 の 行 事 も 予 定 さ れ て い る。

現在の 定時制課程は機械科２ク ラス ・建設科 （建築）１

ク ラ ス ・ 電 気 科１ク ラ ス の 計４ク ラ ス の 編 成 で あ る。

教育課程は四修制を基本とするが三修制を取り入れた

一部の生徒 は３年 生で 卒業する。 履 修は普通科目４５単位、

専 門 科 目３１単 位 （構 造、 計 画、 設 計、 施 工、 法 規、 製 図

等） で あ る。 実 習、 課 題 研 究 で は、 製 図 コ ン テ ス ト の 参

加 や 材 料 実 験、 測 量、ＣＡ Ｄ、 木 工 実 習 等 を 取 り 入 れ て い る。

進路につい ては大半

の生 徒が就職 し、 進学

は少数である。 就 職先

は 建 設 業、 製 造 業、 運

輸、 サ ー ビ ス 業 等 様 々

であり進 学につい ても

４年制大 学や専 門学校

と 多 岐 に わ た っ て い る。
木 工 実 習 風 景

３． 神奈川 県立 向の岡工 業高等学校 全日制 建設科

本校がある川崎 市は、 古く から工 業地帯と して栄え、

さま ざま な産 業分野で神奈川県 や日 本の もの づくりを 支

えていま す。 まもなく創 立５０周年 を迎 え、 伝統 を守り

な が ら も、 新 た な チ ャ レ ン ジ を し て い く 節 目 に 立 っ て い

ます。 本校の特色と して、 春季と秋季に行わ れる 『施設

見学』 と年２回行わ れる 『ものづくり講演 会』 がありま

す。 生徒はこのような行事か らも、 もの
づくりに対 して

の 興 味 関 心 を 抱 き、 成 長 し て い ま す。

本校の建設科は、 『建築コース』 と 『都市工学コース

』 が あ り、 １ 年 次 は 共 通 科 目 を 履 修 し ま す。 そ し て、 ２

年 次 か ら 各 コ ー ス に 分 か れ、 専 門 の 勉 強 を し て い き ま す。

建 築コースの最 近の取り組み では、 全 国産 業教育フェァ

神 奈川大会においてモニュメ ントの作成、 もの
づくりコ

ンテ ス トへ の 参 加、 大 学 主 催 の コ ン ペ に 参 加 等 が あ り ま す。

普段の勉強に加え、 このような取り組みから、 将来の

もの づくりスペ シャリス トに必要 な基 本知 識や技能 をみ

が い て い ま す。

岡 本 太 郎 作 の モ ニ ュ メ ン トと 本 校 校 舎 モ ニ ュ メ ン ト

５． 神奈川県立藤沢工科高等学校 全日制

総合 技術科 建築系

本校は、 県立高校改革推 進計画 に基づき、 こ れからの

工業分野で総合的な視野をも って 活躍す る人材 の育 成を

目的に、 平成１ ５年 ４月 に総合技 術科 の１ 科で開校しま

し た。 工 業 技 術 ・ 技 能 を 幅 広 く 学 習 す る と と も に、 系 類

型科目や普通科類型科目、 自由選択科 目の設置 している。

また、 専門分野を深めることや進学して継続的に学ぶこ

とができる教育内容を提供し、 生徒の進路希望や学習目

的に応 じた教育活動を展 開しています。 １年次は全員 で

共通科目を学習 し、 ２年次では興味・関心や進路に合わ

せて専門の系を選択、 基本的な専門知識を学習 します。

さらに建築系では、 本校の教育活動をより理解してもう

ために、 地域との交流を図る取り組みに力 を注いでいま

す。 ３ 年 の 課 題 研 究 で は、 モ ニ ュ メ ン ト と 称 し た 木 組 み

の巨大工作物を制作し文化祭に展示を していま した。 昨

叢 届
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年度のモニュメントは横浜のマリンタワーを模 した形で

制 作 し、 ２００９年ｌｌ月 に 開 催 さ れ た 全 国 産 業 教 育 フ ェ ア 神
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奈川 大 会 に 出 展 し ま し た。 例 年、 モ ニ ュ メ ン ト に 再 加 工

を 施 し 工 作 体 験 用 の キ ッ ト を 制 作 し て い ま す。 こ の キ ッ

トを用いて地域で開催されるイ ベントや本校 の交流行事

にて工作体験教室の実施、 小学校を対象とした出前授 業

を 行っ て い ま す。 生 徒 は … 般 の 方 と の 交 流 を 通 し て、 教

える こ と の 難 し さ や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 大 切 さ を 肌 で

感じ、 「教えることで教わるこ と」 という 体験をしてい

る。 今後も、 ものづく りを通して次世代 を担う 『ひとづ

くり』 教育を実践していきたい。

６． 神奈川県立小田原城北工業高等学校 全日制

建設科

本校 は、 昭 和 ３ ６ 年 に 創 立 さ れ、 平 成 ２ ３ 年 度 に は 創

立５ ０ 周 年 を 迎 え る。 工 業 高 校 と し て は、 県 西 端 部 に 位

置 し、 東 に 清 流 酒 匂 川、 西 に 霊 峰 富 士 を 望 み、 現 在 で も

田園風景が広がる白然環境に恵まれた環境の中にあります。

本校では、 地域 に根ざしたものづくり や人づく りに努

め て い ま す。 も の づ く り で は、 地 域 の 企 業 な ど と 連 携 し、

かまぼこ板を再利用 した小 物づくり や、 地域 の伝 統であ

る小田原提灯の制 作してき ました。 また近年 は、 小田原

提灯を模したベンチを制作 し、 地域 の商店街や老人ク ラ

ブな ど で 利 川 し て い た だ い て お り ま す。 人 づ く り で は、

イ ンタ ー シ ッ プ 制 度 を 活 用 し、 近 隣 の 企 業 に ご 協 力 を い

た だ き、 就 労 体 験 に よ っ て、 勤 労 意 欲、 職 業 観 を 養 い、

それにより自らが目的意識をもち、 意欲的に学習 に取り

組 む 姿 勢 を 養 う こ と に 努 め て お り ま す。

かま ぼこ板 に よ る 小 物 製 作 ベ ン チ

７． 神奈川県立磯子工業高等学校 全日制 建設科

本 校 は、 ｌｉ召和 ３ ６ 年 に 設 置 さ れ、 翌 ３ ７ 年 に 開 校 し た。

開校当初は土木科 であった が、 平成 ３年 の学科改 編によ

り土木科から建設科と なっ た。 本校 の教育目標 「健康」

「明朗」 「勤勉」 のも と、 将来のス ペシャリス トを目指

し、 も の づ く り、 資 格 取 得、 部 活 動 等 に 積 極 的 に 取 組 み、

建設科となっ た後も

土木科として県内外

の職場で活躍する 人

材 を 育 て て き た。 平

成２１年度入学生 か

ら教育課程 ヒで建築

コ ー ス、 土 木 コ ー ス

を明確に設定するこ

と によ り、 ２ 年 次 か

ら 各 コ ー ス に 分 か れ

て 授 業 展 開 し て い る。
校 舎

本校の生徒 は卒 業後す ぐに実 社会へ 出るもの がほと ん

どで あ っ た が、 近 年 は 進 学 す る も の も 増 え て い る。

今ま で は、 Ｌ 木 科 の イ メ ー ジ が 強 い 学 校 で あ っ た が、

部活動 にも、 建築研 究部を新 設し、 コンペ等にも積極的

に 応 募 し て い る。

昭和４４年に環境 美化優良 校と して教育 委員 会より 表

彰 を受 け、他校に先駆けて環境教育を実践し、現 在も環境

教育を 学校 目標 に掲 げ、実習、課題研 究、部活動等を通じ

口常的に環境美化活動、 校内の環境整備等に取組んでいる。

８． 川崎市立川崎総合科学高等学校 全日制

建 設工学科

本校 は、 昭和 ３８ 年４月、 産業 教育 の振 興と 生徒 の急

増 対策の一 環 と して、 川 崎市 民の 要望 と期 待の もと に募

集 を開始した。 創立当初 の

規 模は３科 ７学級 であっ た

が、 その後 学科の新 設や 改

変 を行 い現在、 全日制６ 学

科６学級３学年。 定 時制 ３

科 ３学級４ 学年 となって い

る。 ま た、 平 成 ２ ０ 年 度 よ

り工業科の教育 課程 を大 幅

に 改訂 し、 専門高校 で学 ん

だ “ 知 識 ・ 技 術 ” を
、 職 場

での実践や 大学 での継続学 校 舎

習 を通 じてさ らに向上させるため に、 「ものつくりの要

」 と して活躍できる 実力を養成するエ ンジニア系統。 各

工 業科の専 門科 目か ら６単位を数学・物理な どに振り分

けて学習 し、 理 論系 講義に対応できるようにする進学サ

ポー ト系統の２つの系統を設けている。 建設工学科は２

年次よりコース制をとり、 そ れぞ れの進路希望に応 じて

建 築 デ ザ イ ン ・ 都 市 シ ス テ ム の ど ち ら か を 選 択 す る。 本

科 では建設の基礎教育や共生を重視 した人間教育と中堅

技術者の養成を目指 し、 多くの人材を世に送り出すと共

に地域社会の経済発展を支える大きな役割を果た してき

て い る
。

９． 横浜市立鶴見工業高等学校 全日制 建築科

本校は、 昭和１１年に横浜市立鶴見工業実習学校とし

て 開 校 し て か ら ７ ４ 年、 平 成 ２ ３ 年 ３ＪＪ ３ Ｕ Ｉを も っ て

閉校することにな

り ま し た。 後 継 の

学校はありません

の で、 ま さ し く 学

校の歴史を閉 じる

こ と に な り ま し た。

東日本建築教育研

究会の会員校の皆

様 に は、

と う ご ざ い ま し た。

灘筆寓
瓢
蒸 轡・ ゼ峯
襟 購

職 ・ ～ 幌
、

建築実習風景

これまで色々な場而で ご支援をいただきありが

創立時は機械科・電気科で出発 した本校に、 建築系の

学科が設置されたのは、 昭和２４年３月 ３１日の建設科

設 置 に よ り ま す。 建 設 科 は、 建 築 と 土 木 の コ ー ス か ら な

る学科で、 昭和３８年４月に建築科と土木科が独立して

設 置 さ れ 現 在 に 至 っ て い ま す。 以 後、 建 築 科 は、 教 職 員

に各分野の専門家を擁して、 「設計製図」 を中心とする

独自の建築教育を展開してきました。 今は、 全国の 設計

競技に参加 して多数の生徒が入選する など、 当 時の活躍

が夢のように偲ばれます。

転建築教育研究会
一４１一
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２０．事 務 局 報 告

１． 大 会 開 催 都 道 県 に つ い て

現 在、 開 催 順 を 下 記 の 通 り 計 画 を して お り ま す。

２３ 年 ２４年 ２ ５年 ２６年 ２ ７年 ２８年 ２９年

神奈川 宮 城 新 潟 茨 城 山 形 千 葉 愛 知

決 定 決 定 決 定 決 定 決 定 決 定 決 定

２． 東 日 本 建 築 教育 研 究 会 Ｈ Ｐ を ご利 用 く ださ い。

各種 要綱 ・ 案 内、 申 し 込 みフ ォ ーム な ど が掲 載さ れて お り ま す。

ｈｔｔｐ＝〃ｗｗｗ．ｇｅｏｃｉｔｉｅｓｊｐｌｈｎ＿
ｋｌ《１《

連

１

２

３
．

４
．

☆事務局

絡

東日本建築教育研究会刊 行物の、 ご利用 をお願いいたしま す。

準会員

【申請】 小林 克也 東京都立工芸高等学校

退 会 県立 珠洲実業高等学校

県立 大船渡東高等学校

会員 校数１４２校

事務局

☆所在地

東京都立葛西工業高等学校・建 築科内

事務局長 鈴木 隆 ／ 会 計 遠藤 悟

〒１３２－００２４ 東 京 都 江 戸 川 区 一 之 江 ７ － ６ ８ －ｌ

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ ３ － ３ ６ ５ ３ － ４ １ １ １ Ｆ Ａ Ｘ Ｏ ３ － ３ ６ ７ ４ － ６ １ ８ ７

Ｅ メ ー ル ＜ ｈ ｉ ｇ ａ ｓ ｉ ｊ ｉ ｍ ｕ ＠ ｙ ａ ｈ ｏ ｏ． ｃ ｏ． ｊ ｐ ＞

次期神奈川大会を もって、 本部事務局は蔵前工業高等学校に代わります。

５． 会 員名 簿 の 訂 正

平成２２年度の会員名簿不備 がありま した。 関係の皆様には ご迷惑をお掛けいた しま した。

お 詫 び申 し上 げま す。

建 築 教 育 ニ ュ ー ス２０１０，１１
一 ４２ 一

東 日本建築教育硯



平成２２ 年度 会員名 簿 正誤 表

頁 誤 正

３ 福井 加藤 純一 （福井） 福井 加藤 純一 （福井工 大付）

１－０１

７ 北海道旭川 工業高等学校 〔全日制〕

教 頭 小幡 圭二 削除

１５－０２

３１ 山梨県立 甲府工 業高等学校 〔定時制〕

ＦＡＸ：０５５－２５１－３３８５ ＦＡＸ＝０５５－２５１－３４１５

１９－０４ １ ９－０３
３５
金沢市立 工業高等学校 〔全日制〕 金沢市立 工業高等学校 〔全日制〕

１９－０５ １９－０４

３５ 金沢市立 工業高等学校 〔定時制〕 金沢市立 工業高等学校 〔定時制〕

２２－０１

３８ 愛知県立 愛知工業高等学校 〔全日制〕

建築科 （建築コース） 建設科 （建築コース）

学校法人環境造形学園インテリアセンタースクール

追加 専門学校ＩＣＳカレッジオ ブアーツ

理事長 四方田 良紀

ＴＥＬ：０３－５７０１－２２１１ ＦＡＸ：０３－５７０１－２２１２

４７
〒１５２－００２２

東 京 都 目 黒 区 柿 の 木 坂１－５－６

学生課 品田 亨

工 業系専 門学校

学校法人中央 工学校

中央工 学校ＯＳＡＫＡ

学校長 中野 吉晟
４８

ＴＥＬ：０６－６８６６－５３１１ ＦＡＸ：０６－６８６６－５３１２

〒５６１－０８７２

大阪府豊中市寺内１丁目１ －４３

企画広報室 原 充介

工業系専門学校

追 記 プ レゼ ンテ ー ショ ン ・３Ｄモ デ リ ン グ ・ 作 図 実 習 に ！

ＭｉｃｒｏＧＤＳ ＭｉｃｒｏＧＤＳ

試用 版をお試 しくださ い 試用版をお試 しください

広 お申し込み はこち ら お申 し込みはこちら

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ』ｎｆｏｍａｔｉｘ．ｃｏＪｐ／ｍｇ／ｓｕｐｐｏｒｔ／ｄｏｗｎｌｏａｄ／ｍａｌｎ．ｈｔｍＩ

生
口

Ｐｉｒａｎｅｓｉ５ Ｐｉｒａｎｅｓｉ５

体験版をお試 しくださ い 体験版をお試しく ださい

お申し込みはこちら

ｈｔｔｐ：〃ｗｗ ｗ．
ｉｎｆｏｍａｔｉｘ．ｃｏＪｐ／ｐｉｒａｎｅｓｉ／ｓａｌｅｓ／ｃｄｒｏｍ．ｈｔｍｌ

※ その他訂正等お気付きの点があり ました ら下記 事務局までお知 らせください。

東京都立葛西工業高等学校・建築科 鈴 木 隆

〈ｈｉｇａｓｉｊｉｍ ｕ＠ｙａｈｏｏ．ｃｏ．ｊｐ＞

旧本建築教育研究会
一 ４３一
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２１．編 集 後 記

お 陰 様 に て 「建 築 教 育 ニ ュ ー ス」 ２０１０年 号 を 完 成 す る こ と がで き ま した。 今 年 度 よ り， 編 集

委員会の一員と して， 微力ながら編集業務を担当させて 頂く ことになり ました。 慣れな い編集作

業 で した の で， 失 礼 な 対 応 等 も あ っ た と 思 い ま す が， 皆 様方 の ご協 力 で 無 事， 今日 を 迎え る こと

がで き ま し た。

教育活動にお忙しい中， 原稿依頼快諾頂き，
ご執筆頂きま した先生方に感 謝申し上 げま す。

２ ０ １ ０．１ １

編 集 担 当

建築教育ニュース２０１０．１１号

発 行 日

編 集

発 行

事 務 局

編集事務局

口Ｆ 唖掃

平 成２２年１１月

編集 委員会 小島 聡 （東総工） 小関

遠藤 啓史 （京葉工）

東日本建築教育研究会 （会長 平林 博）

〒１３４－０００３ 東 京 都 江 戸 川 区 一 之 江７－６８－１

ＴＥＬ Ｏ３－３６５３－４１１１

ＦＡＸ Ｏ３－３６７４－６１８７

東京都立葛西工業高等学校 （事務局長 鈴木 隆）

〒２８９－２５０５ 千 葉 県 旭 市 鎌 数 字 川 西５１４６

ＴＥＬ Ｏ４７９－６２－２５２２

ＦＡＸ Ｏ４７９－６２－４４２５

千葉県立東総工業高等学校 （編集委員長 小島 聡）

（株） テンクウー

茂雄 （東総工）

建 築 教 育 ニ ュ ー ス ２００９．１１
一４４一

東日 本建築教育瞳臼


